
裏表紙上：海技教育機構の練習船「海
王丸」。航海訓練の学生たちを乗せて
苫小牧港へ向かった（撮影：川本聖哉）
裏表紙下：東京湾を行き来する貨物船。
私たちの生活はこうした船に支えられて
いる（撮影：川本聖哉）

表紙：出航に備えて給水作
業をする海技教育機構の航
海士。船乗りたちにとって真
水は命をつなぐ大事な存在
（撮影：川本聖哉）
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水の文化 65号　ひとしずく 2

だ
。
そ
ん
な
琉
球
列
島
の
全
域
で
、
３

万
５
０
０
０
～
３
万
年
前
に
さ
か
の
ぼ

る
遺
跡
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。

　

祖
先
た
ち
は
こ
の
海
を
ど
う
渡
っ
た

の
か
。
そ
も
そ
も
、
そ
れ
は
ど
れ
ほ
ど

困
難
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
だ
っ
た
の
か
―
―

考
え
る
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
。
そ
こ

で
私
は
研
究
者
と
探
検
家
の
合
同
チ
ー

ム
を
つ
く
り
、
こ
の
海
を
自
分
た
ち
で

渡
っ
て
み
る
こ
と
に
し
た
。
考
古
学
や

民
俗
学
の
証
拠
か
ら
当
時
の
舟
を
推
定

し
て
復
元
し
、
そ
れ
に
乗
っ
て
実
験
航

海
を
す
る
の
だ
。

　

あ
り
が
た
い
こ
と
に
多
数
の
支
援
者

が
現
れ
、
必
要
資
金
は
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
と
寄
付
で
調
達
で
き
た
。

こ
う
し
て
は
じ
ま
っ
た
の
が
、
前
職
の

国
立
科
学
博
物
館
で
実
施
し
た
「
３
万

年
前
の
航
海 

徹
底
再
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
だ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
２
０
１
６
年
か
ら
当
初

３
年
間
の
実
験
は
、
失
敗
の
連
続
。
最

　

地
上
を
歩
く
と
き
、
私
た
ち
は
誰
か

が
整
え
た
道
の
上
を
歩
く
。
し
か
し
海

に
道
は
な
い
。
海
上
で
は
、
船
乗
り
が

自
分
で
道
を
定
め
る
。

　

陸
上
の
道
は
、
ど
こ
か
の
目
的
地
へ

と
続
い
て
い
る
。
対
照
的
に
、
海
は
世

界
の
あ
ら
ゆ
る
陸
地
と
つ
な
が
っ
て
い

る
。

　

し
か
し
多
く
の
陸
上
動
物
た
ち
は
、

そ
ん
な
海
を
渡
れ
な
い
。
人
類
に
と
っ

て
も
、
７
０
０
万
年
に
お
よ
ぶ
進
化
史

の
大
半
に
お
い
て
、
そ
れ
は
同
じ
だ
っ

た
。
海
は
障
壁
で
あ
っ
て
、
道
で
は
な

か
っ
た
。

　

そ
ん
な
海
と
人
の
関
係
が
、
旧
石
器

時
代
の
あ
る
時
期
、
５
万
年
前
頃
に
変

わ
り
は
じ
め
た
。
そ
れ
ま
で
無
人
だ
っ

た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
陸
や
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
島
に
、
人
類
が
移
住
し
て
き
た
の

だ
。
や
が
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
諸
島
や
日
本

列
島
に
も
、
人
が
渡
っ
て
き
た
。
さ
ら

に
時
が
経
ち
、
新
石
器
時
代
の
数
千
年

前
に
帆
つ
き
カ
ヌ
ー
が
発
明
さ
れ
る
と
、

移
住
の
波
は
ハ
ワ
イ
諸
島
な
ど
太
平
洋

の
中
心
部
に
ま
で
及
ん
だ
。
人
類
の
海

洋
進
出
の
歴
史
は
、
こ
う
し
て
幕
を
開

け
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
不
思
議
だ
。
手
漕
ぎ
の
小
舟

し
か
な
か
っ
た
は
ず
の
旧
石
器
時
代
に
、

人
々
は
ど
う
や
っ
て
危
険
な
海
を
越
え

た
の
か
？　

中
で
も
、
日
本
列
島
へ
渡

る
経
路
の
１
つ
で
あ
る
沖
縄
ル
ー
ト
は
、

最
大
の
謎
だ
。
そ
こ
は
今
も
昔
も
、
世

界
最
大
級
の
海
流
で
あ
る
黒
潮
が
行
く

手
を
阻
み
、
隣
の
島
が
見
え
な
い
ほ
ど

広
い
海
峡
が
存
在
す
る
、
難
関
だ
か
ら

海
部
陽
介

　
人
類
進
化
学
者

海
を
道
に
変
え
た
祖
先
た
ち



海を道に変えた祖先たち3

初
に
試
し
た
の
は
、
草
を
束
ね
た
舟
。

安
定
性
と
浮
力
に
優
れ
て
い
た
が
、
ス

ピ
ー
ド
が
出
な
い
た
め
海
流
に
流
さ
れ

た
。
次
に
試
し
た
の
は
、
竹
の
イ
カ
ダ

舟
。
こ
れ
も
黒
潮
を
越
え
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。

　

こ
う
し
た
失
敗
を
重
ね
な
が
ら
「
祖

先
た
ち
が
成
功
し
た
わ
け
」
を
追
求
し
、

１
つ
１
つ
プ
ラ
ン
を
修
正
し
た
。
そ
う

し
て
た
ど
り
つ
い
た
の
が
、
丸
木
舟
と

い
う
選
択
。
私
た
ち
は
２
０
１
９
年
７

月
に
、
石
器
で
作
っ
た
丸
木
舟
で
、
台

湾
か
ら
与
那
国
島
へ
渡
る
実
験
航
海
に

挑
み
、
成
功
し
た
。

　

男
女
の
漕
ぎ
手
５
人
は
途
中
交
代
す

る
こ
と
な
く
、
海
上
で
二
晩
を
明
か
し
、

黒
潮
を
越
え
、
水
平
線
の
彼
方
の
見
え

な
い
島
へ
、
自
力
で
た
ど
り
着
い
た
。

途
中
で
海
が
荒
れ
、
夜
は
雲
で
星
が
見

え
ず
、
昼
間
は
熱
中
症
の
危
険
に
さ
ら

さ
れ
た
が
、
あ
き
ら
め
ず
に
島
を
目
指

し
た
５
人
が
、
や
り
遂
げ
て
く
れ
た
。

　

３
万
年
以
上
前
に
は
じ
め
て
日
本
列

島
へ
渡
っ
て
き
た
人
々
の
航
海
も
、
多

か
れ
少
な
か
れ
、
こ
の
よ
う
な
も
の
だ

っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
う
や
っ
て
海
を

道
に
変
え
た
祖
先
た
ち
が
い
る
こ
と
を
、

私
た
ち
は
素
直
に
誇
っ
て
い
い
と
思
う
。

海部陽介（かいふ ようすけ）

1969年生まれ。東京大学総合研究博物館教授。東京大学大学院理学系研究科博士課程を中退して、1995年から国立科学
博物館人類研究部に勤務。2020年より現職。2016－2019年に「3万年前の航海 徹底再現プロジェクト」を代表として実施。
著書にその活動を記録した『サピエンス日本上陸　3万年前の大航海』（講談社）などがある。日本学術振興会賞などを受賞。

台湾を出航して与那国島を目指す丸木舟　撮影：海部陽介（2019年 7月7日）
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水
が
及
ぼ
す
浮
力
に
よ
っ
て
人
や
モ
ノ
を
運
ぶ
船
は
、

鉄
道
や
自
動
車
、
飛
行
機
よ
り
も
ず
っ
と
昔
か
ら
、

私
た
ち
の
暮
ら
し
と
社
会
を
支
え
て
き
た
。
今
日
の

文
明
は
船
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
と
も
い
え
る
。

島
国
・
日
本
が
輸
出
入
を
ほ
ぼ
す
べ
て
船
に
頼
っ
て

い
る
よ
う
に
、
船
は
今
も
重
要
だ
。
そ
し
て
、
大
小

の
船
を
操
る
「
船
乗
り
（
船
員
）
た
ち
」
は
、
物
理
的

に
も
心
理
的
に
も
常
に
水
と
接
し
て
い
る
し
、
水
は

船
上
で
貴
重
な
も
の
だ
。

船
乗
り
た
ち
の
水
に
対
す
る
感
覚
や
節
水
意
識
は
、

日
常
生
活
を
陸
上
で
過
ご
す
私
た
ち
と
や
は
り
違
う

の
だ
ろ
う
か
？ 

海
上
で
の
生
活
に
お
け
る
水
は
ど

の
よ
う
な
存
在
な
の
か
。

主
に
外
洋
を
舞
台
と
す
る
船
乗
り
た
ち
の
水
へ
の
向

き
合
い
方
、
そ
し
て
海
に
よ
っ
て
隔
絶
さ
れ
た
船
上

に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
自
然
観
を
探
る
。
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船
乗
り
に
必
要
な

「
船
員
手
帳
」

　

船
員
は
「
船
舶
職
員
」
と
「
部
員
」

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も

「
船
員
法
」
に
定
め
ら
れ
た
「
船
員
手

帳
」
を
保
有
し
、
乗
船
中
は
必
ず
こ
れ

を
所
持
し
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
船
舶
職
員
は
「
船
舶
職
員
及
び

小
型
船
舶
操
縦
者
法
」
で
こ
う
規
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

「
船
長
の
職
務
を
行
う
者
（
小
型
船
舶
操
縦

者
を
除
く
。）
並
び
に
航
海
士
、
機
関
長
、

機
関
士
、
通
信
長
及
び
通
信
士
の
職
務

を
行
う
者
を
い
う
」

　

航
海
士
は
航
海
中
の
見
張
り
や
操
船
、

出
入
港
・
荷
役
の
指
揮
監
督
な
ど
、
機

関
士
は
航
海
中
の
エ
ン
ジ
ン
な
ど
機
器

類
の
運
転
、
監
視
が
主
た
る
業
務
で
す
。

モ
ー
ル
ス
信
号
を
使
っ
て
い
た
時
代
に

は
無
線
部
が
あ
り
ま
し
た
が
、
電
子
通

信
の
技
術
が
発
達
し
た
現
在
で
は
、
通

信
長
・
通
信
士
の
業
務
は
船
長
や
航
海

士
が
兼
務
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
船

舶
職
員
に
な
る
た
め
に
は
、
国
土
交
通

省
が
所
管
す
る
国
家
試
験
に
合
格
し

「
海か
い

技ぎ

し士
」
の
免
許
を
取
得
し
な
け
れ

船
に
乗
り
込
ん
で
仕
事
を
す
る
人
た
ち
の
こ
と
を
一
般
的
に
「
船
乗

り
」
あ
る
い
は
「
船
員
」
と
呼
ぶ
。
こ
こ
で
は
船
長
の
職
務
権
限
、
船

内
規
律
、
船
員
の
労
働
条
件
を
定
め
た
「
船
員
法
」
が
対
象
と
す
る

大
型
船
（
総
ト
ン
数
５
ト
ン
未
満
の
船
舶
、
湖
・
川
・
港
の
み
を
航
行
す
る
船
舶
、
小

型
の
漁
船
、
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
用
途
は
含
ま
な
い
）
で
働
く
船
員
に

着
目
し
た
。
長
期
に
わ
た
り
海
上
に
い
る
外
航
貨
物
船
の
組
織
か
ら

船
員
た
ち
の
「
水
（
真
水
）
」
意
識
ま
で
、
東
京
海
洋
大
学
教
授
で
外

航
船
の
船
長
経
験
者
で
も
あ
る
逸
見
真
さ
ん
に
お
聞
き
し
た
。

Shin Henmi
1985年3月東京商船大学商船学
部航海学科卒業。1985年9月東
京商船大学乗船実習科修了。
2001年3月筑波大学大学院経
営・政策科学研究科企業法学専
攻課程（修士課程）修了。2006年
3月筑波大学大学院ビジネス科学
研究科企業科学専攻課程企業法
コース（博士課程）修了。新和海運

（株）船長を経て、2009年4月～
2014年3月（独）海技大学校（現

（独）海技教育機構）講師、助教授、
准教授を務め、2014年4月より現
職。著書に『船長論』がある。

インタビュー

逸見 真さん

東京海洋大学教授
一級海技士（航海）

博士（法学）

世界を行き来する
船乗りたち

海技教育機構の練習船で航海訓練を積む未来の
船乗りたち（提供：独立行政法人 海技教育機構）

【概論】

水の文化 65号　特集　船乗りたちの水意識
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ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

日
本
と
外
国
と
の
間
で
物
や
人
を
運

ぶ
「
外
航
海
運
」
の
場
合
、
一
つ
の
船

に
は
、
船
長
以
下
、
一
等
か
ら
三
等
ま

で
３
人
の
航
海
士
（
甲
板
部
）、
１
人
の

機
関
長
と
一
等
か
ら
三
等
ま
で
３
人
の

機
関
士
（
機
関
部
）
が
乗
り
組
み
ま
す
。

貨
物
船
の
場
合
、
船
舶
職
員
と
部
員
を

合
わ
せ
、
外
国
人
を
含
め
て
総
勢
二
十

数
名
程
度
の
乗
組
員
で
運
航
す
る
こ
と

が
多
い
で
す
。
そ
の
船
舶
職
員
の
下
に

は
、
甲
板
部
、
機
関
部
そ
れ
ぞ
れ
に

「
部
員
」
が
配
属
さ
れ
ま
す
。
司し
ち
ゅ
う厨

（
調

理
場
）
の
ス
タ
ッ
フ
も
部
員
で
す
。
部

員
に
海
技
士
免
許
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

造
水
器
が
発
達
し
て
も

節
水
意
識
は
大
原
則

　

私
が
乗
っ
た
船
で
は
、
真
水
を
「
清せ

い

水す
い

」
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。
清
水
は
さ

ら
に
、
飲
用
や
料
理
に
用
い
る
「
飲
料

水
」
と
、
清
掃
や
洗
濯
な
ど
に
利
用
す

る
「
雑
用
清
水
」
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

飲
料
水
は
港
に
立
ち
寄
っ
た
と
き
に
専

用
の
給
水
設
備
か
ら
補
給
し
ま
す
。
積

み
込
み
前
に
は
港
の
元
栓
と
船
積
み
の

ホ
ー
ス
を
洗
浄
す
る
こ
と
な
ど
を
定
め

た
「
船
員
労
働
安
全
衛
生
規
則
」
と
い

う
規
定
が
あ
り
ま
す
。

　

日
本
の
よ
う
に
ど
こ
で
も
水
道
か
ら

安
心
し
て
水
が
飲
め
る
国
は
少
な
い
の

で
、
日
本
に
立
ち
寄
ら
な
い
外
航
船
は

ど
こ
の
港
で
飲
料
水
を
確
保
す
る
か
、

船
長
は
腐
心
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

飲
料
水
の
積
み
込
み
時
に
は
港
の
環

境
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。
例
え
ば
清

水
の
採
水
岸
壁
が
危
険
物
、
有
毒
物
の

荷
役
岸
壁
で
も
あ
っ
た
り
す
る
場
合
に

は
、
布
製
の
採
水
ホ
ー
ス
な
ど
を
介
し

て
そ
れ
ら
の
漏
洩
物
を
取
り
込
ま
な
い

よ
う
、
留
意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

一
方
、
体
に
直
接
取
り
込
ま
な
い
雑

用
清
水
は
、
海
水
を
真
水
に
変
え
る
造

水
器
か
ら
得
て
い
ま
す
。
ト
イ
レ
の
水

は
か
つ
て
海
水
を
使
っ
て
い
ま
し
た
が
、

造
水
器
の
能
力
が
高
ま
っ
た
た
め
、
今

は
使
用
し
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
ど
ん
な
に
造
水
器
の
性
能

が
よ
く
な
っ
た
と
し
て
も
、
船
員
と
し

て
節
水
意
識
を
も
つ
こ
と
は
大
原
則
で

す
。
私
が
実
習
し
た
練
習
帆
船
で
は
士

官
が
清
水
管
理
グ
ラ
フ
を
毎
日
記
し
て

い
て
、
例
え
ば
１
日
10
ト
ン
の
規
定
使

用
量
を
超
え
た
ら
注
意
を
促
す
と
い
っ

た
節
水
教
育
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

濫ら
ん

費ぴ

は
慎
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

細
か
い
こ
と
を
い
え
ば
、
朝
起
き
て

顔
を
洗
う
と
き
に
水
を
出
し
っ
放
し
で

歯
磨
き
を
し
て
は
ダ
メ
で
す
。
私
は
今

で
も
、
自
宅
の
お
風
呂
に
ザ
ブ
ン
と
つ

か
っ
て
お
湯
を
あ
ふ
れ
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
罪
悪
感
す
ら
あ
る
ほ
ど

で
す
。
水
の
貴
重
さ
を
船
の
上
で
叩
き

図1 外航貨物船の航行組織例図2 航行中の当直体制（外航船）

乗組員 計20数名程度
（外国人船員を含む）

出典：国土交通省、公益財団法人 日本海事広報協会などの資料を参考に編集部作成

船
舶
職
員

部
員

船舶職員＝海技士の資格を持ち、指揮を執る人
部員＝船舶職員を補助して船内業務を行なう人

船長
（船全体の最高責任者）

甲板部
（操船と荷役にかかわる）

一等航海士

二等航海士

三等航海士

甲板長

甲板手

甲板員

機関部
（すべての機器を管理する）

無線
（陸や他船と交信する）

機関長

一等機関士

二等機関士

三等機関士

操機長

操機手

機関員

船長や
一等航海士が
兼務

司厨
（食事づくりなどを担う）

司厨長

司厨手

司厨員
航海中は操船を担当する航海士と甲板部員が
2人一組となり、4時間当直して8時間休憩す
る。三等航海士の当直は、船長がサポートでき
る時間帯とするのが一般的
出典：公益財団法人 日本海事広報協会など

の資料を参考に編集部作成

00：00
12：00

04：00
16：00

08：00
20：00

二等航海士
甲板手B

三等航海士
甲板手C

一等航海士
甲板手A

総トン数20トン以上の船舶の職員は「海技士」という国家資格が必要。
その資格を証明するのがこの「海技免状」船員法第50条によって保有が義務づけられている「船員手帳」

世界を行き来する船乗りたち
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込
ま
れ
た
お
か
げ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
救
命
艇
に
は
消
費
期
限

が
長
い
船
舶
用
の
飲
料
水
を
乗
組
員
数

に
応
じ
て
10
日
分
ほ
ど
備
蓄
し
て
あ
り
、

雨
水
を
ろ
過
す
る
器
具
も
備
え
て
い
ま
す
。

外
航
船
員
の

出
自
と
昇
進

  

で
は
、
外
航
海
運
の
船
舶
職
員
に
な

る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う

か
。
高
校
を
卒
業
し
て
東
京
海
洋
大
学
、

神
戸
大
学
、
東
海
大
学
に
あ
る
専
門
学

部
に
進
学
す
る
か
、
あ
る
い
は
中
学
を

卒
業
し
て
商
船
高
等
専
門
学
校
（
５
校
）

に
進
学
し
ま
す
。
そ
こ
で
乗
船
実
習
を

経
て
国
家
試
験
の
口
述
試
験
（
筆
記
試
験

は
免
除
）
を
受
け
、
三
級
海
技
士
（
外
航
の

二
等
航
海
士
ク
ラ
ス
）
の
免
許
を
取
得
。
船

会
社
に
就
職
し
て
数
年
の
航
海
実
績

（
履
歴
）
を
つ
け
、
筆
記
・
口
述
試
験
に

合
格
後
、
上
級
の
海
技
士
免
許
を
取
得

し
、
最
終
的
に
一
級
海
技
士
の
免
許
を

得
ら
れ
た
後
、
船
長
、
機
関
長
の
職
務

を
執
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

大
手
の
船
会
社
（
船
社
）
は
、
一
般
大

学
か
ら
も
船
員
志
望
の
学
生
を
採
用
し

て
い
ま
す
。
そ
の
場
合
、
入
社
後
に
海

技
大
学
校
で
半
年
間
座
学
を
受
け
、
筆

記
試
験
に
合
格
後
、
海
技
教
育
機
構
の

練
習
船
や
自
社
船
で
実
習
し
て
１
年
間

の
履
歴
を
つ
け
、
口
述
試
験
を
経
て
三

級
海
技
士
の
免
許
を
取
得
し
ま
す
。
大

手
の
船
社
で
は
、
外
航
船
員
と
し
て
採

用
す
る
人
の
約
半
数
が
一
般
大
学
の
卒

業
生
で
す
。
人
材
の
多
様
性
を
重
ん
じ

る
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

船
員
と
い
っ
て
も
ず
っ
と
海
の
上
に

い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
20
年
ほ

ど
前
か
ら
陸
上
勤
務
の
ウ
エ
ー
ト
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
私
が
大
学
を
卒
業
し

た
当
時
は
、
船
上
勤
務
と
陸
上
勤
務
の

割
合
は
２
対
１
く
ら
い
で
し
た
が
、
今

は
仮
に
船
社
に
40
年
在
籍
す
る
と
海
上

勤
務
は
10
年
ほ
ど
。
会
社
に
よ
っ
て
ま

ち
ま
ち
で
す
が
、
た
い
て
い
若
い
こ
ろ

か
ら
海
と
陸
を
交
互
に
勤
務
し
ま
す
。

　

船
社
に
就
職
し
た
若
い
日
本
人
船
員

の
教
育
は
、
同
じ
日
本
人
の
船
長
、
機

関
長
、
一
等
航
海
士
、
一
等
機
関
士
の

乗
る
船
で
行
な
う
の
が
一
般
的
で
す
。

経
験
を
積
み
技
術
を
習
得
し
て
40
歳
前

後
で
機
関
長
や
船
長
に
登
用
さ
れ
た
後

は
、
船
舶
管
理
な
ど
の
陸
上
勤
務
に
戻

る
こ
と
が
多
い
で
す
。
ち
な
み
に
国
内

の
港
と
港
を
結
ん
で
貨
物
を
運
ぶ
「
内

航
海
運
」
は
オ
ー
ル
日
本
人
で
す
が
、

50
歳
以
上
の
割
合
が
約
半
数
と
著
し
い

高
齢
化
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
あ
る

船
舶
職
員
の
養
成
機
関

　

外
航
海
運
の
商
船
は
今
、
人
件
費
の

図3 船員になるための方法図4 外航日本人船員数の推移

■船員法 第三章 紀律（船内秩序）

※船長や航海士、機関長や機関士になるには、一般的には専門の学校を卒業し、試験に合格
　することが必要
出典：公益財団法人 日本海事広報協会『日本の海運 SHIPPING NOW 2014-2015［データ
　　  編］』などを参考に編集部作成

第二十一条　海員は、次の事項を守らなければならない。
一  上長の職務上の命令に従うこと。
二  職務を怠り、又は他の乗組員の職務を妨げないこと。
三  船長の指定する時までに船舶に乗り込むこと。
四  船長の許可なく船舶を去らないこと。
五  船長の許可なく救命艇その他の重要な属具を使用しないこと。
六  船内の食料又は淡水を濫費しないこと。
七  船長の許可なく電気若しくは火器を使用し、又は禁止された
  　場所で喫煙しないこと。
八  船長の許可なく日用品以外の物品を船内に持ち込み、又は
  　船内から持ち出さないこと。
九  船内において争闘、乱酔その他粗暴の行為をしないこと。
十  その他船内の秩序を乱すようなことをしないこと。

外航日本人船員は近年
2100～2300人で推移している

6万

5万

4万

3万

2万

1万

0

（人）

職員＋部員
部員
職員

(注）1995～2005年は国土交通省「船員統計」による。
2006年以降の数値は国土交通省海事局調べ。1994年以前は職
員と部員の内訳は公表されていない
出典：公益財団法人 日本海事広報協会『日本の海運 SHIPPING 
　　  NOW 2019-2020』を参考に編集部作成

1974 80 85 90 95 00 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18

中学校

航海士、機関士として乗船

主に内航 主に外航

6級
海技士 4級海技士 3級海技士

海技従事者国家試験

船社または練習船による航海実習
所有船
による
航海実習

民
間
養
成
施
設

６
級
海
技
士

養
成
コ
ー
ス

一
般
大
学

高
専
短
大
な
ど

高
等
学
校

海
上
技
術
学
校

海
技

大
学
校

海
技

大
学
校

(

機
関
専
攻
）

海
技

大
学
校（4.5カ月）

（3.5年）

海
上

技
術
学
校

商
船
系
高
等
専
門
学
校

（3年） （5.5年）
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（4.5年）（4.5年）

海
技

大
学
校

(

航
海
専
攻
）

東
京
海
洋
大
学 

海
洋
工
学
部

神
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大
学 

海
事
科
学
部

東
海
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学 

海
洋
学
部
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海上技術
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水の文化 65号　特集　船乗りたちの水意識
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低
廉
な
途
上
国
の
船
員
が
主
と
し
て
動

か
し
て
い
ま
す
。
日
本
商
船
隊
（
注
）
の

乗
組
員
も
約
96
％
が
外
国
人
で
、
そ
の
う

ち
70
％
以
上
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
で
す
。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
人
船
員
が
世
界
中
で
重

用
さ
れ
て
い
る
理
由
は
、
英
語
が
で
き

る
こ
と
。
そ
し
て
明
る
く
前
向
き
に
働

く
国
民
性
で
す
。
国
が
海
外
で
働
き
外

貨
を
稼
ぐ
の
を
奨
励
し
て
い
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
日
本
の
大
手
船
社
も
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
商
船
大
学
と
提
携
し
て
卒
業

生
の
一
定
割
合
を
雇
用
し
て
い
ま
す
が
、

海
運
市
況
が
上
向
い
て
船
員
需
要
が
ひ

っ
迫
す
る
と
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
船
員
、

な
か
で
も
職
員
が
高
給
を
提
示
す
る
欧

州
の
船
社
に
流
れ
る
傾
向
が
あ
り
ま
し

た
。
危
機
感
を
お
ぼ
え
た
日
本
の
大
手

船
社
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
内
に
独
自
の
船

舶
職
員
の
養
成
大
学
を
設
置
し
、
学
生

の
う
ち
か
ら
優
秀
な
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
船

員
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

　

公
海
上
を
運
航
す
る
船
舶
は
、「
旗き

国こ
く

主
義
」
と
い
っ
て
掲
揚
す
る
国
旗
の
当

該
国
、
つ
ま
り
そ
の
船
が
籍
を
置
く
国

の
排
他
的
な
管
轄
下
に
置
か
れ
、
そ
の

国
の
法
令
が
適
用
さ
れ
る
の
で
す
。
原

則
と
し
て
海
技
免
状
も
旗
国
が
発
給
し

ま
す
。
た
だ
し
日
本
が
発
給
し
た
海
技

免
状
を
持
っ
て
い
れ
ば
、
パ
ナ
マ
船
籍

の
船
に
乗
る
際
は
パ
ナ
マ
領
事
館
で
手

続
き
を
し
て
パ
ナ
マ
の
海
技
免
状
を
取

得
で
き
ま
す
。
日
本
籍
船
に
乗
る
フ
ィ

リ
ピ
ン
人
ク
ル
ー
に
対
し
て
は
、
日
本

政
府
が
英
語
に
よ
る
試
験
を
実
施
し
資

格
を
付
与
し
て
い
ま
す
。

船
の
世
界
は

「
融
和
」志
向
へ

　

海
運
の
未
来
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
見
方

が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
高
齢
船
員
が

退
職
し
若
年
層
が
あ
ま
り
増
え
な
い
内

航
海
運
で
は
、
自
動
化
に
よ
る
省
人
化

が
進
む
見
込
み
で
す
。
今
後
５
～
10
年

で
陸
か
ら
の
遠
隔
操
縦
が
実
用
化
し
、

最
終
的
に
は
Ａ
Ｉ
に
よ
る
無
人
船
へ
と

行
き
着
く
可
能
性
も
あ
る
。
し
か
し
、

海
賊
や
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
脅
威
に
さ
ら

さ
れ
る
外
航
海
運
で
は
、
全
面
的
に
遠

隔
操
縦
や
Ａ
Ｉ
に
依
存
す
る
わ
け
に
は

い
か
ず
、
将
来
も
長
期
に
わ
た
り
船
員

の
能
力
と
才
覚
と
が
必
要
と
さ
れ
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。

　

船
員
法
に
は
紀
律
の
条
項
が
あ
り
、

上
長
の
職
務
命
令
の
遵
守
、
職
務
妨
害
、

争
闘
そ
の
他
船
内
秩
序
を
乱
す
行
為
を

禁
止
し
、
船
長
に
は
違
反
者
に
対
す
る

懲
戒
の
権
限
を
与
え
て
い
ま
す
。
あ
え

て
法
律
に
規
定
し
た
の
も
、
船
舶
と
い

う
閉
じ
た
空
間
で
長
期
間
、
同
じ
船
員

が
生
活
を
と
も
に
す
る
特
殊
な
環
境
だ

か
ら
で
す
。「
安
全
運
航
」
と
い
う
最
大

の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
船
内
秩

序
の
維
持
が
重
要
な
の
で
す
。

　

日
本
の
外
航
海
運
を
支
え
る
の
は
、

言
語
も
宗
教
も
生
活
習
慣
も
異
な
る
外

国
人
で
す
。
文
化
の
違
い
を
乗
り
越
え

て
信
頼
関
係
を
築
く
に
は
、
相
手
の
こ

と
を
よ
く
観
察
し
て
き
め
細
か
く
対
処

す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
そ
の
点
、
日

本
人
は
相
手
を
慮
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
す
る
術
に
長
け
て
い
ま
す
し
、

共
同
作
業
も
厭
わ
な
い
。
自
分
と
他
人

の
役
割
を
は
っ
き
り
分
け
る
個
人
主
義

的
な
他
の
諸
国
と
は
少
し
違
い
ま
す
。

　

国
連
の
国
際
機
関
Ｉ
Ｍ
Ｏ
（Interna-

tional M
aritim

e O
rganization

＝
国
際
海
事
機
関
）

は
、
船
長
か
ら
最
年
少
の
部
員
に
至
る

ま
で
、
寄
港
地
か
ら
始
ま
り
貨
物
の
積

載
量
な
ど
重
要
情
報
の
共
有
を
推
奨
し

て
い
ま
す
。
全
乗
組
員
に
よ
る
情
報
の

一
致
、
共
有
が
普
段
の
業
務
か
ら
問
題

の
対
処
に
ま
で
有
効
で
あ
る
と
し
た
経

験
則
か
ら
出
た
考
え
方
で
す
。
こ
れ
は

互
い
に
教
え
合
う
こ
と
で
力
を
合
わ
せ
、

業
務
の
遂
行
に
求
め
ら
れ
る
協
調
性
の

下
地
と
し
て
必
要
な
「
船
内
融
和
」
の

推
奨
で
も
あ
り
ま
す
。
外
航
日
本
人
船

員
数
は
ピ
ー
ク
時
（
１
９
７
４
年
）
の
約
５

万
７
０
０
０
人
か
ら
約
２
１
０
０
〜
２

３
０
０
人
に
減
り
ま
し
た
が
、
世
界
の

海
運
に
お
け
る
プ
レ
ゼ
ン
ス
は
む
し
ろ

高
ま
っ
て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

（
２
０
２
０
年
６
月
９
日
取
材
）

世界を行き来する船乗りたち

（注）日本商船隊
日本の海運企業が現に使用している船舶の総体。日本籍船、仕組船（日本の船会社が外国船主に日本
の造船所での船舶の建造を斡旋。完成後にその外国籍船をチャーターして使う）、外国用船（日本の海運
企業が外国の船主から借り入れた外国船）で構成。日本商船隊の90％以上の船舶が仕組船と外国用船。

【概論】

練習船のデッキから進路を見つめる学生
(提供：独立行政法人 海技教育機構）

逸見さんが使っていたパナマの海技免状
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「
海
あ
り
き
」の

世
界
で
生
き
る

　
「
船
乗
り
と
し
て
は
、
水
と
い
う
と

水
が
塊
と
な
っ
て
ド
ー
ン
と
ぶ
つ
か
っ

て
く
る
青
波
（
ブ
ル
ー
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
）
を
イ

メ
ー
ジ
し
ま
す
。
か
つ
て
、
冬
の
北
太

平
洋
を
長
さ
２
０
０
m
程
度
の
コ
ン
テ

ナ
船
で
航
海
を
し
て
い
る
と
き
に
大
時し

化け

に
遭
い
、
青
波
の
な
か
を
潜
っ
て
い

く
よ
う
に
進
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

翌
朝
、
船
の
前
方
の
錨い
か
りが
ぶ
ら
下
が
っ

て
い
る
部
分
が
ぐ
に
ゃ
り
と
曲
が
り
、

い
く
つ
か
の
コ
ン
テ
ナ
は
変
形
し
て
い

た
。
あ
の
水
の
力
へ
の
驚
き
は
忘
れ
ら

れ
ま
せ
ん
。
一
方
で
、
同
じ
海
の
水
が

凪
い
で
鏡
の
よ
う
に
な
り
、
私
た
ち
を

癒
し
て
く
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
不
思
議

な
も
の
で
す
」

　

久く

ば葉
誠
司
さ
ん
は
、
神
戸
商
船
大
学

（
現
・
神
戸
大
学　

海
事
科
学
部
）
を
卒
業
後
、

大
手
海
運
会
社
に
34
年
に
わ
た
り
勤
務

し
、
貨
物
船
、
コ
ン
テ
ナ
船
、
原
油
タ

ン
カ
ー
、
客
船
な
ど
に
船
員
や
船
長
と

し
て
乗
船
し
た
経
歴
を
も
つ
。
現
在
は

東
京
湾
水
先
区
水
先
人
会
に
所
属
し
、

「
水み
ず
さ
き
に
ん

先
人
」
を
務
め
て
い
る
。

　

水
先
人
と
は
、
そ
の
国
の
港
に
不
慣

れ
な
外
国
船
の
船
長
な
ど
を
補
佐
す
る

案
内
役
だ
。
水
先
人
を
英
語
で
「
パ
イ

ロ
ッ
ト
」
と
呼
ぶ
。
空
で
は
な
く
歴
史

船
を
動
か
す

「
集
団
の
力
」

　
　
　

  
船
員
の
命
を
守
る
船
長
の
条
件

航
行
に
際
し
て
乗
組
員
を
ま
と
め
、指
揮
す
る
船
長
は
、洋
上
に
お
け
る
す
べ
て
の
事

柄
に
責
任
を
負
う
き
わ
め
て
重
要
な
存
在
だ
。だ
か
ら
こ
そ
周
囲
は
尊
敬
の
念
を
込

め
て
船
長
を「
キ
ャ
プ
テ
ン
」と
呼
ぶ
。船
長
経
験
者
で
、今
は
東
京
湾
の
水
先
人
と
し

て
活
動
す
る
久
葉
誠
司
さ
ん
に
、水
へ
の
意
識
や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
大
切
さ
、有
事
の
際

の
判
断
な
ど
に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
。

【秩序】

水の文化 65号　特集　船乗りたちの水意識
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的
に
は
海
で
生
ま
れ
た
言
葉
な
の
だ
。

　

日
本
の
主
要
港
は
世
界
に
類
を
見
な

い
ほ
ど
船
舶
交
通
が
混
雑
し
て
お
り
、

各
港
に
は
そ
れ
ぞ
れ
独
特
な
地
形
や
潮

の
流
れ
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
一
定
の

大
き
さ
を
超
え
る
船
は
、
船
長
経
験
を

も
つ
な
ど
水
域
に
精
通
し
た
水
先
人
が

船
に
乗
り
、
湾
内
航
行
や
着
岸
な
ど
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
ル
ー
ル
と
な
っ

て
い
る
。
久
葉
さ
ん
た
ち
水
先
人
は
、

水
先
艇
と
呼
ば
れ
る
ボ
ー
ト
で
船
に
移

乗
し
、
湾
内
航
行
作
業
や
港
内
の
着
離

岸
作
業
を
し
て
い
る
。

「
私
た
ち
は
船
の
入
港
に
合
わ
せ
て
行

動
し
ま
す
。
天
候
の
影
響
な
ど
で
船
の

入
港
時
刻
や
入
港
先
が
変
わ
れ
ば
、
そ

れ
に
合
わ
せ
て
私
た
ち
も
移
動
し
ま
す
。

数
時
間
前
ま
で
現
場
が
わ
か
ら
な
い
こ

と
や
、
当
初
は
千
葉
の
港
だ
っ
た
予
定

が
横
須
賀
の
港
に
変
わ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
」

　

陸
で
仕
事
を
し
て
い
る
人
間
か
ら
し

て
み
れ
ば
、
予
定
が
立
た
な
い
ハ
ー
ド

な
仕
事
に
映
る
。
だ
が
、
話
す
久
葉
さ

ん
か
ら
は
そ
の
よ
う
な
感
じ
は
一
切
受

け
な
い
。
海
で
長
年
生
き
て
き
た
人
の

余
裕
だ
ろ
う
か
。

能
力
の
限
界
を
知
り

そ
れ
を
超
え
な
い
こ
と

　

久
葉
さ
ん
に
、
船
長
と
い
う
仕
事
に

つ
い
て
聞
い
た
。

「
簡
潔
に
言
え
ば
船
体
、
船
員
、
貨
物

の
安
全
を
守
る
こ
と
が
船
長
の
仕
事
で

す
。
ま
ず
は
操
船
で
す
ね
。
船
は
海
の

上
に
浮
き
、
プ
ロ
ペ
ラ
の
推
力
で
海
上

を
移
動
す
る
も
の
な
の
で
、
潮
の
流
れ

や
風
の
影
響
を
大
き
く
受
け
ま
す
。
潮

と
風
の
影
響
で
船
体
が
ど
う
流
さ
れ
る

か
を
予
測
し
な
が
ら
針
路
・
速
力
を
調

整
す
る
技
術
が
常
に
必
要
で
す
」

　

特
に
風
が
強
い
と
き
、
前
線
の
通
過

な
ど
で
風
向
き
が
大
き
く
変
わ
る
と
き
、

潮
流
が
強
い
と
き
は
注
意
を
要
す
る
。

「
そ
う
い
う
と
き
の
入
港
や
着
岸
は
、

『
も
う
勘
弁
し
て
く
れ
！
』
と
思
う
く

1かつて船長を務めていた久葉
誠司さん。水先人として乗り込む
コンテナ船の様子を窺う 2水先
人を船まで届ける水先艇。撮影
日は久里浜港から出発 3水先
艇のなかで港内の混み具合や
風や雨などの気象状況を最終チ
ェックする久葉さん 4今はスマー
トフォンやタブレットを使ってさまざ
まな最新情報を確認できる 5水
先を要請された外国のコンテナ
船にパイロットラダーを使って乗
船する久葉さん

2

1

5 4

3

船を動かす「集団の力」
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ら
い
難
し
い
。
ま
し
て
や
初
め
て
入
港

す
る
見
知
ら
ぬ
港
だ
っ
た
ら
…
…
。
大

事
な
の
は
『
ポ
イ
ン
ト
・
オ
ブ
・
ノ
ー

リ
タ
ー
ン
』
を
知
る
こ
と
。
自
分
の
限

界
を
超
え
る
技
量
を
求
め
ら
れ
る
状
況

に
突
っ
込
ん
で
し
ま
う
前
に
引
き
返
す

こ
と
で
す
」

　

安
全
と
い
う
と
、
操
船
や
船
上
で
の

作
業
に
対
す
る
配
慮
を
想
像
し
が
ち
だ

が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
安
全
管
理

を
目
的
に
生
ま
れ
た
国
際
基
準
「
国
際

安
全
管
理
コ
ー
ド
（
Ｉ
Ｓ
Ｍ
コ
ー
ド
）」
に

沿
っ
た
船
舶
管
理
の
徹
底
な
ど
の
た
め

に
、
船
長
た
ち
は
さ
ま
ざ
ま
な
手
順
の

確
認
や
記
録
の
作
成
を
求
め
ら
れ
て
お

り
、
い
つ
も
膨
大
な
事
務
作
業
に
追
わ

れ
て
い
る
。

「
船
長
室
は
い
つ
も
書
類
の
山
で
す
。

ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
を
減
ら
す
た
め
の

安
全
管
理
の
厳
格
化
は
こ
の
20
年
ほ
ど

で
一
気
に
進
み
ま
し
た
が
、
同
時
に
船

長
た
ち
の
ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
注
）

へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
を
う
ま
く
回
せ
る
か
も

船
長
の
技
量
。『
陸
』
か
ら
は
指
示
が
書

か
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
書
類
が
届
く
の
で

す
が
、
ど
う
い
う
考
え
に
基
づ
く
指
示

な
の
か
を
熟
慮
し
、
求
め
を
実
現
さ
せ

な
が
ら
、
こ
ち
ら
の
実
情
に
合
致
し
た

提
案
を
返
す
こ
と
も
大
事
で
あ
る
と
思

い
ま
す
」　

「
良
好
な
意
思
疎
通
は

良
好
な
協
力
な
り
」

　

船
員
の
人
事
・
労
務
管
理
や
船
内
の

規
律
づ
く
り
な
ど
も
船
長
の
仕
事
だ
。

「
新
米
の
三
等
航
海
士
の
こ
ろ
、
当
時

の
船
長
に
『
船
は
鉄
の
塊
で
は
な
く
、

人
の
集
ま
り
だ
か
ら
な
』
と
言
わ
れ
た

こ
と
を
今
で
も
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
」

　

半
年
以
上
の
長
い
期
間
、
狭
い
空
間

で
生
活
を
と
も
に
す
る
だ
け
に
、
い
か

に
風
通
し
の
よ
い
船
内
を
つ
く
る
か
は

重
要
だ
。
久
葉
さ
ん
は
「
船
内
各
部

（
甲
板
部
・
機
関
部
・
事
務
部
）」
の
関
係
、「
幹

部
職
員
（
船
長
・
機
関
長
・
一
等
航
海
士
・
一
等

機
関
士
）」
の
関
係
を
良
好
に
保
ち
、
円

滑
な
意
思
疎
通
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
を
気
に
し
て
い
た
と
い
う
。

　

ま
た
、
船
員
た
ち
の
規
律
の
状
況
は
、

ま
ず
整
理
整
頓
に
表
れ
る
。
船
内
が
汚

れ
て
い
た
り
、
散
ら
か
っ
て
い
れ
ば
規

律
が
緩
ん
で
い
る
と
見
る
。
だ
か
ら
初

め
て
の
船
に
乗
る
こ
と
に
な
っ
た
と
き

に
は
、
そ
の
状
況
を
見
て
回
る
。
ま
た
、

規
律
の
良
し
悪
し
に
も
つ
な
が
っ
て
く

る
船
内
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
醸
成
に
は
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
出
身
の
船
員
た
ち
に
よ
く

助
け
ら
れ
た
と
い
う
。

「
彼
ら
は
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た
と
き
も

『
悪
い
の
は
○
○
だ
』
と
、
誰
か
に
責

任
を
押
し
つ
け
た
り
し
ま
せ
ん
。
集
団

生
活
を
気
持
ち
よ
く
送
る
た
め
の
立
ち

振
る
舞
い
を
理
解
し
て
い
る
船
員
が
多

く
、
陰
口
が
聞
こ
え
て
く
る
こ
と
も
少

な
か
っ
た
で
す
。
日
本
で
は
や
や
敬
遠

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
体
育
会
系
に
近

い
関
係
性
を
、
無
理
な
く
や
っ
て
い
る
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
出
身
の
船
員
た
ち
が
世
界

中
の
船
主
か
ら
の
評
価
を
保
っ
て
い
る

の
は
、
そ
の
あ
た
り
に
理
由
が
あ
る
よ

う
に
思
い
ま
す
」

（注）ドキュメンテーション
ある事柄に関するデータや情報、記録などを、他の人が
理解しやすい形式の文書として体系立ててまとめること。

船員として世界中を船で巡った
久葉さん。今は水先人として大
型船の着岸などをサポートする

出航を待つ船長時代の久葉さん
（提供：久葉誠司さん）

久葉さんが船長を務めていたときの集合
写真。久葉さんは最前列の左から6人目

（提供：久葉誠司さん）

水の文化 65号　特集　船乗りたちの水意識
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異
文
化
に
対
す
る
理
解
も
重
要
だ
。

イ
ス
ラ
ム
教
徒
が
多
い
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

出
身
の
船
員
が
乗
る
船
で
は
、
ラ
マ
ダ

ン
（
断
食
月
）
に
は
彼
ら
の
作
業
負
荷
を

下
げ
る
な
ど
の
配
慮
を
し
た
。
船
員
か

ら
の
申
し
出
を
待
つ
の
で
は
な
く
、
自

ら
「
お
祈
り
は
大
丈
夫
か
？
」
と
気
遣

っ
た
。

　

船
内
で
は
「Good com

m
unicati-

on, Good cooperation
（
良
好
な
意
思
疎
通

は
良
好
な
協
力
な
り
）」
と
い
う
言
葉
を
掲

げ
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
こ
ま
め
に
行
な

っ
た
。
夕
食
前
に
は
昭
和
の
時
代
か
ら

続
く
日
本
流
の
儀
式
と
し
て
一い
っ
こ
ん献

傾
け

る
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。

「
船
員
を
注
意
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

場
面
が
あ
っ
て
も
、
大
勢
の
前
で
は
な

く
一
対
一
で
注
意
す
る
よ
う
に
し
て
い

ま
し
た
。
普
通
の
会
社
な
ら
、
多
少
ぶ

つ
か
り
あ
っ
て
も
一
度
家
に
帰
っ
て
切

り
替
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
で
も
船

に
は
そ
う
い
う
時
間
も
場
所
も
あ
り
ま

せ
ん
。
だ
か
ら
、
後
を
引
か
な
い
よ
う

に
配
慮
し
て
い
ま
し
た
ね
」

被
災
地
支
援
の
た
め
の

東
北
へ
の
航
海

　

久
葉
さ
ん
が
記
憶
に
残
る
航
海
と
し

て
挙
げ
る
の
が
、
２
０
１
１
年
（
平
成
23
）

３
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
の
被

災
地
に
ク
ル
ー
ズ
船
「
ふ
じ
丸
」
で
赴

い
て
行
な
っ
た
支
援
だ
。
岩
手
県
の
大

船
渡
港
、
釜
石
港
、
宮
古
港
を
巡
り
、

避
難
所
生
活
を
強
い
ら
れ
る
被
災
者
た

ち
に
、
食
事
や
入
浴
、
映
画
上
映
な
ど

ク
ル
ー
ズ
船
の
設
備
を
使
っ
た
寛
ぎ
を

提
供
し
た
。

「
港
内
の
防
波
堤
な
ど
の
設
備
が
津
波

で
破
壊
さ
れ
、
多
数
の
漂
流
物
が
浮
か

ぶ
港
へ
の
入
出
港
は
注
意
を
要
し
ま
し

た
。
ま
た
、
ま
だ
震
災
か
ら
１
カ
月
後

と
い
う
時
期
だ
っ
た
た
め
、
余
震
が
多

く
発
生
し
て
お
り
、
再
び
大
き
な
津
波

が
発
生
し
た
と
き
の
対
応
に
は
神
経
を

尖
ら
せ
ま
し
た
」

　

津
波
警
報
、
も
し
く
は
注
意
報
が
発

令
さ
れ
た
と
き
に
は
、
陸
側
か
ら
の
支

援
が
難
し
い
た
め
船
を
係
留
す
る
ロ
ー

プ
を
船
側
か
ら
切
り
離
す
異
例
の
形
で

緊
急
離
岸
を
行
な
う
こ
と
を
決
め
、
繰

り
返
し
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
た

が
、
幸
い
に
も
活
動
中
に
発
令
は
な
か

っ
た
。

「
最
後
の
寄
港
地
と
な
っ
た
宮
古
港
を

離
れ
東
京
に
戻
る
旅
路
で
は
、
日
本
人

40
人
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
１
０
０
人
の
船

員
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
乗
船
さ
れ

て
い
た
方
々
に
感
謝
を
伝
え
る
会
を
開

き
ま
し
た
。
赴
く
前
は
少
し
不
安
を
感

じ
て
い
た
船
員
も
い
ま
し
た
が
、
被
災

さ
れ
た
方
々
の
笑
顔
を
目
に
し
て
、
達

成
感
を
感
じ
て
く
れ
た
よ
う
に
見
え
ま

し
た
ね
」

　

こ
れ
ま
で
の
船
長
と
し
て
の
経
験
、

そ
し
て
船
員
た
ち
と
の
関
係
づ
く
り
で

成
し
遂
げ
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
だ
っ
た
。

　

18
歳
で
大
学
の
門
を
叩
い
て
か
ら
水

先
人
と
し
て
活
躍
す
る
今
日
ま
で
、
海

は
常
に
身
近
な
存
在
だ
っ
た
と
い
う
久

葉
さ
ん
だ
が
、「
海
は
好
き
と
か
嫌
い
と

か
、
そ
う
い
う
対
象
で
は
な
い
よ
う
に

感
じ
る
」
と
話
す
。

「
で
も
言
っ
て
し
ま
う
と
、
静
か
な
穏

や
か
な
海
は
好
き
で
す
し
、
荒
れ
た
海

は
嫌
い
で
す
」

　

水
の
怖
さ
を
、
海
の
怖
さ
を
、
強
風

下
の
操
船
の
難
し
さ
を
、
久
葉
さ
ん
は

ま
っ
す
ぐ
に
語
っ
た
。
怖
れ
る
べ
き
も

の
を
し
っ
か
り
と
怖
れ
る
こ
と
が
で
き

る
か
―
―
。
そ
れ
こ
そ
が
船
と
船
員
の

命
を
守
り
き
れ
る
船
長
の
条
件
な
の
か

も
し
れ
な
い
。

（
２
０
２
０
年
５
月
１
日
／
リ
モ
ー
ト
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

６
月
18
日
撮
影
）

船を動かす「集団の力」

水先人の久葉さんが乗り込んだコンテナ船。東京港へ向かった

【秩序】



船
に
お
け
る

２
種
類
の
真
水

―
―
安
藤
さ
ん
の
キ
ャ
リ
ア
を
。

　

航
海
士
と
し
て
入
社
し
、
２
０
１
８

年
（
平
成
30
）
11
月
ま
で
８
年
間
船
で
勤

務
し
て
い
ま
し
た
。
今
は
陸
上
勤
務
で
、

今
後
も
海
上
、
陸
上
の
勤
務
を
繰
り
返

す
事
に
な
り
ま
す
。

　

現
代
の
船
乗
り
の
仕
事
は
船
に
乗
る

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
運
航
を
支
え

る
陸
上
業
務
も
知
る
こ
と
で
、
よ
り
深

く
こ
の
仕
事
を
理
解
で
き
る
か
ら
で
す
。

当
社
は
６
０
０
名
ほ
ど
の
船
員
を
抱
え

て
い
ま
す
が
、
約
半
数
は
陸
上
で
お
客

さ
ま
に
船
の
こ
と
を
ご
説
明
す
る
、
船

の
管
理
会
社
で
働
く
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

業
務
に
携
わ
り
、
活
躍
し
て
い
ま
す
。

―
―
一
等
航
海
士
の
主
な
業
務
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　

乗
組
員
は
担
当
職
務
に
よ
り
甲
板
部

と
機
関
部
、
司し
ち
ゅ
う厨
部
に
分
か
れ
て
い
ま

す
。
甲
板
部
の
責
任
者
が
一
等
航
海
士

で
す
。
主
な
業
務
は
、
見
張
り
や
操
船

等
の
「
航
海
当
直
」、
貨
物
の
積
み
下

ろ
し
を
行
な
う
「
荷
役
」
の
監
督
、「
荷

役
計
画
」
の
立
案
が
あ
り
ま
す
。
船
体

強
度
の
計
算
、
船
体
の
整
備
計
画
の
立

案
、
乗
組
員
の
労
務
管
理
と
船
内
の
衛

生
業
務
も
担
当
し
ま
す
。

―
―
船
内
に
お
け
る
「
水
」
に
つ
い
て
。

乗
組
員
の
水
を
確
保
す
る
術

外
航
貨
物
船
の
水
事
情

大
型
船
の
運
航
に
お
け
る
最
高
責
任
者

は
船
長
だ
。
で
は
船
長
を
助
け
て
い
る

の
は
誰
か
？  

一
等
航
海
士
で
あ
る
。

水
の
確
保
を
は
じ
め
と
す
る
基
本
的
な

実
務
は
、
一
等
航
海
士
が
担
っ
て
い
る
。

日
本
郵
船
株
式
会
社
の
安
藤
樹
さ
ん
に
、

一
等
航
海
士
の
役
割
や
船
上
生
活
に
不

可
欠
な
水
の
手
配
、
さ
ら
に
船
上
生
活

の
楽
し
み
な
ど
を
お
聞
き
し
た
。

【水補給】
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1大海原を進む「バルクキャリア」（ばら積み貨物船）。石炭や鉄
鉱石、穀物、木材など、日本の経済活動や私たちの生活を支える
物資を運んでいる 2大型船が飲料水を補給するシーン。給水栓
から自前のホースを何本もつないで接続する 提供：日本郵船株式会社

　

水
に
は
「
飲
料
水
」
と
「
雑
用
清せ

い

水す
い

（
清
水
）」
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。
乗

組
員
が
飲
ん
だ
り
食
事
を
つ
く
る
の
に

用
い
る
の
が
「
飲
料
水
」、
風
呂
や
シ

ャ
ワ
ー
、
洗
濯
、
掃
除
な
ど
に
使
う
の

は
「
清
水
」
で
す
。
清
水
は
海
水
か
ら

清
水
を
つ
く
る
造
水
器
か
ら
得
て
い
ま

す
。
一
日
当
た
り
20
ト
ン
～
30
ト
ン
を

つ
く
り
、
乗
組
員
の
数
に
も
よ
り
ま
す

が
一
日
約
10
ト
ン
消
費
し
、
余
っ
た
水

は
タ
ン
ク
で
保
管
さ
れ
ま
す
。

　

飲
料
水
は
港
に
停
泊
し
て
い
る
と
き

に
補
給
し
ま
す
。
そ
の
港
に
引
か
れ
て

い
る
水
道
か
ら
補
給
す
る
の
で
す
が
、

給
水
設
備
が
整
っ
て
い
る
港
と
そ
う
で

は
な
い
港
が
あ
る
の
で
、
事
前
に
現
地

の
船
舶
代
理
店
に
確
認
し
ま
す
。
船
舶

代
理
店
と
は
、
例
え
ば
外
国
の
港
に
入

る
と
き
に
税
関
や
検
疫
な
ど
の
手
続
き

を
、
船
に
代
わ
っ
て
行
な
う
業
者
で
す
。

　

水
道
料
金
は
港
ご
と
に
異
な
り
、
１

㎥
当
た
り
の
料
金
が
定
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
多
い
で
す
。
運
航
隻
数
が
数
百

隻
で
あ
り
、
過
去
に
寄
港
し
た
船
が
管

理
会
社
に
情
報
を
残
し
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
こ
れ
ら
を
参
考
に
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

飲
料
水
の
補
給
は

専
用
ホ
ー
ス
で

―
―
飲
料
水
の
補
給
は
一
等
航
海
士
が

12
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従来の重油に比べて環境性能に
優れる液化天然ガス（LNG）を運
ぶLNG船 提供：日本郵船株式会社

担
当
し
て
い
る
の
で
す
ね
。

　

そ
う
で
す
。
補
給
が
終
わ
る
ま
で
は

数
時
間
か
か
る
の
で
、
そ
の
あ
い
だ
は

別
の
乗
組
員
に
任
せ
ま
す
が
、
ホ
ー
ス

を
つ
な
い
で
補
給
を
開
始
す
る
と
き
、

そ
し
て
終
了
す
る
と
き
は
立
ち
合
い
ま

す
。
飲
料
水
は
乗
組
員
の
健
康
に
か
か

わ
る
も
の
な
の
で
、
寄
港
実
績
の
乏
し

い
港
で
補
給
す
る
こ
と
は
で
き
る
だ
け

避
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

も
っ
と
も
注
意
を
払
う
の
は
、
船
内

の
タ
ン
ク
に
水
を
補
給
す
る
と
き
で
す
。

衛
生
面
を
考
慮
し
、
必
ず
船
に
積
ん
で

あ
る
飲
料
水
専
用
の
ホ
ー
ス
を
使
い
ま

す
。
ホ
ー
ス
は
１
本
25
ｍ
く
ら
い
で
、

岸
壁
か
ら
水
の
取
り
入
れ
口
が
遠
い
場

合
は
何
本
か
つ
な
ぐ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
配
管
が
汚
れ
て
い
る
可
能
性

が
あ
る
た
め
、
ホ
ー
ス
を
い
き
な
り
飲

料
水
の
タ
ン
ク
に
つ
な
ぐ
の
で
は
な
く
、

ま
ず
は
清
水
の
タ
ン
ク
に
接
続
し
数
分

間
水
を
流
し
た
あ
と
、
改
め
て
飲
料
水

の
タ
ン
ク
に
接
続
し
て
い
ま
す
。
こ
の

作
業
を
私
た
ち
は
「
フ
ラ
ッ
シ
ン
グ
」

と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

飲
料
水
タ
ン
ク
の
容
量
は
船
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
が
、
水
を
補
給
で
き
る

と
き
は
基
本
的
に
満
タ
ン
に
し
ま
す
。

―
―
飲
料
水
の
水
質
チ
ェ
ッ
ク
は
？

　

飲
料
水
は
半
年
ご
と
に
検
査
機
関
に

よ
る
衛
生
検
査
を
行
な
う
こ
と
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
外
部
の
検
査
機

関
に
水
の
サ
ン
プ
ル
を
送
り
検
査
を
行

な
い
ま
す
。
日
本
だ
け
で
な
く
海
外
で

も
検
査
で
き
る
の
で
、
検
査
期
限
前
に

実
施
し
ま
す
。
仮
に
検
査
を
パ
ス
で
き

な
い
場
合
は
、
タ
ン
ク
内
の
飲
料
水
を

す
べ
て
交
換
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
と
は
別
に
毎
月
１
回
、

一
等
航
海
士
が
専
用
キ
ッ
ト
を
用
い
て

飲
料
水
の
水
質
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

大
腸
菌
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
リ
ト
マ

ス
試
験
紙
の
よ
う
な
検
査
キ
ッ
ト
を
使

用
し
ま
す
。
ま
た
、
水
質
を
保
つ
た
め

に
、
年
に
一
度
、
必
ず
タ
ン
ク
を
清
掃

し
ま
す
。
水
を
す
べ
て
抜
い
て
、
乗
組

員
５
～
６
人
が
タ
ン
ク
内
に
入
っ
て
水

垢
を
落
と
す
の
で
す
。
作
業
は
だ
い
た

い
半
日
か
か
り
ま
す
ね
。
寄
港
の
タ
イ

ミ
ン
グ
な
ど
を
計
算
し
つ
つ
、
航
海
中

に
作
業
し
ま
す
。
飲
料
水
の
タ
ン
ク
は

１
つ
し
か
な
い
の
で
、
清
掃
中
は
ミ
ネ

ラ
ル
ウ
オ
ー
タ
ー
な
ど
を
飲
み
ま
す
。

　

港
で
補
給
し
た
飲
料
水
は
そ
の
ま
ま

飲
ん
で
い
ま
す
ね
。
万
が
一
、
飲
料
水

を
補
給
で
き
な
い
場
合
な
ど
、
不
測
の

事
態
に
備
え
、
造
水
器
で
つ
く
っ
た
水

を
飲
め
る
よ
う
に
添
加
用
ミ
ネ
ラ
ル
も

必
ず
搭
載
し
て
い
ま
す
。

　

貨
物
船
に
は
船
医
が
乗
っ
て
い
な
い

た
め
、
航
海
士
や
機
関
士
が
「
船
舶
に

乗
り
組
む
衛
生
管
理
者
」
と
い
う
国
家

資
格
を
取
得
し
、
船
内
で
傷
病
が
発
生

し
た
場
合
に
対
処
し
ま
す
。
船
は
必
要

最
小
限
の
人
員
で
動
か
し
て
い
ま
す
か

ら
、
仮
に
飲
料
水
の
せ
い
で
乗
組
員
の

体
調
が
悪
く
な
っ
た
ら
運
航
に
支
障
が

出
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
誰
か
が
倒

れ
た
ら
他
の
乗
組
員
に
負
担
が
か
か
り
、

船
体
や
機
関
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
も
支

障
が
出
て
し
ま
い
ま
す
。
一
等
航
海
士

は
船
医
の
代
わ
り
に
乗
組
員
の
健
康
管

理
を
担
っ
て
い
る
の
で
す
。

航
海
士
に
な
っ
て

変
わ
っ
た
水
へ
の
意
識

―
―
乗
組
員
の
皆
さ
ん
は
船
内
生
活
で

水
を
ど
う
意
識
し
て
い
ま
す
か
？

　

乗
組
員
は
全
員
、
水
を
大
切
に
し
て

い
ま
す
。
飲
料
水
は
頻
繁
に
補
給
で
き

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
清
水
も

造
水
器
で
つ
く
る
の
で
無
尽
蔵
に
は
得

ら
れ
ま
せ
ん
。
清
水
の
消
費
量
は
担
当

機
関
士
が
常
に
確
認
し
て
お
り
、
通
常

よ
り
も
消
費
が
多
い
場
合
は
月
に
一
度

の
安
全
衛
生
会
議
な
ど
で
「
今
月
は
水

の
使
用
量
が
多
か
っ
た
ね
」
と
指
摘
し
、

乗
組
員
に
節
水
を
呼
び
か
け
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
使
用
済
み
の
食
器
は
水
を
溜

め
た
シ
ン
ク
に
漬
け
て
お
く
な
ど
、
可

能
な
限
り
節
水
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

―
―
造
水
器
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な

整
備
を
？

　

定
期
的
に
、
造
水
器
の
担
当
機
関
士

を
中
心
に
数
名
で
分
解
し
て
清
掃
し
て

い
ま
す
。
造
水
器
が
生
み
出
す
水
は
生

活
水
だ
け
で
な
く
、
船
の
ボ
イ
ラ
ー
な

ど
に
使
っ
て
い
る
の
で
、
生
命
線
と
も

い
え
る
存
在
で
す
。
貨
物
船
で
は
海
水

を
沸
騰
さ
せ
て
真
水
を
つ
く
る
沸
騰
型

の
造
水
器
を
積
ん
で
い
ま
す
（
船
に
よ
っ

て
は
２
器
搭
載
）。
造
水
器
は
エ
ン
ジ
ン
の

排
熱
を
利
用
し
、
航
海
中
に
稼
働
し
ま

す
の
で
、
停
泊
期
間
中
は
造
水
は
行
な

い
ま
せ
ん
。

―
―
航
海
士
と
な
っ
て
か
ら
ご
自
身
の

水
へ
の
意
識
は
変
わ
り
ま
し
た
か
？

　

船
の
上
で
水
は
限
り
あ
る
も
の
な
の

で
、
常
に
節
水
を
心
が
け
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
も
し
も
太
平
洋
の
真
ん
中

で
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
て
水
が
な
く
な
っ

た
と
し
て
も
す
ぐ
に
助
け
は
来
な
い
で

す
か
ら
ね
。
陸
上
だ
け
で
暮
ら
し
て
い

た
と
き
と
比
べ
て
、
意
識
は
明
ら
か
に

変
わ
り
ま
し
た
。

船
乗
り
の
生
活
と

船
上
の
楽
し
み

―
―
安
藤
さ
ん
が
船
乗
り
に
な
ろ
う
と

思
っ
た
理
由
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

海
外
で
働
き
た
い
、
い
ろ
い
ろ
な
国

に
行
き
た
い
と
い
う
思
い
が
強
く
、
高

校
生
の
と
き
に
進
路
を
決
め
ま
し
た
。

と
い
っ
て
も
親
戚
に
船
乗
り
が
い
た
わ

け
で
は
な
く
、「
ど
う
や
っ
た
ら
船
に
乗
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3接岸中のコンテナ船。コ
ンテナの大きさなどは国際
的に統一されており、今日
の海上貨物輸送の主流を
占める 4フィリピン人の船
員と並ぶ航海中の安藤さん。
文化や風習の違いを認識し
つつ、一等航海士として分
け隔てなくコミュニケーショ
ンをとっているという
提供：日本郵船株式会社

れ
る
の
だ
ろ
う
？
」
と
自
分
で
調
べ
て

大
学
に
進
み
ま
し
た
。

―
―
実
際
に
船
に
乗
り
、
海
外
に
も
行

っ
て
ど
う
で
し
た
か
？

　

学
生
時
代
、
船
乗
り
は
世
界
各
地
で

上
陸
し
て
観
光
で
き
る
…
…
そ
う
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
現
実
は
そ
こ
ま
で
甘

く
な
か
っ
た
で
す
。

　

入
社
し
て
最
初
に
乗
っ
た
の
が
、
日

本
と
ペ
ル
シ
ャ
湾
を
行
き
来
す
る
原
油

タ
ン
カ
ー
で
す
。
想
像
で
き
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
タ
ン
カ
ー
は
岸
壁
に

は
着
岸
し
ま
せ
ん
。
岸
か
ら
数
十
㎞
も

離
れ
た
沖
ま
で
つ
な
い
で
い
る
ホ
ー
ス

で
原
油
を
積
み
込
み
、
日
本
に
帰
り
ま

す
。
上
陸
の
チ
ャ
ン
ス
は
少
な
い
の
で

す
。

　

そ
の
後
は
、
同
じ
外
航
船
で
も
コ
ン

テ
ナ
船
や
自
動
車
船
は
寄
港
回
数
が
多

い
の
で
上
陸
で
き
ま
し
た
。
特
に
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、
オ

マ
ー
ン
は
印
象
深
い
で
す
ね
。
バ
ル
セ

ロ
ナ
に
寄
っ
た
と
き
は
短
時
間
で
し
た

が
、
サ
グ
ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
を
訪
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

―
―
毎
回
違
う
船
に
乗
る
の
で
す
か
？

　

そ
う
な
ん
で
す
。
約
６
カ
月
乗
っ
て

２
カ
月
ほ
ど
休
ん
で
ま
た
別
の
船
に
乗

る
と
い
う
サ
イ
ク
ル
で
す
。
特
に
三
等

航
海
士
や
二
等
航
海
士
の
と
き
は
経
験

を
積
む
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
船

に
乗
り
ま
し
た
。
一
等
航
海
士
や
船
長

に
な
れ
ば
タ
ン
カ
ー
や
コ
ン
テ
ナ
船
な

ど
、
船
の
種
類
は
定
ま
る
こ
と
が
多
い

の
で
す
が
、
同
じ
船
に
続
け
て
乗
る
こ

と
は
稀
で
す
。

　

船
を
操
る
と
い
う
点
は
同
じ
で
も
、

タ
ン
カ
ー
は
喫
水
が
深
い
の
で
舵
を
切

っ
て
も
針
路
を
す
ぐ
に
変
え
ら
れ
な
い

な
ど
、
船
の
種
類
に
よ
っ
て
操
縦
性
能

が
異
な
り
ま
す
。
ま
た
貨
物
の
積
み
下

ろ
し
の
方
法
が
船
ご
と
に
違
う
の
で
、

異
な
る
種
類
の
船
に
乗
る
ご
と
に
一
か

ら
勉
強
し
直
す
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

―
―
危
険
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
か
？

　

は
い
。
船
乗
り
な
ら
誰
し
も
「
危
な

い
！
」
と
思
っ
た
こ
と
は
あ
る
は
ず
で

す
。
他
船
に
ぶ
つ
か
り
そ
う
に
な
っ
た

り
、
船
の
す
ぐ
横
に
雷
が
落
ち
て
レ
ー

ダ
ー
や
Ｇ
Ｐ
Ｓ
、
電
子
海
図
な
ど
の
機

器
類
が
正
常
で
は
な
い
値
を
示
し
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

―
―
危
険
と
隣
り
合
わ
せ
な
の
で
す
ね
。

逆
に
船
上
の
楽
し
み
は
？

　

毎
日
の
食
事
で
す
。
船
内
で
も
ま
ち

の
洋
食
屋
の
よ
う
な
メ
ニ
ュ
ー
が
楽
し

め
る
の
で
す
。
日
曜
日
の
夕
食
は
メ
イ

ン
料
理
が
ス
テ
ー
キ
で
、
前
菜
と
ス
ー

プ
と
パ
ン
も
出
て
く
る
船
が
多
い
で
す
。

ち
ょ
っ
と
し
た
コ
ー
ス
料
理
み
た
い
で

し
ょ
う
？

　

コ
ッ
ク
を
は
じ
め
と
す
る
当
社
の
乗

組
員
の
大
部
分
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
で
す
。

２
０
０
７
年
（
平
成
19
）
に
船
員
教
育
の

た
め
の
学
校
を
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
設
立
し
、

累
計
１
１
０
０
人
以
上
が
卒
業
し
、
航

海
士
や
機
関
士
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま

す
。
彼
ら
が
日
本
食
を
つ
く
る
た
め
に

は
日
本
食
を
つ
く
る
免
許
が
必
要
で
す
。

そ
の
他
も
イ
ン
ド
料
理
な
ど
、
各
国
の

料
理
ご
と
に
免
許
を
取
得
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

―
―
最
後
に
一
等
航
海
士
と
し
て
心
が

け
て
い
る
こ
と
を
お
話
し
く
だ
さ
い
。

　

船
の
世
界
で
は
「
一
等
航
海
士
が
し

っ
か
り
し
て
い
れ
ば
そ
の
船
は
よ
く
回

る
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
、
一
等
航
海
士

に
は
高
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
一
等
航
海
士
は
船

長
を
支
え
な
が
ら
、
他
の
乗
組
員
と
分

け
隔
て
な
く
平
等
に
接
し
て
、
船
内
の

潤
滑
油
の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
べ
き
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
２
０
２
０
年
４
月
22
日
／
リ
モ
ー
ト
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）

3

4

【水補給】

17 乗組員の水を確保する術
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天
然
の
良
港
に
通
じ
た

渓
流
由
来
の
水
道

　

兵
庫
県
神
戸
市
南
部
の
海
岸
に
設
け

ら
れ
た
神
戸
港
は
国
際
戦
略
港
湾
の
一

つ
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
付

近
は
か
つ
て
大お
お
わ
だ
の
と
ま
り

輪
田
泊
と
呼
ば
れ
る
港

で
、
歴
史
は
奈
良
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
。

か
の
平
清
盛
が
修
築
を
行
な
っ
た
と
も

伝
わ
る
。

　

こ
の
地
が
大
陸
や
朝
鮮
半
島
と
の
交

易
拠
点
と
し
て
賑
わ
っ
た
の
は
、
六
甲

山
が
港
と
平
行
に
走
っ
て
い
る
の
で
季

節
風
を
阻
む
こ
と
、
水
深
が
も
と
も
と

深
い
う
え
、
河
川
の
流
入
が
な
い
た
め

浚し
ゅ
ん

渫せ
つ

の
必
要
も
な
い
こ
と
な
ど
、
良

港
の
条
件
が
揃
っ
て
い
た
か
ら
だ
。

　

現
在
の
神
戸
港
は
１
８
６
８
年
（
慶
応
３
）

1
月
に
開
港
。
船
が
寄
港
す
る
際
、
そ

の
後
の
航
海
の
た
め
に
飲
み
水
を
補
給

す
る
が
、
開
港
当
時
は
水
道
が
な
く
、

外
国
人
居
留
地
（
１
８
９
９
年
返
還
）
も
井

戸
水
だ
っ
た
。
神
戸
に
水
道
が
誕
生
し

た
の
は
１
９
０
０
年
（
明
治
33
）。
日
本
に

お
け
る
近
代
水
道
と
し
て
は
横
浜
、
函

館
、
長
崎
、
大
阪
、
東
京
、
広
島
に
次

ぐ
７
番
目
と
な
る
。

　

神
戸
市
水
道
局
計
画
調
整
課
で
専
門

官
を
務
め
る
松
下
眞
さ
ん
は
こ
う
話
す
。

「
船
舶
へ
の
給
水
は
開
港
地
と
し
て
大

事
な
役
割
で
す
。
水
道
が
で
き
る
前
の

赤
道
を
越
え
て
も

腐
ら
ない
水 

─
船
乗
り
た
ち
に
好
ま
れ
た
神
戸
港

横
浜
港
と
並
び
、日
本
を
代
表
す
る
貿
易
港
で
あ
る「
神
戸
港
」。

そ
の
名
は
世
界
各
地
の
船
乗
り
た
ち
の
間
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
。

理
由
は「
赤
道
を
越
え
て
も
腐
ら
な
い
」と
い
わ
れ
た「
水
」に
あ

る
。神
戸
市
水
道
局
の
方
々
に
解
説
し
て
い
た
だ
い
た
。

【伝承】



19 赤道を越えても腐らない水

民
間
会
社
（
神
戸
良
水
株
式
会
社
）
が
１
８

９
８
年
（
明
治
31
）
か
ら
船
舶
に
給
水
し

て
い
ま
し
た
が
、
水
道
が
で
き
て
か
ら

も
神
戸
市
と
特
約
を
結
ん
で
船
舶
用
水

を
販
売
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
１

９
０
５
年
（
明
治
38
）
に
『
船
舶
給
水
事

業
』
を
市
営
と
し
て
水
道
局
が
担
当
す

る
よ
う
に
な
り
ま
す
」

　

そ
の
水
源
は
１
９
０
０
年
に
竣
工
し

た
布ぬ
の
び
き引

貯
水
池
（
注
）
だ
っ
た
。

「
こ
の
段
階
で
は
、
生
田
川
水
系
・
布

引
谷
川
の
水
を
湛
え
る
布
引
貯
水
池
を

水
源
と
し
、
北
野
浄
水
場
で
ろ
過
後
、

船
舶
用
の
水
と
し
て
港
に
送
っ
た
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
」
と
松
下
さ
ん
は
言
う
。

神
戸
港
の
水
が
、
船
乗
り
た
ち
の
間
で

「
赤
道
を
越
え
て
も
腐
ら
な
い
水
」
と

い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
明
治
末

期
以
降
の
よ
う
だ
。

　

松
下
さ
ん
は
「
は
っ
き
り
し
た
こ
と

は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
司
馬
遼
太
郎
が

『
街
道
を
ゆ
く
』
で
言
及
し
て
い
ま
す

が
、
す
で
に
伝
聞
と
な
っ
て
い
ま
す
。

口
伝
え
に
広
ま
っ
た
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
」
と
推
察
す
る
。

貯
水
池
の
上
流
で

濁
水
を
仕
分
け
る

　

松
下
さ
ん
と
神
戸
市
水
道
局
水
質
試

験
所
の
清
水
武
俊
さ
ん
の
お
二
人
に
、

布
引
貯
水
池
を
案
内
し
て
い
た
だ
い
た
。

　
Ｊ
Ｒ
新
神
戸
駅
の
そ
ば
か
ら
神
戸
布

引
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
に
乗
り
こ
む
。
ゆ
っ

く
り
動
く
ゴ
ン
ド
ラ
の
な
か
で
松
下
さ

ん
が
「
あ
れ
が
布
引
貯
水
池
で
す
」
と

左
前
方
を
指
さ
し
た
。
緑
豊
か
な
森
の

隙
間
に
、
水
を
湛
え
た
池
が
見
え
る
。

風
の
丘
中
間
駅
で
降
り
て
坂
道
を
下
っ

て
い
く
と
貯
水
池
の
上
流
に
あ
る
「
分

水
堰え
ん
て
い堤
」
に
着
い
た
。

　

船
乗
り
た
ち
に
好
ま
れ
た
神
戸
港
の

水
は
、
布
引
貯
水
池
の
水
質
を
維
持
す

る
土
木
的
な
し
く
み
抜
き
に
は
語
れ
な

い
と
松
下
さ
ん
は
話
す
。

「
急
峻
な
六
甲
山
か
ら
は
、
大
雨
が
降

1神戸布引ロープウェイから
見た布引貯水池。この日本最
古の重力式コンクリートダム
が神戸港の水源だった
2水を湛えた布引貯水池。

「分水堰堤」「締切堰堤」「放
水路トンネル」による濁水を仕
分けするシステムで水質が保
たれている
3「分水堰堤」で微笑む神戸
市水道局計画調整課専門官
の松下眞さん（左）と同水質
試験所の清水武俊さん（右）

（注）布引貯水池
水道専用としては日本初となる重力式粗石コンク
リート積ダム。正式名称は「布引五本松堰堤」。

布引貯水池

布引五本松堰堤

ＪＲ
新
神
戸
駅
へ
→

神
戸
市
営
地
下
鉄
北
神
線

神
戸
布
引
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

神戸布引ハーブ園

風の丘中間駅

分水堰堤

分水堰堤隧道

放水路トンネル

締切堰堤

神戸市

神戸港

三ノ宮

神戸空港

新
神
戸
駅

山陽新
幹線

阪急神
戸線

ＪＲ神
戸線

布引貯水池

ポートアイランド

六甲アイランド

淡路市

３ 2

1
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る
と
大
量
の
土
砂
が
流
れ
出
し
ま
す
。

土
砂
に
は
植
物
な
ど
に
由
来
す
る
有
機

物
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、
布
引
貯

水
池
を
設
計
し
た
佐
野
藤
次
郎
は
完
成

後
に
水
質
を
観
察
し
、
雨
が
降
っ
た
あ

と
の
濁
水
を
引
き
込
ま
な
い
し
く
み
を

上
流
に
つ
く
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
『
分

水
堰
堤
』『
締
切
堰
堤
』『
放
水
路
ト
ン
ネ

ル
』
か
ら
構
成
さ
れ
る
『
濁
水
仕
分
け

の
シ
ス
テ
ム
』
で
す
。
貯
水
池
の
水
が

常
に
清
澄
で
あ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
」

「
分
水
堰
堤
」
で
布
引
谷
川
右
岸
か
ら

水
を
取
り
入
れ
、
濁
り
は
じ
め
た
ら
取

水
を
止
め
る
。「
締
切
堰
堤
」
は
き
れ
い

な
水
が
上
流
に
逆
流
し
な
い
よ
う
に
つ

く
ら
れ
た
も
の
。
ま
た
、
分
水
堰
堤
で

取
水
し
な
い
水
は
「
放
水
路
ト
ン
ネ

ル
」
を
流
れ
、
貯
水
池
の
下
流
で
本
川

に
戻
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
し
く
み
は
、
貯
水
池
竣
工
の
８

年
後
に
完
成
し
た
。
以
降
は
貯
水
池
の

水
が
濁
る
こ
と
は
な
く
な
り
、
さ
ら
に

貯
水
池
の
下
流
に
あ
っ
た
浄
水
場
の
砂

ろ
過
層
の
閉
塞
、
そ
れ
に
伴
う
断
水
も

防
い
だ
。
驚
く
の
は
、
完
成
し
て
１
世

紀
以
上
経
つ
に
も
か
か
わ
ら
ず
定
期
的

な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
必
要
な
い
こ
と
。

さ
ら
に
佐
野
藤
次
郎
が
つ
く
っ
た
こ
の

し
く
み
は
、
ダ
ム
に
溜
ま
っ
た
砂
を
排

出
し
て
寿
命
を
延
ば
す
「
排
砂
バ
イ
パ

ス
」
に
先
ん
じ
る
も
の
と
し
て
、
い
ま

再
び
注
目
さ
れ
て
い
る
。

少
な
い
有
機
物
と

適
度
な
ミ
ネ
ラ
ル

　

布
引
貯
水
池
を
源
と
す
る
神
戸
港
の

水
が
長
も
ち
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
松

下
さ
ん
は
「
腐
る
べ
き
も
の
が
水
中
に

存
在
し
な
い
か
ら
」
と
語
る
。

「
人
間
が
『
腐
っ
て
い
る
』
と
感
じ
る

の
は
不
快
な
臭
気
や
味
の
も
と
と
な
る

物
質
が
生
成
さ
れ
る
た
め
で
す
が
、
基

本
的
に
水
（
Ｈ
2

Ｏ
）
は
腐
り
ま
せ
ん
。

腐
る
の
は
水
の
な
か
の
有
機
物
。
布
引

貯
水
池
の
水
は
有
機
物
が
少
な
い
の
で
、

多
少
時
間
が
経
っ
て
も
船
乗
り
た
ち
は

『
腐
っ
て
い
な
い
』
と
判
断
し
た
の
で

し
ょ
う
」

　

水
そ
の
も
の
が
お
い
し
い
と
い
う
定

評
に
つ
い
て
清
水
さ
ん
は
こ
う
話
す
。

「
水
の
お
い
し
さ
は
、
適
度
な
ミ
ネ
ラ

ル
（
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
や
カ
ル
シ
ウ
ム
な
ど
の
硬
度
成

分
）
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
布
引
貯
水
池

の
水
は
１
L
当
た
り
約
30
㎎
の
軟
水
で

す
。
お
い
し
い
と
感
じ
る
の
は
、
適
度

な
ミ
ネ
ラ
ル
含
有
率
で
あ
る
た
め
で
す
。

有
機
物
が
少
な
い
の
は
、
過
去
数
十
年

間
の
水
質
デ
ー
タ
で
一
目
瞭
然
で
す
。

１
９
７
０
年
代
か
ら
１
９
８
０
年
代
は

日
本
中
で
水
質
汚
染
が
進
ん
で
い
ま
し

た
が
、
布
引
貯
水
池
の
水
の
有
機
物
は

増
え
て
い
ま
せ
ん
」

　

濁
水
仕
分
け
の
し
く
み
に
加
え
て
、

理
由
は
ほ
か
に
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
流

域
に
大
き
な
工
場
や
民
家
、
田
畑
な
ど

水
の
汚
染
源
が
な
い
こ
と
。
も
う
一
つ

は
布
引
渓
谷
が
急
流
で
、
有
機
物
と
の

接
触
頻
度
が
少
な
い
こ
と
。

「
有
機
物
量
は
四
万
十
川
や
十
和
田
湖
、

屈
斜
路
湖
並
み
で
す
。
そ
し
て
ま
ろ
や

か
な
味
を
も
た
ら
す
ミ
ネ
ラ
ル
の
少
な

さ
は
、
六
甲
山
の
急
峻
さ
ゆ
え
。
水
が

山
の
表
層
を
流
れ
、
岩
石
と
接
触
す
る

時
間
が
短
い
か
ら
と
考
え
ら
れ
ま
す
」

市
民
が
集
ま
る

布
引
貯
水
池
周
辺

　
「
赤
道
を
越
え
て
も
腐
ら
な
い
」
と

称
さ
れ
た
神
戸
港
の
水
は
、
１
９
４
２

年
（
昭
和
17
）
以
降
、
阪
神
上
水
道
市
町

村
組
合
（
現
・
阪
神
水
道
企
業
団
）
か
ら
琵
琶

湖
・
淀
川
を
水
源
と
す
る
水
道
水
の
供

給
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
神
戸
市

は
も
と
も
と
自
己
水
源
が
乏
し
い
た
め
、

安
定
給
水
の
た
め
に
布
引
貯
水
池
の
水

を
阪
神
水
道
の
水
に
混
合
し
は
じ
め
た

の
だ
。
た
だ
し
、
阪
神
水
道
も
オ
ゾ
ン

と
活
性
炭
を

用
い
た
高
度

処
理
を
施
し

た
布
引
同
様

の
清
澄
な
水

で
あ
る
。

　

清
水
さ
ん

は
、
遠
洋
航

海
士
だ
っ
た

叔
父
の
言
葉

を
時
折
思
い

出
す
と
い
う
。

「
捕
鯨
船
に

乗
っ
て
い
た

叔
父
は
『
神

戸
の
水
は
お

い
し
く
て
、
寄
港
し
た
と
き
は
い
つ
も

船
に
積
み
込
ん
だ
も
の
だ
』
と
懐
か
し

気
に
よ
く
語
っ
て
い
ま
し
た
。
船
乗
り

に
と
っ
て
神
戸
は
特
別
な
港
で
、
寄
港

す
る
と
船
内
に
残
っ
て
い
た
水
を
全
部

抜
い
て
、
神
戸
の
水
で
満
た
し
て
出
航

し
た
そ
う
で
す
よ
」

　

布
引
貯
水
池
か
ら
Ｊ
Ｒ
新
神
戸
駅
に

向
け
て
下
っ
て
い
く
と
、
平
日
に
も
か

か
わ
ら
ず
多
く
の
人
と
す
れ
違
っ
た
。

豊
か
な
森
、
連
続
す
る
滝
、
水
を
湛
え

た
静
か
な
貯
水
池
が
市
街
地
か
ら
こ
れ

ほ
ど
近
い
の
は
珍
し
い
。
人
々
は
自
然

と
人
の
営
み
が
調
和
し
た
こ
の
空
間
に

惹
き
寄
せ
ら
れ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
２
０
２
０
年
７
月
１
日
取
材
）

神戸市水道局が販売する布引貯水池の
ボトルドウォーター「神戸 布引渓流」

清水さんが用意してくれた「紅茶飲み比べ」セット。
左から布引貯水池の水、神戸市の水道水、海外
のミネラルウォーター（硬水）、蒸留水。もっともおい
しかったのは全員一致で布引貯水池の水だった

【伝承】



造
水
装
置
の
約
９
割
が

「
蒸
留
式
」

　

陸
と
は
違
い
、
船
上
の
水
に
は
限
り

が
あ
る
。
そ
の
事
実
は
航
海
と
い
う
言

葉
に
少
し
シ
リ
ア
ス
な
印
象
を
付
け
加

え
る
。
絶
海
を
船
で
旅
し
て
い
る
と
き
、

事
故
な
ど
で
飲
み
水
に
適
し
た
水
が
失

わ
れ
る
―
―
そ
ん
な
状
況
を
想
像
す
れ

ば
、
誰
だ
っ
て
背
筋
が
ぞ
く
り
と
す
る

に
違
い
な
い
。

　

し
か
し
、
現
代
の
航
海
で
は
そ
ん
な

事
態
に
陥
る
リ
ス
ク
は
最
小
限
に
抑
え

ら
れ
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
の
船
に
海
水

を
真
水
に
変
え
る
造
水
装
置
が
搭
載
さ

れ
て
い
る
か
ら
だ
。
そ
の
造
水
能
力
は

年
々
高
ま
っ
て
お
り
、
今
で
は
非
常
時

の
飲
み
水
確
保
に
と
ど
ま
ら
ず
、
以
前

は
「
海
水
風
呂
」
が
多
か
っ
た
と
い
う

船
上
で
の
入
浴
も
、
家
庭
と
同
じ
よ
う

に
真
水
が
使
わ
れ
る
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん

ど
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
。

　

船
舶
用
造
水
装
置
に
は
大
き
く
二
つ

の
タ
イ
プ
が
あ
る
。
一
つ
は「
蒸
留
式
」。

も
う
一
つ
は
「
逆
浸
透
式
」
だ
。
蒸
留

式
は
船
舶
用
の
造
水
装
置
の
９
割
近
く

を
占
め
て
い
て
、
残
り
の
１
割
強
が
逆

浸
透
式
だ
と
い
う
。
逆
浸
透
式
は
「
半

透
膜
」
と
呼
ば
れ
る
、
水
の
分
子
は
通

す
が
塩
分
は
通
さ
な
い
、
細
か
な
孔
が

空
い
た
膜
で
分
離
し
た
容
器
の
両
側
に
、

海
水
と
真
水
を
注
ぎ
密
閉
し
、
海
水
側

か
ら
圧
力
を
か
け
〈
濾こ

し
器
〉
の
要
領

で
真
水
を
抽
出
す
る
も
の
だ
。

　

今
回
は
、
航
海
に
お
け
る
安
全
性
や

快
適
性
の
向
上
に
大
き
く
寄
与
し
た
造

水
装
置
の
う
ち
、
主
軸
と
な
っ
て
い
る

蒸
留
式
に
焦
点
を
当
て
た
い
。

1950年代に株式会社ササクラが開発した蒸留式
の船舶用造水装置。右に立っている人物（初代社
長の笹倉敏郎氏）と比べるとその巨大さがわかる 
提供：株式会社ササクラ

船乗りたちに安心を
真水をつくる造水装置の進化

船
上
の
生
活
に
お
け
る
真
水
は
貴
重
な
存
在
だ
。
か
つ
て
飲
み
水

や
調
理
に
用
い
る
水
以
外
は
海
水
が
使
わ
れ
て
い
た
が
、
海
水
を

真
水
に
変
え
る
造
水
装
置
が
普
及
し
た
こ
と
で
、
大
型
の
貨
物
船

や
フ
ェ
リ
ー
で
は
真
水
が
常
に
確
保
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
造
水

装
置
の
成
り
立
ち
と
近
年
の
ニ
ー
ズ
に
則
し
た
進
化
を
見
て
い
こ
う
。

【装置】

21 船乗りたちに安心を



　

そ
の
し
く
み
を
ご
く
簡
単
に
い
う
と

〈
ヤ
カ
ン
〉
に
似
て
い
る
。
ま
ず
ヤ
カ

ン
に
海
水
を
入
れ
て
熱
す
る
。
海
水
は

温
め
ら
れ
、
水
蒸
気
が
発
生
す
る
。
そ

こ
で
、
そ
れ
を
冷
や
し
て
集
め
れ
ば
、

塩
分
が
取
り
除
か
れ
た
真
水
が
で
き
る

と
い
う
わ
け
だ
。
ヤ
カ
ン
の
内
部
に
は

塩
だ
け
残
る
。
蒸
留
式
の
造
水
装
置
は
、

お
お
よ
そ
こ
の
よ
う
な
構
造
と
な
っ
て

い
る
。

エ
ン
ジ
ン
の
排
熱
で

海
水
を
蒸
留
す
る

　

実
は
、
日
本
に
は
こ
の
船
舶
用
造
水

装
置
の
世
界
的
な
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン

パ
ニ
ー
が
あ
る
。
大
阪
市
に
本
社
を
置

く
株
式
会
社
サ
サ
ク
ラ
だ
。
同
社
は
１

９
４
９
年
（
昭
和
24
）
に
設
立
。
捕
鯨
母

船
「
図と

南な
ん

丸ま
る

」
に
搭
載
し
、
鯨
肉
の
加

工
な
ど
に
利
用
す
る
水
を
海
水
か
ら
造

る
大
型
蒸
化
器
開
発
の
受
注
を
契
機
に
、

日
本
で
唯
一
の
造
水
装
置
メ
ー
カ
ー
と

し
て
の
道
を
歩
ん
で
き
た
。
現
在
は
日

本
で
つ
く
ら
れ
る
船
の
約
８
割
に
サ
サ

ク
ラ
の
造
水
装
置
が
搭
載
さ
れ
て
い
る

と
い
う
。
さ
ら
に
、
日
本
と
と
も
に
世

界
を
牽
引
す
る
中
国
や
韓
国
の
大
手
造

船
企
業
と
も
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
な
っ
て
い

る
。

　

造
水
装
置
の
端
緒
に
つ
い
て
教
え
て

く
れ
た
の
は
、
機
器
事
業
部
執
行
役
員

事
業
部
長
の
徳
田
賀よ
し
あ
き昭
さ
ん
だ
。

「
ヤ
カ
ン
の
原
理
を
装
置
化
し
て
船
に

載
せ
る
と
い
う
発
想
は
、
江
戸
時
代
か

ら
あ
っ
た
よ
う
で
す
。〈
ラ
ン
ビ
キ
〉
と

呼
ば
れ
る
陶
器
製
の
器
具
が
残
っ
て
い

ま
す
」

　

ラ
ン
ビ
キ
の
起
源
に
は
諸
説
あ
る
が
、

江
戸
時
代
に
は
薬
油
や
蒸
留
酒
な
ど
を

蒸
留
す
る
の
に
用
い
ら
れ
て
い
た
も
の

を
船
に
も
積
ん
で
い
た
よ
う
だ
。

　

た
だ
し
、
蒸
留
式
の
造
水
装
置
は
、

ヤ
カ
ン
や
ラ
ン
ビ
キ
と
は
異
な
り
、
専

用
の
熱
源
は
必
要
な
い
。
造
水
装
置
は

船
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
の
過
熱
を

防
ぐ
冷
却
水
の
熱
、
つ
ま
り
排
熱
を
使

っ
て
海
水
を
熱
し
て
い
る
た
め
、
専
用

の
熱
源
は
不
要
な
の
だ
。

「
排
熱
の
温
度
は
１
０
０
℃
に
満
た
な

い
の
で
す
が
、
造
水
装
置
の
内
部
を
真

空
化
さ
せ
圧
力
を
下
げ
る
こ
と
で
低
温

蒸
発
を
起
こ
し
て
い
る
ん
で
す
」

　

こ
れ
ら
の
造
水
装
置
で
つ
く
ら
れ
る

真
水
に
は
ミ
ネ
ラ
ル
成
分
な
ど
が
含
ま

れ
て
い
な
い
の
で
飲
用
に
は
適
さ
な
い
。

そ
の
た
め
、
多
く
は
飲
料
水
以
外
の
用

途
に
使
わ
れ
て
い
る
が
、
造
水
後
に
タ

ン
ク
内
で
ミ
ネ
ラ
ル
を
補
う
こ
と
は
可

能
で
、
非
常
時
は
飲
料
水
に
す
る
こ
と

も
で
き
る
。

形
態
は
変
わ
ら
ず

中
身
は
進
化

　

陸
上
の
自
動
車
業
界
な
ど
を
追
い
か

け
る
格
好
で
、
10
年
ほ
ど
前
よ
り
、
海

の
上
の
船
舶
業
界
で
も
排
ガ
ス
規
制
な

ど
の
環
境
対
応
や
経
済
性
向
上
の
た
め

の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
の
波
が
や
っ
て
き

て
い
る
。
排
ガ
ス
規
制
に
関
し
て
は
、

２
０
２
０
年
よ
り
さ
ら
に
厳
格
化
さ
れ

た
。
船
舶
用
機
器
を
製
造
す
る
メ
ー
カ

ー
の
多
く
が
、
そ
う
し
た
変
化
へ
の
対

1ササクラの最新の造水装置「WXシリーズ」。エンジンの排熱で海水
を水蒸気に変えて真水を取り出す。少ない熱量でも効率的に真水をつく
り出すことができるよう、内部に2つの加熱器を備えた構造 
提供：株式会社ササクラ

2ランビキと焜炉（こんろ）。ランビキは江戸時代
に薬油や酒類などを蒸留するのに用いたが、船に
運び込んでも使われたとされる 村上医家史料館蔵

冷却海水
入口

冷却海水
入口

ジャケット
冷却水

ジャケット
冷却水

冷却海水
出口

冷却海水
出口

2段目

1段目 蒸気配管

蒸留水蒸留水

従来型最新型

1

2

22水の文化 65号　特集　船乗りたちの水意識



応
に
追
わ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

サ
サ
ク
ラ
の
東
京
機
器
営
業
室
長
の

木
村
幸
夫
さ
ん
は
、
時
代
の
変
化
に
伴

う
熱
源
と
な
る
冷
却
水
の
温
度
変
化
こ

そ
が
対
応
に
お
け
る
ポ
イ
ン
ト
だ
と
語

る
。

「
か
つ
て
主
流
だ
っ
た
蒸
気
タ
ー
ビ
ン

船
は
、
海
水
を
沸
騰
さ
せ
て
得
る
水
蒸

気
を
動
力
源
に
し
て
い
ま
し
た
か
ら
、

航
行
中
の
船
内
に
は
１
０
０
℃
に
達
す

る
熱
源
が
常
に
存
在
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
動
力
源
は
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン

ジ
ン
へ
と
移
り
変
わ
り
ま
し
た
が
、
そ

れ
で
も
当
初
は
高
出
力
の
も
の
が
多
く

造
水
装
置
の
熱
源
と
な
る
冷
却
水
は
約

80
℃
に
は
な
っ
て
い
た
の
で
す
」

　

蒸
留
を
基
本
と
す
る
造
水
で
は
、
熱

源
が
高
い
ほ
ど
技
術
的
な
難
易
度
は
下

が
る
。
し
か
し
、
近
年
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル

エ
ン
ジ
ン
は
環
境
対
応
の
た
め
の
改
良

が
進
み
、
加
え
て
航
行
時
も
出
力
を
抑

え
る
こ
と
が
増
え
た
。

「
そ
の
結
果
、
今
の
冷
却
水
の
量
は
減

少
し
ま
す
。
年
々
限
ら
れ
て
い
く
排
熱

で
、
必
要
な
量
の
水
を
つ
く
り
つ
づ
け

る
た
め
の
技
術
を
い
か
に
開
発
し
て
い

く
か
が
私
た
ち
の
テ
ー
マ
と
い
え
ま

す
」

　

２
０
１
８
年
（
平
成
30
）
に
は
エ
ン
ジ

ン
の
排
熱
で
海
水
を
水
蒸
気
に
変
え
る

だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
水
蒸
気
の
熱
を

使
っ
て
も
う
一
度
海
水
を
蒸
発
さ
せ
る

２
つ
の
加
熱
器
を
備
え
た
最
新
モ
デ
ル

を
発
表
し
た
。
少
な
い
排
熱
で
効
率
的

に
水
を
造
り
出
す
た
め
の
工
夫
だ
。

　

舶
用
技
術
室
課
長
の
清
水
康
次
さ
ん

は
船
舶
特
有
の
製
品

開
発
の
難
し
さ
を
こ

う
語
る
。

「
内
部
の
し
く
み
は

か
な
り
新
し
く
な
っ

て
い
る
の
で
す
が
、

見
た
目
な
ど
は
前
の

モ
デ
ル
に
近
づ
け
て

い
る
ん
で
す
。
船
舶

用
の
機
器
は
大
き
な

モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
は

あ
ま
り
好
ま
れ
な
い
。

新
し
く
な
っ
て
も
、

迷
わ
ず
正
確
に
操
作

で
き
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
多

く
、
操
作
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
こ
れ
ま

で
と
同
じ
感
覚
で
行
な
え
る
か
ど
う
か

が
重
要
視
さ
れ
ま
す
。
航
行
中
は
乗
組

員
が
分
解
・
清
掃
も
行
な
い
ま
す
し
、

保
守
管
理
を
専
門
家
に
任
せ
ら
れ
る
陸

と
は
違
い
、
何
か
あ
っ
た
と
き
に
は
自

分
た
ち
で
対
応
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
い
う
事
情
が
あ
る
か
ら
で
す
。
そ
れ

は
他
の
機
器
の
開
発
と
少
し
違
う
部
分

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
」

造
水
に
加
え
廃
水
処
理
も

高
ま
る
新
た
な
ニ
ー
ズ

　

環
境
対
応
へ
の
求
め
は
新
し
い
ビ
ジ

ネ
ス
を
生
み
出
し
て
も
い
る
。
特
に

「
船
か
ら
の
廃
水
の
管
理
」
と
い
う
新

た
な
課
題
は
顧
客
か
ら
の
相
談
も
多
い

と
本
社
機
器
営
業
室
長
の
西
村
範
子
さ

ん
が
言
う
。

「
甲
板
に
か
ぶ
っ
た
海
水
や
雨
水
、
船

内
か
ら
の
廃
水
な
ど
は
船
底
に
集
め
ら

れ
る
の
で
す
が
、
こ
れ
に
は
船
内
の
潤

滑
油
な
ど
が
混
ざ
る
の
で
か
な
り
汚
れ

て
い
ま
す
。
で
す
が
、
Ｉ
Ｍ
Ｏ
（
国
際
海

事
機
関
）
に
よ
る
海
洋
汚
染
防
止
の
た
め

の
国
際
ル
ー
ル
は
近
年
特
に
厳
し
く
な

っ
て
お
り
、
廃
水
を
海
に
流
す
際
は
細

心
の
注
意
を
払
う
必
要
が
出
て
き
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
油
水
分
離
器
や
汚
水
処

理
装
置
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
ん

で
す
」

　

港
で
の
抜
き
打
ち
検
査
な
ど
も
実
施

さ
れ
て
お
り
、
万
が
一
廃
水
処
理
装
置

が
適
切
に
設
置
・
稼
働
し
て
い
な
い
場

合
は
厳
し
い
罰
則
も
あ
る
。

　

サ
サ
ク
ラ
は
船
舶
用
の
造
水
技
術
を

転
用
し
中
東
諸
国
な
ど
の
海
水
淡
水
化

プ
ラ
ン
ト
の
建
造
と
い
っ
た
陸
で
の
事

業
も
展
開
し
て
い
る
。
フ
ィ
ル
タ
ー
を

用
い
た
油
水
分
離
器
、
活
性
汚
泥
で
消

化
・
分
解
す
る
汚
水
処
理
装
置
な
ど
は

そ
う
し
た
領
域
で
の
活
用
も
進
む
。
工

場
の
廃
液
を
分
離
し
て
薬
品
な
ど
を
リ

サ
イ
ク
ル
で
き
る
よ
う
に
抽
出
す
る
技

術
な
ど
は
、
環
境
経
営
を
目
指
す
企
業

な
ど
と
の
間
で
ビ
ジ
ネ
ス
が
広
が
っ
て

い
る
。
徳
田
さ
ん
は
こ
う
話
す
。

「
地
球
上
の
水
の
う
ち
淡
水
は
２
・
５

％
。
さ
ら
に
河
川
や
湖
沼
に
存
在
す
る

水
は
０
・
０
１
％
と
も
い
わ
れ
、
き
わ

め
て
貴
重
で
す
。
中
東
で
は
石
油
よ
り

も
水
が
高
価
と
も
聞
き
ま
す
。
ゆ
え
に

世
界
中
で
水
を
巡
る
争
い
ご
と
が
絶
え

ま
せ
ん
。
水
を
つ
く
る
と
い
う
仕
事
は

そ
こ
に
平
和
を
も
た
ら
す
仕
事
で
も
あ

る
と
私
た
ち
は
考
え
て
い
ま
す
」

　

船
の
上
で
磨
か
れ
、
船
乗
り
た
ち
に

安
心
を
与
え
て
き
た
造
水
技
術
は
、
地

球
の
未
来
を
変
え
得
る
も
の
へ
と
進
化

し
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。

（
２
０
２
０
年
４
月
22
日
／
リ
モ
ー
ト
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

６
月
30
日
撮
影
）

3従来型の造水装置について説明する機器事業部執行役員事業
部長の徳田賀昭さん（右）と機器営業室長の西村範子さん（左） 
4最新型を解説する東京機器営業室長の木村幸夫さん（右）と舶
用技術室課長の清水康次さん（左）

3

4

【装置】
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人
類
最
古
の

乗
り
物

　

船
は
、
人
類
の
誕
生
と
ほ
ぼ
同
時
に

生
み
出
さ
れ
た
最
古
の
乗
り
物
で
す
。

列
車
や
自
動
車
、
飛
行
機
な
ど
、
今
日

私
た
ち
が
利
用
す
る
そ
の
他
の
移
動
手

段
は
、
す
べ
て
18
世
紀
の
産
業
革
命
以

降
に
発
達
し
た
も
の
で
、
船
は
そ
れ
ら

と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
長
い
歴
史

を
も
っ
て
い
ま
す
。

　

船
の
立
ち
寄
る
場
所
に
は
港
が
で
き
、

そ
の
港
を
中
心
に
地
域
が
栄
え
て
い
き

ま
し
た
。
ロ
ー
マ
、
リ
ス
ボ
ン
、
ロ
ン

ド
ン
な
ど
欧
州
の
主
要
都
市
に
は
必
ず

と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
大
き
な
港
が
あ
り

ま
す
。
船
は
人
や
物
を
輸
送
す
る
だ
け

で
な
く
、
外
の
世
界
と
の
文
化
の
交
流

の
基
点
に
も
な
っ
た
の
で
す
。

　

私
は
船
の
定
義
を
「
人
や
物
を
の
せ

て
、
周
り
の
水
に
触
れ
ず
に
水
上
を
移

動
す
る
道
具
」
と
考
え
て
い
ま
す
。
先

史
時
代
、
水
辺
に
暮
ら
し
て
い
た
人
間

は
、
木
片
や
皮
袋
を
浮
き
に
し
て
泳
い

で
水
面
を
渡
っ
て
い
ま
し
た
が
、
や
が

て
丸
太
を
く
り
抜
い
た
丸
木
舟
や
木
を

束
ね
た
筏い
か
だ、

葦
舟
の
よ
う
な
植
物
を
用

い
た
舟
に
乗
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
が
船
の
始
ま
り
で
す
。

　

ギ
リ
シ
ャ
本
土
に
あ
る
フ
ラ
ン
ク
テ

ィ
洞
窟
遺
跡
の
中
石
器
時
代
層
（
紀
元
前

１
万
１
０
０
０
年
ご
ろ
）
か
ら
は
、
エ
ー
ゲ

海
ミ
ロ
ス
島
産
の
黒
曜
石
が
発
見
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
時
代
に
す
で
に
船
を

使
っ
て
物
資
の
輸
送
が
行
な
わ
れ
て
い

た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

風
利
用
で
大
型
化

さ
ら
に
蒸
気
機
関
を

　

船
が
現
代
の
よ
う
な
形
に
な
る
ま
で

に
は
い
く
つ
か
の
要
素
が
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
丸
木
舟
の
よ
う
に
一
つ

の
材
料
で
つ
く
っ
て
い
た
の
で
は
限
界

が
あ
り
、「
い
ろ
い
ろ
な
部
材
を
組
み
合

わ
せ
る
」
必
要
が
出
て
き
ま
し
た
。
そ

こ
で
板
を
つ
な
い
で
、
し
っ
か
り
し
た

構
造
の
船
を
つ
く
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

そ
う
し
て
船
は
大
き
く
な
っ
て
い
き

ま
す
が
、
す
る
と
、
人
の
力
だ
け
で
は

動
か
せ
な
く
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
二
つ
目
に
「
風
の
力
」
を

利
用
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
帆
で
風

を
受
け
て
走
る
帆
船
の
登
場
で
す
。
そ

れ
に
よ
っ
て
、
か
な
り
大
型
の
船
を
動

か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

海
上
輸
送
の
歴
史

─
近
現
代
に
つ
な
が
る
船
の
変
容

船
は
時
代
と
と
も
に
大
き
く
様
変
わ
り
し
た
。特
に
幕
末
か
ら
明

治
期
以
降
の
近
代・現
代
の
専
用
船
化
は
驚
く
べ
き
も
の
が
あ
っ
た
。

船
が
次
第
に
多
様
化
し
て
い
く
歴
史
的
な
経
緯
を
、東
京
海
洋
大

学
名
誉
教
授
の
庄
司
邦
昭
さ
ん
に
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

Kuniaki Shoji
1948年東京都生まれ。1970年
横浜国立大学工学部造船工学
科卒業。1975年東京大学大学
院工学系研究科船舶工学専門
課程（博士課程）修了。同年東京
商船大学商船学部講師。のちに
東京海洋大学海洋工学部教授
を務める。1987年12月から1989
年3月までベルリーン船舶海洋工
学研究所へ滞在。運輸安全委員
会委員、日本航海学会会長、船
の科学館理事、NPO法人江東
区の水辺に親しむ会理事などを
務める。『図説 船の歴史』『ショー
ジ先生の船の博物館めぐり 国内
編』など著書多数。

インタビュー

庄司邦昭さん

東京海洋大学名誉教授

【歴史】
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た
。
燃
料
費
が
か
か
ら
な
い
う
え
、「
風

待
ち
」
の
間
に
、
人
と
人
の
交
流
か
ら

文
化
が
育
ま
れ
る
な
ど
、
帆
船
に
は
利

点
が
い
く
つ
も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
次
に
「
蒸
気
機
関
」
が
生
ま
れ

ま
す
。
ま
た
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
「
鉄
」

を
用
い
た
船
体
が
つ
く
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
二
つ
が
大
き
な
変

革
を
船
に
も
た
ら
し
た
と
い
え
ま
す
。

　

た
だ
し
、
初
期
の
蒸
気
船
で
は
、
蒸

気
機
関
の
故
障
が
多
か
っ
た
の
で
、
故

障
に
備
え
て
複
数
の
蒸
気
機
関
を
搭
載

し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
い
ざ
と
い
う

と
き
に
は
帆
を
張
っ
て
風
か
ら
動
力
を

得
る
、
つ
ま
り
帆
船
に
早
変
わ
り
す
る

た
め
、
マ
ス
ト
を
併
設
し
た
船
も
あ
り

ま
し
た
。

　

や
が
て
蒸
気
機
関
の
信
頼
性
も
増
し
、

帆
船
の
よ
う
に
天
候
や
季
節
風
に
左
右

さ
れ
ず
、
定
時
運
航
で
き
る
蒸
気
船
の

登
場
は
、
大
き
な
出
来
事
で
し
た
。

　

時
間
が
読
め
る
の
で
物
流
量
は
飛
躍

的
に
増
え
ま
し
た
。
以
前
は
、
高
価
な

物
品
だ
け
を
運
ん
で
い
ま
し
た
が
、
大

型
船
が
登
場
す
る
と
、
石
炭
な
ど
も
大

量
に
運
べ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

コ
ン
テ
ナ
船
が
変
え
た

世
界
の
海
上
輸
送

　

蒸
気
船
の
動
力
源
は
石
炭
か
ら
石
油
、

さ
ら
に
ガ
ス
や
電
気
へ
と
移
り
変
わ
り

ま
す
が
、
蒸
気
船
が
登
場
し
て
以
来
、

船
の
構
造
は
現
代
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い

と
言
っ
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。

　

そ
の
な
か
で
、
荷
物
を
運
ぶ
船
が

徐
々
に
「
専
用
船
化
」
し
て
い
っ
た
の

は
、
戦
後
に
起
き
た
特
筆
す
べ
き
変
革

で
す
。
特
に
１
９
５
０
年
代
に
誕
生
し

た
コ
ン
テ
ナ
船
は
「
海
上
輸
送
の
革

命
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
の
転
換
点
と
な

り
ま
し
た
。

　

従
来
の
貨
物
船
は
、
貨
物
を
船
倉
に

直
接
積
み
込
ん
で
い
た
た
め
、
荷
物
の

上
げ
下
ろ
し
に
膨
大
な
時
間
と
コ
ス
ト

を
要
し
ま
し
た
。
そ
こ
に
、
統
一
規
格

の
コ
ン
テ
ナ
を
導
入
し
ま
す
。
種
々
雑

多
な
品
物
を
、
単
一
化
し
た
コ
ン
テ
ナ

に
詰
め
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
荷
役
作
業

が
機
械
化
さ
れ
、
輸
送
効
率
は
飛
躍
的

に
向
上
し
、
多
様
な
貨
物
を
大
量
に
輸

送
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
コ

ン
テ
ナ
船
は
、
大
型
タ
ン
カ
ー
と
と
も

に
今
の
世
界
を
支
え
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

原
油
、
鉄
鉱
石
、
石
炭
な
ど
は
コ
ン

テ
ナ
に
積
め
ま
せ
ん
が
、
初
期
の
こ
ろ

か
ら
専
用
船
化
が
進
ん
で
い
ま
し
た
。

鉄
鉱
石
な
ど
重
い
も
の
は
、
船
の
重
心

を
下
げ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
船
体
を

三
分
割
し
、
左
右
を
空
け
て
中
央
に
積

む
。
逆
に
穀
物
類
は
軽
い
の
で
移
動
し

な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
る
。
そ
う
し
た

運
ぶ
も
の
に
合
わ
せ
て
、
今
は
内
部
構

造
が
き
ち
ん
と
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

コ
ン
テ
ナ
船
の
発
想
は

「
樽
廻
船
」と
共
通

　

最
初
の
コ
ン
テ
ナ
船
は
、
１
９
５
０

年
代
半
ば
に
ア
メ
リ
カ
の
船
会
社
が
在

来
船
を
改
良
し
た
も
の
で
し
た
。
そ
し

て
日
本
郵
船
が
１
９
６
８
年
（
昭
和
43
）

に
建
造
し
た
「
箱
根
丸
」
は
、
世
界
で

も
っ
と
も
早
く
コ
ン
テ
ナ
専
用
と
し
て

設
計
さ
れ
た
船
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
に
西
洋
船
の
技
術
が
入
っ
て
き

た
の
は
幕
末
以
降
で
、
江
戸
時
代
は
弁べ

才ざ
い
せ
ん船
と
呼
ば
れ
る
木
造
商
船
が
国
内
海

運
の
主
力
で
し
た
。
弁
才
船
は
西
洋
の

帆
船
に
比
べ
、
シ
ン
プ
ル
な
１
本
マ
ス

ト
構
造
で
小
ぶ
り
で
し
た
が
、
性
能
が

劣
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ

近
海
を
廻
る
の
に
適
し
た
、
合
理
的
で

経
済
性
の
高
い
船
で
し
た
。

　

そ
の
弁
才
船
か
ら
、
よ
り
速
い
輸
送

を
目
指
し
て
、
新
酒
の
樽
だ
け
を
専
用

に
運
ぶ
樽
廻
船
が
現
れ
ま
す
。「
積
荷
の

形
状
を
統
一
し
て
効
率
よ
く
運
ぶ
」
と

い
う
樽
廻
船
の
発
想
は
、
実
は
今
日
の

コ
ン
テ
ナ
船
の
先
駆
け
と
も
い
え
る
も

の
な
の
で
す
。

　

船
の
未
来
で
す

か
？ 

こ
の
先
さ
ま

ざ
ま
な
移
動
手
段
が

生
ま
れ
る
と
し
て
も
、

地
球
の
表
面
の
70
％

が
海
に
覆
わ
れ
て
い

る
以
上
、
船
の
重
要

性
が
失
わ
れ
る
こ
と

は
な
い
で
し
ょ
う
。

水
さ
え
あ
れ
ば
船
は

山
を
越
え
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

　

船
の
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
は
水
の
浮
力

を
利
用
し
て
い
る
こ
と
。
ど
れ
ほ
ど
重

い
物
を
大
量
に
積
ん
で
も
、
非
常
に
効

率
よ
く
貨
物
を
輸
送
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
す
。
特
に
近
年
は
ト
ラ
ッ
ク
に

よ
る
幹
線
輸
送
を
海
運
や
鉄
道
に
転
換

し
、
環
境
負
荷
を
軽
減
す
る
モ
ー
ダ
ル

シ
フ
ト
の
必
要
性
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。

周
囲
を
海
に
囲
ま
れ
て
い
る
日
本
だ
か

ら
こ
そ
、
船
が
果
た
す
役
割
は
よ
り
大

き
く
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
２
０
２
０
年
６
月
10
日
取
材
）

1現代の暮らしを支える大型コンテナ船。日本の貿易量
の99.6％は海上輸送が担っている
2日本初のコンテナ船「箱根丸」。1968年（昭和43）8月、
三菱重工業神戸造船所で竣工し、カリフォルニア航路に
就航（12提供：日本郵船株式会社）

【歴史】

2

日本の貿易量における輸送の割合
出典：公益財団法人 日本海事広報協会『日本の海運 
SHIPPING NOW 2019-2020』を参考に編集部作成

海上輸送
99.6%

航空輸送
0.4%



次世代の育て方
予期せぬ事態も乗り越える力を

島国・日本にとって「海」はライフライン。海上輸送は貨物量（重量ベース）で 99
％以上を占める。だから船員を育てることはきわめて重要だ。では、次世代
を担う学生たちをどう教育しているのか、そして船上における「水（真水）」への
意識づけをどのようにしているのか？ 海技教育機構の外谷進さんに、練習船
に乗り込む学生たちへの指導方法や成長過程についてお聞きした。

写真提供：独立行政法人 海技教育機構

【育成】

26水の文化 65号　特集　船乗りたちの水意識



（注1）海員養成所（現・海上技術学校、海上技術短期大学校）、航海訓練所、海技専門学院（現・海技大学校）
海員養成所と航海訓練所はもともと逓信省の所管であり、2001年の省庁再編により国土交通省へ移管。その
後3組織が独立行政法人へ移行。名称を独立行政法人海技教育機構と改め、2016年までにすべて統合された。

学
科
と
練
習
船
の

一
貫
教
育

―
―
海
技
教
育
機
構
の
成
り
立
ち
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

　

船
に
関
す
る
教
育
と
船
員
の
養
成
は

戦
前
か
ら
行
な
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
１

９
３
９
年
（
昭
和
14
）
に
設
置
さ
れ
た

「
海
員
養
成
所
」、
１
９
４
３
年
（
昭
和

18
）
に
設
置
さ
れ
た
「
航
海
訓
練
所
」、

そ
し
て
１
９
４
５
年
（
昭
和
20
）
に
設
置

さ
れ
た
「
海
技
専
門
学
院
」。
こ
の
３

つ
（
注
１
）
が
国
の
変
革
と
と
も
に
統
合

し
て
で
き
た
の
が
海
技
教
育
機
構
で
す
。

　

現
在
４
校
の
海
上
技
術
学
校
、
３
校

の
海
上
技
術
短
期
大
学
校
、
海
技
大
学

校
を
全
国
で
運
営
す
る
ほ
か
、
５
隻
の

大
型
練
習
船
を
保
有
し
て
い
ま
す
。
日

本
の
重
要
な
海
運
を
支
え
る
船
員
を
育

て
る
た
め
、
学
科
教
育
と
練
習
船
で
の

航
海
訓
練
を
一
貫
し
て
行
な
っ
て
い
ま

す
。

　

各
施
設
を
統
合
し
、
さ
ら
に
文
部
省

（
現
・
文
部
科
学
省
）
所
管
の
商
船
学
校
な

ど
が
保
有
し
て
い
た
練
習
船
も
一
元
的

に
管
理
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
教

育
体
制
の
一
元
化
に
加
え
て
、
船
員
養

成
に
か
か
る
費
用
を
抑
制
す
る
と
い
う

目
的
も
あ
っ
た
は
ず
で
す
。

―
―
昔
は
船
乗
り
の
イ
メ
ー
ジ
が
偏
っ

て
い
た
と
聞
き
ま
し
た
。

　

基
本
的
に
は
ま
じ
め
で
体
力
も
あ
る

の
で
す
が
、
昔
は
映
画
な
ど
の
影
響
か

ら
、
船
乗
り
と
い
う
と
少
し
素
行
が
悪

い
印
象
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
で

す
ね
。
普
段
我
慢
し
て
い
る
反
動
で
停

泊
中
に
お
酒
を
飲
む
人
も
多
か
っ
た
よ

う
で
す
が
、
今
は
そ
ん
な
時
間
は
あ
り

ま
せ
ん
。
特
に
外
航
の
船
員
は
船
会
社

に
就
職
し
た
ら
一
生
船
員
と
い
う
こ
と

は
な
く
、
10
年
ほ
ど
で
管
理
部
門
に
移

り
外
国
へ
も
出
張
し
ま
す
。
い
か
に
も

「
船
乗
り
」
と
い
う
見
た
目
の
人
は
、

昔
ほ
ど
い
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
か
つ
て
は
１
隻
の
日
本
の
貨

物
船
が
日
本
人
船
員
だ
け
で
構
成
さ
れ

た
時
代
も
あ
り
ま
し
た
が
、
日
本
人
は

優
秀
と
い
わ
れ
る
分
賃
金
も
高
く
、
外

国
人
船
員
を
雇
う
混こ
ん
じ
ょ
う
か

乗
化
が
進
ん
で
い

き
ま
し
た
。
今
は
機
器
の
信
頼
性
が
高

ま
り
、
ま
た
優
秀
な
外
国
人
船
員
が
育

っ
て
い
る
た
め
、
外
国
人
だ
け
で
運
航

さ
れ
る
日
本
船
社
の
船
も
あ
り
ま
す
。

航
海
実
習
で
身
に
付
け
る

節
水
へ
の
意
識

―
―
練
習
船
に
乗
る
学
生
た
ち
は
ど
ん

な
目
標
を
も
っ
て
い
る
の
で
す
か
？

　

家
族
に
船
乗
り
が
い
る
か
ら
興
味
が

あ
る
、
海
技
大
学
校
で
上
級
の
免
許
を

取
っ
て
外
航
船
に
乗
り
た
い
な
ど
、
動

機
は
ほ
ん
と
う
に
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

ま
た
、
海
技
士
免
許
を
取
得
し
た
卒

業
生
は
ほ
ぼ
１
０
０
％
船
会
社
に
就
職

し
て
船
員
に
な
る
の
で
、
生
活
が
保
証

さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
中
学
を
卒
業
し

て
こ
の
道
を
選
ぶ
学
生
の
な
か
に
は
、

家
庭
の
事
情
で
早
く
自
立
し
て
稼
ぎ
た

い
と
い
う
人
も
い
ま
す
。

―
―
練
習
船
を
用
い
た
実
習
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

今
、
日
本
丸
、
海
王
丸
、
大
成
丸
、

銀
河
丸
、
青
雲
丸
と
い
う
５
隻
の
専
用

練
習
船
が
あ
り
ま
す
。
実
習
生
の
定
員

は
１
０
８
～
１
８
０
名
。
乗
組
員
は
実

習
生
と
は
別
に
約
50
名
で
、
そ
の
う
ち

教
官
兼
運
航
者
が
約
20
名
で
す
。

　

最
初
の
１
カ
月
は
ほ
ぼ
オ
リ
エ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
で
、
次
が
約
３
カ
月
の
国
内

航
海
中
心
の
実
習
、
仕
上
げ
に
行
な
う

の
が
国
際
感
覚
な
ど
を
身
に
付
け
る
た

め
の
遠
洋
航
海
で
す
。
遠
洋
航
海
で
は

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ほ
か
、
ア
メ
リ
カ

の
西
海
岸
や
ハ
ワ
イ
に
行
き
ま
す
。

　

航
海
実
習
は
四
六
時
中
教
官
と
一
緒

で
生
活
も
厳
し
く
制
約
さ
れ
る
の
で
、

学
生
に
と
っ
て
は
気
が
重
い
で
し
ょ
う

ね
。
た
だ
、
慣
れ
て
し
ま
え
ば
体
も
勝

手
に
動
く
し
仲
間
と
一
緒
に
世
界
を
周

れ
ま
す
か
ら
、
そ
の
点
は
楽
し
い
と
思

Susumu Toya
1990年3月神戸商船大学商船学部
航海学科卒業。1990年9月同乗船
実習科修了。2008年3月東京海洋
大学応用環境システム学専攻（博士
後期課程）修了。練習船青雲丸、大
成丸、日本丸、海王丸の船長を経て、
2020年4月より現職。

インタビュー

外谷 進さん

独立行政法人 海技教育機構 
企画調整部部長 航海科長　
船長　工学博士
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6：357：308：0011：30

6：40

-

7：15

8：25

-

11：30 6：30

起
床

人
員
点
呼

体
操

朝
別
科

船
内
各
所
を
手
分
け

し
て
掃
除

朝
食

旗
章
掲
揚

当
直
交
代

午
前
課
業

昼
食

実習生の一日

乗船式
船長が実習生の乗船にあたっての訓示を述べ、
長期間にわたる船の上での共同生活が始まる

実習〈機関科〉
巨大なエンジンを動かし、異常がないか五感を
使って確認する

実習〈航海科〉
三角定規やコンパスを使い、海図（海の地図）
に船の位置を記入する

（注2）ハラル食
イスラム教の戒律によって食べることが許された食べも
の。なかでも厳しく禁じられているのは豚肉とアルコール。

横浜港に停泊中の練習船「海王丸」。1989年（平
成元）9月竣工

い
ま
す
。

―
―
練
習
船
で
の
節
水
は
ど
の
よ
う
に

さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
？

　

特
に
帆
船
で
の
遠
洋
航
海
は
次
の
港

ま
で
40
日
ほ
ど
か
か
る
こ
と
も
あ
る
の

で
、
か
な
り
の
節
水
が
必
要
で
す
。
例

え
ば
汽
船
の
銀
河
丸
は
清
水
を
約
１
４

０
０
ト
ン
、
帆
船
の
日
本
丸
は
約
８
０

０
ト
ン
積
め
ま
す
が
、
バ
ラ
ス
ト
や
消

防
用
の
水
と
し
て
残
し
て
お
か
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
ま
た
調
理
や
ほ
か
の
用
途

に
も
使
う
の
で
、
歯
磨
き
や
シ
ャ
ワ
ー

と
い
っ
た
生
活
の
た
め
に
は
半
分
も
使

え
ま
せ
ん
。

　

細
か
い
こ
と
で
す
が
、
シ
ャ
ワ
ー
の

際
に
先
に
頭
を
洗
う
と
、
体
を
洗
っ
た

後
で
も
う
一
度
水
を
流
す
必
要
が
あ
り

ま
す
よ
ね
。
だ
か
ら
体
→
頭
の
順
に
洗

っ
て
一
気
に
流
し
た
り
、
水
を
出
し
っ

ぱ
な
し
で
シ
ャ
ワ
ー
や
歯
磨
き
を
し
な

い
な
ど
、
日
常
生
活
に
も
か
か
わ
る
基

本
的
な
こ
と
か
ら
教
え
ま
す
。

　

実
習
生
と
乗
組
員
で
２
０
０
名
以
上

が
乗
っ
て
１
日
20
ト
ン
に
抑
え
ら
れ
れ

ば
褒
め
ま
す
ね
。
た
だ
し
清
潔
は
保
た

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
必
要
な
水

は
使
う
よ
う
に
伝
え
て
い
ま
す
。

―
―
節
水
意
識
に
は
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ

ン
ギ
ャ
ッ
プ
も
あ
り
そ
う
で
す
。

　

昔
の
帆
船
は
タ
ン
ク
も
充
実
し
て
い

な
か
っ
た
の
で
、
１
人
１
日
洗
面
器
２

杯
の
水
で
生
活
し
た
り
、
洗
濯
は
デ
ッ

キ
に
桶
を
置
い
て
雨
が
降
る
の
を
待
っ

た
そ
う
で
す
。
私
の
時
代
は
水
を
無
駄

づ
か
い
し
な
い
よ
う
に
、
全
員
が
一
斉

に
洗
濯
板
で
洗
っ
て
デ
ッ
キ
に
干
す

「
洗
濯
日
課
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま

し
た
。

　

今
は
そ
こ
ま
で
で
は
な
い
で
す
が
、

水
を
使
い
す
ぎ
て
い
た
ら
残
量
と
日
数

を
棒
グ
ラ
フ
で
配
分
し
て
節
水
意
識
を

高
め
た
り
、
遠
洋
航
海
で
相
当
な
節
水

を
強
い
ら
れ
る
際
は
、
あ
ら
か
じ
め
学

生
た
ち
に
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
や

ポ
ス
タ
ー
を
つ
く
ら
せ
て
啓
発
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
ほ
ん
と
う
に
厳
し
い

状
況
だ
と
わ
か
る
と
、
学
生
た
ち
は
自

ら
行
動
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

成
長
に
つ
な
が
る

多
様
な
仲
間
と
の
時
間

―
―
乗
船
実
習
で
苦
労
す
る
こ
と
は
？

　

年
齢
や
学
歴
が
バ
ラ
バ
ラ
な
学
生
た

ち
を
ま
と
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と

で
す
。
本
来
な
ら
年
齢
層
や
内
航
・
外

航
の
コ
ー
ス
別
に
実
習
す
る
の
が
い
い

の
で
し
ょ
う
が
、
船
と
ベ
ッ
ド
の
数
に

余
裕
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
一

人
ひ
と
り
の
背
景
や
動
機
を
把
握
し
た

う
え
で
実
習
の
班
を
割
り
振
る
、
う
ま

く
相
互
作
用
が
働
く
よ
う
な
部
屋
割
り

を
考
え
る
と
い
っ
た
配
慮
は
欠
か
せ
ま

せ
ん
。

　

学
生
同
士
揉
め
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
時
に
お
灸
を
据
え
、
時
に
同
じ
作

業
を
さ
せ
、
互
い
を
認
め
合
い
な
が
ら

そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
を
達
成
で
き
る
よ
う

サ
ポ
ー
ト
す
る
の
は
、
最
大
の
苦
労
の

部
分
と
も
い
え
ま
す
。

　

さ
ら
に
混
乗
化
が
進
ん
だ
こ
と
で
フ

ィ
リ
ピ
ン
や
ベ
ト
ナ
ム
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
な
ど
の
外
国
人
学
生
も
以
前
は
受
け

入
れ
て
い
ま
し
た
。
考
え
方
も
多
様
で

28



16：3022：30

12：55

-

16：00

17：30

-

19：00

19：45

-

20：00 自由時間自由時間

20：00

-

20：40

午
後
課
業

夕
食

夕
課
業

巡
検
前
諸
当
番

船
体
の
点
検
・
整
備

を
か
ね
て
実
習
生
全

員
で
各
所
を
清
掃

巡
検

船
内
の
保
安
お
よ
び

整
理
整
頓
の
状
況
を

確
認消

灯
・
就
寝

寄港地
寄港地では上陸もでき、遠洋航海では外国の
人 と々の国際交流もある

イベント
運動会や成人式、遠洋航海中の日付変更線
通過など、特別な日にはイベントが行なわれる

食事
食事の用意は専門の職員が行なうが、食事後の
片づけや掃除は実習生の仕事

独立行政法人 海技教育機構の
ウェブサイトおよびパンフレットを
もとに編集部作成／写真提供：
独立行政法人 海技教育機構

「
バ
ル
ブ
を
締
め
る
」
と
い
う
行
為
一

つ
と
っ
て
も
、
な
か
に
は
キ
ュ
ッ
と
軽

く
締
め
る
だ
け
の
学
生
も
い
ま
す
。
こ

れ
は
国
民
性
の
違
い
か
ら
起
こ
る
こ
と

な
の
で
、
作
業
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
て

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
つ
く
る
、
２
人
以

上
で
確
認
し
合
う
と
い
っ
た
こ
と
を
徹

底
し
ま
し
た
。

　

外
国
人
学
生
は
イ
ス
ラ
ム
教
徒
で
あ

れ
ば
ハ
ラ
ル
食
（
注
２
）
し
か
食
べ
ま
せ

ん
し
、
ラ
マ
ダ
ン
（
断
食
月
）
の
時
期
は

そ
れ
に
従
い
ま
す
。
生
活
習
慣
の
違
い

は
で
き
る
限
り
尊
重
し
ま
す
が
、
国
民

性
を
理
解
し
た
う
え
で
安
全
運
航
に
つ

な
げ
る
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
人

船
員
の
役
目
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

―
―
教
官
冥
利
に
尽
き
る
と
き
は
？

　

乗
船
実
習
が
終
わ
り
、
下
船
す
る
と

き
で
す
。
航
海
は
自
然
と
の
対
峙
な
の

で
こ
ち
ら
も
本
気
で
す
。
そ
れ
ゆ
え
に

ぶ
つ
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
危
険

な
作
業
を
と
も
に
し
た
り
、
予
期
せ
ぬ

ト
ラ
ブ
ル
を
一
緒
に
乗
り
越
え
て
い
く

う
ち
に
一
体
感
が
出
て
、
家
族
の
よ
う

な
感
覚
に
な
り
ま
す
。
最
終
日
に
は
教

官
に
寄
せ
書
き
を
書
い
て
渡
し
て
く
れ

た
り
、
学
生
た
ち
が
涙
を
流
し
な
が
ら

下
船
し
て
い
く
姿
を
見
る
と
ほ
ん
と
う

に
報
わ
れ
ま
す
。

　

学
生
た
ち
の
レ
ポ
ー
ト
を
見
る
と
、

「
班
の
仲
間
と
の
協
力
を
通
し
て
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
を
学
ん
だ
」「
身
の
回
り
の

こ
と
を
自
分
で
行
な
う
こ
と
で
自
立
へ

の
足
が
か
り
に
な
っ
た
」
な
ど
充
実
し

た
感
想
が
多
く
、
特
に
親
御
さ
ん
は
乗

船
実
習
を
終
え
た
お
子
さ
ん
の
成
長
ぶ

り
に
驚
か
れ
ま
す
。

　

乗
船
中
は
、
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
生

徒
が
い
れ
ば
話
し
た
だ
け
で
わ
か
る
ほ

ど
気
を
配
っ
て
い
る
の
で
、
日
に
日
に

顔
つ
き
が
変
わ
り
成
長
し
て
い
く
様
子

が
手
に
と
る
よ
う
に
わ
か
り
ま
す
。
で

も
私
た
ち
が
鍛
え
る
と
い
う
よ
り
、
む

し
ろ
自
然
や
仲
間
の
存
在
が
大
き
い
の

で
し
ょ
う
。

　

そ
ん
な
教
え
子
が
立
派
に
船
乗
り
に

な
り
、
海
上
で
す
れ
違
い
ざ
ま
に
無
線

で
や
り
取
り
し
合
う
瞬
間
な
ど
も
う
れ

し
い
で
す
ね
。

ど
ん
な
時
代
に
も
通
用
す
る

基
本
を
忘
れ
な
い
船
員
に

―
―
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
船
員
を
育
て
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
か
？

　

応
用
力
に
つ
な
が
る
「
基
本
」
を
身

に
付
け
て
も
ら
う
こ
と
に
尽
き
る
と
思

い
ま
す
。

　

船
の
運
航
を
Ａ
Ｉ
化
す
る
話
も
あ
り

ま
す
が
、
船
員
が
高
齢
化
す
る
今
、
安

全
性
が
高
ま
る
の
で
あ
れ
ば
ぜ
ひ
進
め

て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、

船
員
の
技
術
的
な
レ
ベ
ル
が
落
ち
て
い

い
か
と
い
え
ば
そ
れ
は
違
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
保
有
す
る
練
習
船
５
隻
の

う
ち
、
日
本
丸
と
海
王
丸
は
帆
船
で
す
。

今
、
あ
え
て
帆
船
を
使
っ
て
い
る
の
は
、

維
持
管
理
は
大
変
で
も
、
航
海
の
基
本

と
な
る
知
識
や
技
術
を
学
ん
で
ほ
し
い

か
ら
で
す
。
も
ち
ろ
ん
合
理
化
や
効
率

化
は
必
要
で
す
が
、
昔
か
ら
の
や
り
方

を
残
し
、
伝
え
て
い
く
こ
と
も
ま
た
重

要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
の
船
に
は
カ
ー
ナ
ビ
の
よ
う
な
設

備
も
あ
り
、
あ
る
意
味
手
放
し
で
走
る

よ
う
な
船
も
で
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
天
候
の
急
変
は
船
が
ど
れ
だ
け

大
き
く
便
利
に
な
っ
て
も
侮
れ
な
い
で

す
し
、
例
え
ば
停
泊
す
る
港
の
入
口
が

漁
船
で
混
雑
し
て
い
る
と
い
っ
た
状
況

な
ど
を
機
械
は
カ
バ
ー
し
て
く
れ
ま
せ

ん
。
答
え
の
な
い
予
期
せ
ぬ
事
態
に
陥

っ
た
と
き
に
、
自
分
た
ち
の
も
て
る
知

識
と
技
術
を
総
動
員
し
て
乗
り
越
え
る
。

そ
れ
を
鍛
え
る
ツ
ー
ル
と
し
て
、
帆
船

は
す
ば
ら
し
い
も
の
で
す
。

　

日
本
は
輸
出
入
の
99
％
以
上
を
海
上

輸
送
に
頼
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

高
齢
化
に
よ
り
若
い
船
員
が
不
足
し
て

い
ま
す
。
今
や
日
本
の
船
会
社
の
貨
物

船
を
、
外
国
人
船
員
だ
け
で
走
ら
せ
る

こ
と
は
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
自
国
の

輸
送
を
最
小
限
で
も
自
国
の
船
員
で
賄

う
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
の
学
生
た
ち
に

期
待
し
た
い
で
す
ね
。

（
２
０
２
０
年
６
月
19
日
取
材
）

【育成】
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人
生
を
決
め
た

ホ
ク
レ
ア
と
の
出
合
い

　

ハ
ワ
イ
の
伝
統
航
海
カ
ヌ
ー
「
ホ
ク

レ
ア
」
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

　

ま
だ
海
図
も
コ
ン
パ
ス
も
な
か
っ
た

時
代
、
ポ
リ
ネ
シ
ア
や
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア

の
先
住
民
た
ち
は
、
太
陽
や
月
、
星
な

ど
が
水
平
線
か
ら
昇
る
位
置
や
沈
む
位

置
を
目
印
に
方
角
を
読
み
、
大
海
原
を

カ
ヌ
ー
で
航
海
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の

「
星
の
航
海
術
」
と
も
呼
ば
れ
る
伝
統

文
化
は
、
ハ
ワ
イ
で
は
数
百
年
の
間
、

失
わ
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
れ
を
復

興
す
る
た
め
、
１
９
７
５
年
（
昭
和
50
）

に
建
造
さ
れ
た
の
が
「
ホ
ク
レ
ア
」
で

す
。

　

ホ
ク
レ
ア
は
全
長
20
ｍ
ほ
ど
、
エ
ン

ジ
ン
は
な
く
、
帆
が
受
け
る
風
を
動
力

に
し
て
進
み
ま
す
。
古
代
カ
ヌ
ー
に
な

ら
い
、
船
体
に
は
釘
が
１
本
も
使
わ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
す
べ
て
の
パ
ー
ツ
は
ロ

ー
プ
で
縛
っ
て
組
み
上
げ
ら
れ
、
釘
を

使
わ
な
い
こ
と
で
波
を
し
な
や
か
に
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
、
私
が
ホ
ク
レ
ア
に
か
か

わ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
学
生
時
代

に
友
人
が
貸
し
て
く
れ
た
『
星
の
航
海

師
』
と
い
う
本
を
通
じ
て
ホ
ク
レ
ア
の

存
在
を
知
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

伝
統
航
海
術
の
世
界
に
惹
き
込
ま
れ
、

ハ
ワ
イ
大
学
の
大
学
院
に
進
学
し
よ
う

と
決
め
た
の
で
す
。

　

ハ
ワ
イ
大
学
で
は
海
洋
学
を
学
び
な

が
ら
、
州
立
の
海
洋
生
物
研
究
所
で
サ

ン
ゴ
の
調
査
を
し
て
い
ま
し
た
。
ホ
ク

レ
ア
の
活
動
に
は
そ
れ
以
外
の
時
間
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
携
わ
り
ま
し
た
。

オ
ア
フ
島
に
は
ホ
ク
レ
ア
が
停
泊
す
る

拠
点
が
あ
り
、
ホ
ク
レ
ア
が
航
海
か
ら

戻
る
と
次
の
航
海
ま
で
の
間
に
船
体
の

解
体
や
修
繕
、
組
み
立
て
な
ど
の
作
業

に
参
加
で
き
た
の
で
す
が
、
た
く
さ
ん

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
ホ
ク
レ
ア
の
ク
ル

ー
た
ち
と
一
緒
に
作
業
す
る
時
間
は
と

て
も
刺
激
的
で
し
た
。

　

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
サ
タ
ワ
ル
島
に
住

む
伝
統
航
海
術
師
、
マ
ウ
・
ピ
ア
イ
ル

グ
（
注
）
の
も
と
に
伝
統
航
海
術
の
勉

強
に
も
行
き
ま
し
た
。
当
時
の
私
に
は

そ
れ
だ
け
で
も
十
分
な
経
験
だ
っ
た
の

で
す
が
、
彼
ら
と
接
す
る
う
ち
に
よ
り

深
く
ホ
ク
レ
ア
に
か
か
わ
る
よ
う
に
な

海
か
ら
得
る
感
覚
と
共
存
への
道

　
　
　
　
伝
統
航
海
カ
ヌ
ー「
ホ
ク
レ
ア
」か
ら
学
ん
だ
こ
と

か
つ
て
地
球
上
の
海
を
巡
っ
た
伝
統
的
な
船
で
は
、「
飲
料
水（
真
水
）」を
ど
う
扱
っ
て
い
た
の
か
。ま
た
、何
を
指
標
に

航
海
し
て
い
た
の
か
。ハ
ワ
イ
の
伝
統
航
海
カ
ヌ
ー「
ホ
ク
レ
ア
」の
ク
ル
ー
と
し
て
歴
史
的
な「
ハ
ワ
イ
―
日
本
」の
航

海
も
経
験
し
た
内
野
加
奈
子
さ
ん
に
、海
上
生
活
や
そ
こ
か
ら
感
じ
た
も
の
に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
。

【共生】

水の文化 65号　特集　船乗りたちの水意識
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り
、
日
本
人
初
の
ク
ル
ー
と
し
て
実
際

に
航
海
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

航
海
中
に
お
け
る

真
水
の
重
要
性

　

こ
れ
ま
で
ホ
ク
レ
ア
で
多
く
の
航
海

を
経
験
し
て
き
ま
し
た
。
２
０
０
７
年

（
平
成
19
）
１
月
に
は
、
ハ
ワ
イ
か
ら
ミ

ク
ロ
ネ
シ
ア
を
経
由
し
て
日
本
を
目
指

す
約
１
万
３
０
０
０
㎞
の
航
海
に
参
加

し
、
同
年
４
月
に
沖
縄
に
到
着
し
て
ホ

ク
レ
ア
で
日
本
各
地
を
巡
り
ま
し
た
。

　

ホ
ク
レ
ア
は
一
度
航
海
に
出
る
と
、

長
い
と
き
で
20
～
30
日
ほ
ど
海
の
上
に

出
っ
ぱ
な
し
で
す
。
し
か
し
、
ホ
ク
レ

ア
は
さ
ほ
ど
大
き
な
船
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
ら
、
積
み
荷
に
限
界
が
あ
り
ま
す
。

必
要
最
低
限
の
食
料
は
積
み
ま
す
が
、

船
上
か
ら
魚
を
釣
っ
て
食
べ
た
り
も
し

ま
す
。

　

生
き
る
た
め
に
絶
対
に
必
要
な
の
は

真
水
で
す
。
真
水

は
ポ
リ
タ
ン
ク
に

入
れ
て
積
み
込
み

ま
す
が
、
水
は
１

日
１
人
当
た
り
約

３
Ｌ
×
人
数
分
×

日
数
×
１
・
５
を

目
安
に
、
航

海
が
長
引
く
可
能
性

も
考
慮
し
多
め
に
搭
載
し

ま
す
。
水
は
積
み
す
ぎ
る
と
重
た
い
で

す
が
、
一
番
減
ら
せ
な
い
も
の
で
も
あ

る
の
で
、
立
ち
寄
る
島
ご
と
に
補
給
し

ま
す
。

　

ま
だ
ポ
リ
タ
ン
ク
が
な
か
っ
た
時
代

は
、
水
分
補
給
用
に
コ
コ
ナ
ッ
ツ
の
実

を
積
み
込
ん
で
い
た
そ
う
で
す
。

　

航
海
中
の
真
水
は
、
基
本
的
に
食
事

と
飲
み
水
に
し
か
使
い
ま
せ
ん
。
自
分

た
ち
の
体
に
入
る
分
だ
け
し
か
な
い
大

変
貴
重
な
も
の
が
真
水
で
す
。
食
器
や

体
を
洗
う
、
洗
濯
を
す
る
際
の
水
な
ど

は
す
べ
て
海
水
で
賄
い
ま
す
。
ホ
ク
レ

ア
に
は
電
気
が
な
い
の
で
シ
ャ
ワ
ー
設

備
も
な
く
、
体
を
洗
う
と
き
は
紐ひ
も

の
付

い
た
バ
ケ
ツ
を
海
に
投
げ
込
ん
で
海
水

を
汲
み
上
げ
使
い
ま
す
。

月
や
星
と
と
も
に

「
波
の
う
ね
り
」を
読
む

　

航
海
中
は
ク
ル
ー
が
１
日
に
２
回
、

４
時
間
ず
つ
交
代
で
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
（
航

海
術
師
）
の
指
示
の
も
と
舵
を
き
り
ま
す
。

航
海
の
な
か
で
も
っ
と
も
気
が
抜
け
な

い
時
間
で
す
。

Kanako Uchino
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月
や
星
が
出
て
い
る
と
き
は
、
そ
れ

を
手
が
か
り
に
方
角
を
定
め
て
舵
を
取

り
ま
す
が
、
曇
っ
て
い
て
月
や
星
が
見

え
な
い
と
き
、
あ
る
い
は
太
陽
が
高
く

昇
っ
て
し
ま
う
日
中
は
、「
波
の
う
ね

り
」
の
パ
タ
ー
ン
を
読
み
解
き
な
が
ら

慎
重
に
舵
取
り
し
ま
す
。

　

波
の
う
ね
り
は
風
に
よ
っ
て
生
ま
れ

る
の
で
も
ち
ろ
ん
変
化
し
ま
す
。
し
か

し
短
時
間
で
大
き
く
変
わ
る
わ
け
で
は

な
く
、
不
規
則
に
見
え
る
よ
う
で
も
、

一
定
の
パ
タ
ー
ン
を
繰
り
返
し
な
が
ら

少
し
ず
つ
変
化
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、

月
や
星
が
出
て
い
る
間
に
波
が
ど
の
方

向
か
ら
来
て
い
る
の
か
を
読
み
と
っ
て

記
憶
し
て
お
く
こ
と
で
、
日
中
は
そ
れ

を
頼
り
に
方
角
を
導
き
出
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

と
は
い
え
、
波
は
必
ず
し
も
一
方
向

と
は
限
ら
ず
多
方
向
か
ら
押
し
寄
せ
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
波
が
ど
の
方
向
か
ら

来
て
い
る
の
か
を
探
り
な
が
ら
の
舵
取

り
は
、
相
当
な
集
中
力
を
必
要
と
し
ま

す
。
仮
に
方
角
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
ら
、
次
に
太
陽
が
沈
む
と
き

に
自
分
た
ち
が
ど
の
く
ら
い
進
路
か
ら

外
れ
て
い
る
か
を
計
算
し
て
調
整
し
て

い
き
ま
す
。

　

た
だ
、
嵐
に
遭
う
と
指
標
と
な
る
も

の
が
す
べ
て
な
く
な
る
の
で
、
自
分
た

ち
が
ど
こ
に
い
る
の
か
ま
っ
た
く
わ
か

ら
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
危

険
な
状
況
で
す
が
、
嵐
も
自
然
の
一
部

と
し
て
受
け
入
れ
、
無
理
や
り
逆
ら
う

よ
う
な
こ
と
は
し
ま
せ
ん
。

　

海
の
上
は
人
間
が
で
き
る
こ
と
と
で

き
な
い
こ
と
の
区
別
が
は
っ
き
り
し
て

い
ま
す
。
変
え
ら
れ
な
い
部
分
ま
で
変

え
よ
う
と
し
な
く
な
る
と
い
う
か
…
…
。

受
け
入
れ
る
と
こ
ろ
は
受
け
入
れ
た
う

え
で
、
ク
ル
ー
一
人
ひ
と
り
が
目
の
前

の
や
る
べ
き
仕
事
に
冷
静
に
力
を
注
ぎ

ま
す
。
だ
か
ら
嵐
が
起
き
て
も
パ
ニ
ッ

ク
に
陥
る
こ
と
が
な
い
。
ひ
ど
い
嵐
の

さ
な
か
で
も
、
安
心
感
と
静
け
さ
の
な

か
に
い
る
よ
う
な
不
思
議
な
感
覚
に
な

り
ま
す
。

　

そ
れ
は
ク
ル
ー
同
士
の
信
頼
感
も
あ

る
と
思
い
ま
す
し
、「
海
に
対
す
る
信
頼

感
」
の
表
れ
で
も
あ
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
大
き
な
嵐
に
遭
遇
し
た
後
で
も
、

海
が
怖
く
な
っ
た
こ
と
は
な
い
で
す
ね
。

海
で
こ
そ
開
か
れ
る

人
の
鋭
い
感
覚

　

海
の
上
に
い
る
と
、
空
や
風
な
ど
、

普
段
の
社
会
生
活
と
は
違
う
自
然
の
微

か
な
情
報
を
敏
感
に
キ
ャ
ッ
チ
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
人
間
が
本
来
も

っ
て
い
る
感
覚
が
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
ま
す
。

五
感
を
す
べ
て
使
う
こ
と
は
、
単
純
に

お
も
し
ろ
い
で
す
。

　

私
は
東
京
の
出
身
で
す
が
、
都
会
に

い
る
と
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
で
あ
ふ
れ
返

っ
て
い
ま
す
し
、
水
や
空
気
も
あ
た
り

ま
え
の
よ
う
に
あ
る
。
意
識
的
に
思
い

出
さ
な
け
れ
ば
、
自
然
に
支
え
ら
れ
て

生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
そ
う

に
な
り
ま
す
。

　

と
は
い
え
、
都
会
で
ホ
ク
レ
ア
に
乗

る
と
き
の
よ
う
な
感
覚
で
生
活
す
る
と
、

情
報
量
が
多
す
ぎ
て
パ
ン
ク
し
て
し
ま

い
ま
す
。
人
間
は
都
市
で
生
き
る
一
つ

の
サ
バ
イ
バ
ル
ス
キ
ル
と
し
て
「
感
覚

を
閉
じ
る
」
こ
と
を
覚
え
た
の
だ
と
思

い
ま
す
。

　

少
な
く
と
も
、
ホ
ク
レ
ア
に
乗
っ
て

い
る
と
き
は
心
身
が
活
力
に
あ
ふ
れ
生

き
て
い
る
感
覚
が
強
く
な
る
―
―
。
そ

れ
は
都
会
と
海
を
行
き
来
す
る
生
活
で

実
感
し
て
い
ま
す
。
都
会
で
五
感
を
開

き
き
る
の
は
難
し
い
で
す
が
、
本
来
も

っ
て
い
る
感
覚
を
す
べ
て
使
う
あ
り
方

は
忘
れ
ず
に
い
た
い
で
す
。

　

日
本
の
魅
力
に
改
め
て
気
づ
か
さ
れ

た
の
も
ま
た
、
ホ
ク
レ
ア
で
の
航
海
に

よ
っ
て
で
し
た
。

　

日
本
は
６
０
０
０
以
上
の
島
々
が
連

な
っ
て
で
き
た
島
国
で
す
が
、
２
０
０

７
年
の
航
海
の
際
、
海
か
ら
入
っ
て
そ

う
し
た
日
本
な
ら
で
は
の
特
徴
を
体
感

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
文
化
も
そ

う
で
す
が
日
本
は
自
然
環
境
、
気
候
風

土
が
ほ
ん
と
う
に
多
様
で
す
。
ハ
ワ
イ

は
８
つ
の
島
か
ら
な
る
も
の
の
、
自
然

©Kanako Uchino 「ホクレア」は20mほどの2つのカヌーをデッキで
つないだ構造。釘は1本も使っていない

波ひとつない、まるで鏡のように静かな海面

（注）マウ・ピアイルグ
ミクロネシア伝統航海術の知識と技術をもつ数少ない人物。ホク
レアの航海術師の一人であるナイノア・トンプソンにその航法を伝
え、ポリネシア伝統文化の復興を支えた。2010年逝去。
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環
境
と
い
う
意
味
で
は
似
通
っ
た
部
分

も
多
い
で
す
。
で
も
日
本
は
九
州
と
北

海
道
で
ま
っ
た
く
違
う
。
こ
の
豊
か
さ

は
日
本
が
誇
れ
る
大
切
な
資
源
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

と
も
に
生
き
る
重
要
性
を

ホ
ク
レ
ア
か
ら
伝
え
る

　

大
海
原
を
渡
る
航
海
と
い
う
と
、「
冒

険
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
ホ
ク
レ
ア
は
航
海
ば
か

り
で
な
く
、
国
連
を
は
じ
め
と
す
る
世

界
機
関
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
学
校
、

研
究
機
関
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
、
こ

れ
か
ら
の
社
会
づ
く
り
に
向
け
た
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
ホ
ク
レ
ア
を
き
っ
か
け
に
、
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
タ
ヒ
チ
な
ど
太
平
洋

中
の
島
々
で
20
以
上
の
航
海
カ
ヌ
ー
が

誕
生
し
、
各
地
で
活
発
に
活
動
し
て
い

ま
す
。

　

ホ
ク
レ
ア
が
次
に
計
画
し
て
い
る
の

は
、
環
太
平
洋
航
海
で
す
。
ア
ラ
ス
カ

か
ら
ア
メ
リ
カ
の
西
海
岸
、
南
米
、
タ

ヒ
チ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
を
回
り
そ
こ
か
ら
北
上
し
て

日
本
、
ロ
シ
ア
、
台
湾
ま
で
約
３
年
か

け
て
太
平
洋
を
ぐ
る
り
と
回
る
航
路
で

す
。
次
の
航
海
で
は
、
生
命
の
源
で
も

あ
る
海
で
今
何
が
起
き
、
私
た
ち
の
暮

ら
し
に
ど
の
よ
う
に
影
響
し
て
い
る
の

か
を
発
信
し
な
が
ら
、
具
体
的
な
ア
ク

シ
ョ
ン
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
予
定
で
す
。

　

ハ
ワ
イ
に
は
「
カ
ヌ
ー
は
島
、
島
は

カ
ヌ
ー
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
が
あ
り
ま

す
。
大
き
な
意
味
で
は
、
私
た
ち
の
暮

ら
す
「
地
球
」
も
宇
宙
に
浮
か
ぶ
「
島
」

の
よ
う
な
存
在
で
す
。
航
海
カ
ヌ
ー
と

い
う
限
ら
れ
た
空
間
に
最
低
限
の
水
と

食
料
を
載
せ
て
大
海
原
に
出
て
、
自
然

の
サ
イ
ン
を
頼
り
に
目
的
地
を
目
指
す
。

そ
う
し
た
航
海
が
、
地
球
と
と
も
に
宇

宙
を
旅
す
る
私
た
ち
が
、
こ
の
先
ど
う

舵
を
き
る
べ
き
か
を
考
え
る
、
一
つ
の
き

っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
４
年
ほ
ど
前
か
ら
、
高
校

英
語
の
教
科
書
に
ホ
ク
レ
ア
の
ト
ピ
ッ

ク
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
伝
統
航
海

を
取
り
上
げ
た
絵
本
や
、
海
や
自
然
の

し
く
み
を
テ
ー
マ
に
し
た
紙
芝
居
な
ど

も
、
全
国
各
地
で
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
す
る
な
か

で
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

自
然
は
深
く
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
、
新

た
な
世
界
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。
秘
密

の
扉
を
開
い
て
い
く
よ
う
な
驚
き
と
発

見
の
喜
び
を
、
子
ど
も
た
ち
に
も
味
わ

っ
て
も
ら
え
た
ら
な
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
は
昔
か
ら
自
然
災
害
が
多
く
、

「
自
然
へ
の
畏
れ
」
が
文
化
の
ベ
ー
ス

に
あ
る
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。
一

方
で
自
然
は
多
く
の
恵
み
を
与
え
て
く

れ
る
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。
水
や
空
気
、

食
べ
も
の
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
私
た
ち
の

生
命
を
支
え
る
も
の
は
す
べ
て
自
然
が

与
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。
海
の
上
を
ホ

ク
レ
ア
の
よ
う
な
カ
ヌ
ー
で
航
海
し
て

い
る
と
、
自
分
た
ち
の
生
命
が
何
に
支

え
ら
れ
て
い
る
の
か
が
、
と
て
も
は
っ

き
り
し
ま
す
。
街
の
暮
ら
し
で
は
、
自

分
た
ち
の
生
命
を
支
え
る
も
の
が
ど
こ

か
ら
来
る
の
か
、
そ
の
つ
な
が
り
が
見

え
に
く
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
何
か
あ

っ
た
と
き
に
初
め
て
、
自
分
で
は
ど
う

す
る
こ
と
も
で
き
な
い
環
境
に
暮
ら
し

て
い
る
と
痛
感
す
る
こ
と
も
あ
る
か
と

思
い
ま
す
。

　

自
分
た
ち
の
生
命
が
何
に
支
え
ら
れ

て
い
る
の
か
を
改
め
て
振
り
返
り
、
そ

の
つ
な
が
り
を
取
り
戻
す
こ
と
。
自
分

た
ち
の
水
や
食
べ
も
の
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
ど
れ
だ
け
つ
な
が
り
の
見
え
る
と
こ

ろ
に
あ
る
の
か
。
こ
れ
か
ら
は
そ
う
し

た
こ
と
も
、
豊
か
さ
の
一
つ
の
指
標
に

な
る
の
で
は
と
感
じ
て
い
ま
す
。

（
２
０
２
０
年
５
月
８
日
／
リ
モ
ー
ト
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）

海から得る感覚と共存への道

©Kanako Uchino

©Kanako Uchino

ハワイから日本に向かう航海中にくつろいだ
表情を見せる内野加奈子さんと女性クルー

海の様子をじっと見つめる。太陽や月、星とともに、波のうねりも読み解い
て舵を切る。右の人物はホクレアの航海術師、ナイノア・トンプソンさん

【共生】
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表2（注）	1	船員の災害発生率は、船員災害疾病発生状況報告（船員法第
111条）による。同報告は年度内の休業3日以上を対象としている
が、上表では陸上労働者との比較のため、職務上4日以上休業の
数値を用いている

	 2	陸上労働者の災害発生率は、厚生労働省労働基準局による統
計値から算出。また、同災害発生率は暦年である

「
船
に
井
戸
な
し
泉
な
し
」

受
け
継
が
れ
た
節
水
意
識

　

四
方
を
海
に
囲
ま
れ
た
船
上
で
暮
ら
す

船
乗
り
た
ち
。
陸
で
日
常
生
活
を
送
る
私

た
ち
と
は
水
に
対
す
る
意
識
が
き
っ
と
違

う
は
ず
だ
。
水
へ
の
緊
張
感
が
、
船
乗
り

な
ら
で
は
の
工
夫
や
知
恵
に
つ
な
が
っ
て

い
る
の
で
は
…
…
。
そ
う
考
え
て
今
回
の

特
集
は
出
発
し
た
が
、
想
定
し
て
い
た
以

上
に
大
事
な
こ
と
を
教
え
て
も
ら
っ
た
。

　

そ
れ
は
追
い
追
い
述
べ
る
と
し
て
、
ま

ず
は
船
乗
り
た
ち
の
節
水
意
識
か
ら
。「
船

に
は
限
ら
れ
た
量
の
真
水
し
か
積
め
な
い

の
で
、
節
水
意
識
は
高
い
は
ず
」
と
い
う

予
想
は
当
た
っ
て
い
た
。

　

私
た
ち
は
日
々
の
生
活
で
一
人
当
た
り

１
日
お
よ
そ
２
１
９
Ｌ
の
水
を
使
っ
て
い

る
（
東
京
都
水
道
局
調
べ
。
2
0
1
5
年
）
が
、
船

上
で
そ
ん
な
量
は
使
え
な
い
。
か
つ
て
ど

の
く
ら
い
の
量
の
水
が
船
で
割
り
当
て
ら

れ
て
い
た
か
は
、
山
田
廸
生
著
『
船
に
み

る
日
本
人
移
民
史
』（
中
央
公
論
社 

1
9
9
8
）

で
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

戦
前
に
南
米
ま
で
移
民
を
輸
送
し
た
船

で
は
、「
熱
帯
海
域
を
航
行
す
る
と
き
は
一

人
当
た
り
１
日
最
低
27
Ｌ
の
生
活
清
水
が

必
要
」。
ま
た
、別
の
船
会
社
は
「
一
人
当

た
り
１
日
36
Ｌ
を
消
費
す
る
」
と
報
告
し

て
い
る
。
ま
た
、
南
米
移
民
船
の
船
内
を

描
い
た
石
川
達
三
の
小
説
『
蒼そ

う

氓ぼ
う

』
に
は
、

清
水
の
節
約
を
呼
び
か
け
る
た
め
移
民
船

内
で
標
語
を
募
り
、「
船
に
井
戸
な
し
泉
な

し
」
と
「
銭
出
す
思
い
で
水
を
出
せ
」
が

入
選
し
た
と
い
う
シ
ー
ン
が
あ
る
。

　

実
際
に
、
ほ
ん
の
少
し
前
ま
で
調
査
船

で
は
海
水
を
湯
船
に
溜
め
る「
海
水
風
呂
」

が
当
た
り
前
だ
っ
た
。
海
技
教
育
機
構
の

外
谷
進
さ
ん
が
話
す
よ
う
に
、
１
日
に
一

人
洗
面
器
２
杯
の
水
で
生
活
し
て
い
た
時

期
も
あ
る
。
し
か
し
、
今
の
陸
上
生
活
は
、

例
え
ば
家
庭
で
シ
ャ
ワ
ー
を
流
し
っ
ぱ
な

し
に
す
る
と
３
分
間
で
約
36
Ｌ
（
表
１
）
も

の
水
を
消
費
す
る
。
節
水
に
つ
い
つ
い
無

頓
着
に
な
り
が
ち
だ
。

　

海
技
教
育
機
構
の
航
海
実
習
で
は
、
学

生
た
ち
に
水
の
使
い
方
を
教
え
、
棒
グ
ラ

フ
な
ど
も
用
い
て
節
水
意
識
を
高
め
る
工

夫
を
今
も
行
な
っ
て
い
る
。

危
険
が
伴
う

船
乗
り
と
い
う
仕
事

　

船
乗
り
と
聞
い
て
何
を
思
い
浮
か
べ
る

だ
ろ
う
か
。
逸
見
真
さ
ん
は
知
人
に
「
自

分
の
子
ど
も
は
船
乗
り
に
さ
せ
た
く
な

い
」と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
そ
う
だ
。荒

く
れ
も
の
、
大
酒
飲
み
と
い
っ
た
イ
メ
ー

ジ
を
抱
く
人
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

今
は
勤
務
前
の
ア
ル
コ
ー
ル
検
査
も
欠
か

さ
ず
行
な
っ
て
い
る
。

　

た
だ
し
、「
板い

た

子ご

一
枚
下
は
地
獄
」
と
い

わ
れ
る
よ
う
に
、
船
乗
り
の
仕
事
は
危
険

か
も
し
れ
な
い
。
海
難
事
故
は
か
つ
て
と

比
べ
物
に
な
ら
な
い
ほ
ど
減
っ
た
が
、
今

で
も
稀
に
起
こ
る
。
国
土
交
通
省
「
数
字

で
見
る
海
事
２
０
２
０
」
の
「
死
傷
災
害

発
生
率
」（
表
２
）
を
見
る
と
、
林
業
ほ
ど

で
は
な
い
に
せ
よ
危
険
性
は
高
い
。
同
じ

く
「
給
与
比
較
」（
図
１
）
に
よ
る
と
、
給

与
水
準
が
高
め
な
の
は
、
危
険
で
過
酷
な

労
働
の
対
価
だ
ろ
う
。
船
乗
り
は
、
中
学

校
を
卒
業
し
て
、
す
ぐ
に
お
金
を
稼
げ
る

道
の
一
つ
で
も
あ
る
。

　

国
土
交
通
省
に
よ
る
と
２
０
１
７
年
時

点
で
船
乗
り
は
約
６
万
４
０
０
０
人
（
漁
業

船
員
と
乗
船
待
機
中
の
予
備
船
員
を
含
む
。外
国
人
は
除

く
）。
ピ
ー
ク
時
（
１
９
７
４
年
）
の
約
27
万
８

０
０
０
人
に
比
べ
る
と
四
分
の
一
以
下
。

外
航
船
の
船
員
数
も
激
減
し
て
い
る
（
図

２
）。
プ
ラ
ザ
合
意
後
の
急
速
な
円
高
で
日

本
人
船
員
の
コ
ス
ト
が
上
が
っ
た
こ
と
が

主
因
だ
。

船
上
に
お
け
る
異
文
化

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　

外
航
船
で
日
本
人
船
員
の
穴
を
埋
め
て

い
る
の
は
外
国
人
船
員
だ
。
日
本
の
外
航

海
運
企
業
の
船
舶
「
日
本
商
船
隊
」（
約
２

４
０
０
隻
）
に
乗
り
込
む
船
員
５
万
５
４
０

８
人
の
う
ち
、
も
っ
と
も
多
い
の
は
フ
ィ

リ
ピ
ン
人
で
70
％
を
超
え
て
い
る
。
次
が

イ
ン
ド
人
で
７
％
と
な
っ
て
い
る
（
図
３
）。

船
乗
り
か
ら
学
ぶ

地
球
と
の
向
き
合
い
方

編
集
部

洗面・手洗い

歯みがき

食器洗い

洗車

シャワー

用途

1分間流しっぱなしの場合

30秒間流しっぱなしの場合

5分間流しっぱなしの場合

流しっぱなしの場合

3分間流しっぱなしの場合

使い方

約12L

約6L

約60L

約90L

約36L

使用量

全船種

貨物船など

漁船

その他

全産業

鉱業

建設業

運輸業

（陸上貨物運輸事業）

林業

業種別

船
員

陸
上
労
働
者

0.84
0.56

1.27

0.69

0.23
1.07

0.45

0.68

（0.89）

2.24

0.020
0.014

0.034

0.007

0.002
0.010

0.009

0.004

（0.006）

0.052

職務上休業
4日以上 職務上死亡

表1 水の用途別使用量（目安）

表2 船員と陸上労働者の
 死傷災害発生率の比較（2018年度）

出典：東京都水道局HP「水の上手な使い方」

出典：国土交通省「数字で見る海事2020」
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図1（注）	1	外航船員および内航船員の賃金額は、船員労働統計（定期払いを要する報酬［基本給や家族手当など］、時間
外勤務［超過勤務や夜間割増］および航海日当の数値）

	 2	陸上労働者の賃金額は、賃金基本構造統計（きまって支給する現金給与額の企業規模計［10人以上］）の数値
	 3	船員は、外航船舶および内航船舶に乗り組むすべての「船長、職員、部員」の計の数値を用いている
	 4	陸上労働者は、常用労働者のうち短時間労働者を除いた一般労働者の集計結果を用いている
	 ※国土交通省「船員労働統計」、厚生労働省「賃金基本構造統計」の2019年（令和元）6月のきまって支給する現

金給与額により国土交通省総合政策局作成

図2（注）	1	海事局調べ（2005年までは船員統計による）
	 2	船員数は乗組員数と予備船員数を合計したものであ

り、日本の船舶所有者に雇用されている船員
	 3	その他は、引船、はしけ、官公署船に乗り組む船員数
	 4	船員数は外国人船員を除いた数字

　

だ
か
ら
逸
見
真
さ
ん
も
久
葉
誠
司
さ
ん

も
安
藤
樹
さ
ん
も
、
船
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
大
切
さ
を
語
っ
た
の
だ
。

　

数
カ
月
、
と
き
に
は
１
年
近
く
同
じ
メ

ン
バ
ー
で
過
ご
す
外
航
船
で
は
、
皆
が
で

き
る
だ
け
心
地
よ
く
働
け
る
関
係
が
望
ま

し
い
。
外
航
船
は
20
数
名
と
い
う
必
要
最

低
限
の
人
数
で
あ
り
、
ま
た
少
数
の
日
本

人
と
そ
の
他
の
外
国
人
と
い
う
混
乗
船
が

多
い
。
文
化
も
風
習
も
宗
教
も
異
な
る
多

国
籍
の
集
団
を
ど
う
ま
と
め
て
い
く
か
。

病
気
や
ケ
ガ
、
孤
独
感
な
ど
か
ら
一
人
で

も
欠
け
た
ら
運
航
業
務
に
支
障
が
出
る
。

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
側
に
は
シ
ビ
ア
な
状

況
だ
。

　

と
こ
ろ
が
、
海
外
の
船
乗
り
の
間
で
日

本
人
船
員
は
評
判
が
い
い
と
い
う
。
何
か

を
教
え
る
と
き
に
は
手
取
り
足
取
り
き
ち

ん
と
伝
え
る
う
え
、
相
手
の
立
場
を
お
も

ん
ぱ
か
っ
て
他
者
の
面
前
で
は
叱
責
し
な

い
気
遣
い
な
ど
が
あ
る
か
ら
だ
。

　

日
本
人
に
と
っ
て
は
ご
く
当
た
り
前
の

よ
う
に
感
じ
る
が
、
多
く
の
外
国
人
船
員

は
、
自
分
の
仕
事
は
し
っ
か
り
や
る
け
れ

ど
積
極
的
に
他
者
に
教
え
る
こ
と
は
少
な

い
ら
し
い
。
日
本
人
船
員
の
、
航
海
に
関

す
る
情
報
も
含
め
て
す
べ
て
共
有
し
よ
う

と
す
る
姿
勢
を
、
Ｉ
Ｍ
Ｏ
（
国
際
海
事
機
関
）

も
評
価
し
て
い
る
。

　

国
民
性
と
し
て
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う

と
弱
点
に
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
日
本

な
ら
で
は
の
「
融
和
」
の
精
神
が
、
思
わ

ぬ
と
こ
ろ
で
認
め
ら
れ
て
い
た
。

船
乗
り
の
世
界
に
あ
る

未
来
へ
の
ヒ
ン
ト

　

外
国
人
船
員
の
力
を
借
り
て
、
私
た
ち

日
本
人
の
生
活
や
産
業
が
保
た
れ
て
い
る

こ
と
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。し
か
し
、頼

り
き
り
で
も
い
け
な
い
。
そ
こ
で「
自
前
」

の
船
乗
り
を
海
上
で
育
て
て
い
る
の
が
海

技
教
育
機
構
だ
。

　

海
技
教
育
機
構
の
練
習
船
５
隻
の
う
ち
、

２
隻
は
帆
船
だ
。
万
が
一
、
動
力
を
失
な

う
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
あ
っ
て
も
、
帆
が
あ

れ
ば
海
上
を
走
れ
る
。
帆
を
上
げ
た
り
下

ろ
し
た
り
す
る
作
業
も
あ
る
た
め
、
一
人

で
も
サ
ボ
っ
た
ら
船
は
走
ら
な
い
こ
と
も

実
感
で
き
る
。
時し

け化
の
な
か
、
厳
し
い
作

業
を
本
気
の
大
人
た
ち
と
行
な
う
こ
と
で
、

学
生
た
ち
は
見
違
え
る
よ
う
に
成
長
す
る

と
い
う
。

　

し
か
し
、「
私
た
ち
が
鍛
え
る
と
い
う
よ

り
も
、
自
然
や
仲
間
に
も
ま
れ
る
な
か
で

若
い
子
た
ち
は
育
っ
て
い
く
の
で
し
ょ

う
」
と
外
谷
さ
ん
は
語
る
。

　

自
然
と
仲
間
。
こ
の
二
つ
の
キ
ー
ワ
ー

ド
は
、
ホ
ク
レ
ア
ク
ル
ー
の
内
野
加
奈
子

さ
ん
の
話
と
も
通
じ
る
。
月
や
星
、
波
の

う
ね
り
を
頼
り
に
、
と
き
に
は
海
に
包
み

込
ま
れ
る
よ
う
に
、
と
き
に
は
翻
弄
さ
れ

な
が
ら
、
仲
間
を
信
じ
て
力
を
合
わ
せ
て

航
海
す
る
。
海
と
い
う
壮
大
な
自
然
と
向

き
合
う
か
ら
こ
そ
、
人
間
の
力
が
及
ぶ
と

こ
ろ
、
及
ば
な
い
と
こ
ろ
が
明
確
に
な
っ

て
い
く
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
感
覚
は
陸
の
上
、
特

に
都
市
部
で
暮
ら
し
て
い
る
と
得
が
た
い
。

レ
バ
ー
一
つ
動
か
せ
ば
安
全
な
水
が
無
尽

蔵
に
湧
い
て
く
る

と
思
っ
て
し
ま
う

よ
う
に
、
都
市
部

で
は
あ
ら
ゆ
る
も

の
が
人
間
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
下
に
あ

る
気
が
す
る
か
ら

だ
。

　

実
際
に
は
、
毎

年
水
害
で
尊
い
命

が
多
数
失
わ
れ
て

い
る
し
、
巨
大
地
震
は
い
つ
起
き
る
か
わ

か
ら
な
い
。
火
山
の
噴
火
も
今
は
観
測
す

る
こ
と
し
か
で
き
な
い
。
で
も
私
た
ち
は

気
づ
き
は
じ
め
て
い
る
。
川
は
大
雨
の
た

び
に
流
れ
を
自
由
に
変
え
る
が
肥
え
た
土

を
運
ん
で
き
た
し
、
地
滑
り
が
止
ま
っ
て

で
き
た
平
ら
な
土
地
に
田
畑
を
拓
い
て
食

料
を
得
て
き
た
。
自
然
は
恵
み
も
災
い
も

も
た
ら
す
、
抗
い
が
た
い
も
の
な
の
だ
と
。

　

今
回
お
話
を
聞
い
た
皆
さ
ん
か
ら
は
、

海
と
い
う
思
う
よ
う
に
な
ら
な
い
存
在
を

相
手
に
し
て
い
る
が
ゆ
え
の
強
さ
や
し
な

や
か
さ
を
学
ん
だ
。
自
然
が
人
間
に
何
を

も
た
ら
し
て
い
る
の
か
を
考
え
る
た
め
の

ヒ
ン
ト
や
、
仲
間
と
し
て
他
者
と
関
係
を

築
く
た
め
に
必
要
な
こ
と
が
、
船
乗
り
た

ち
の
世
界
に
多
く
秘
め
ら
れ
て
い
る
と
気

づ
く
。

　

こ
う
書
く
と
当
た
り
前
だ
と
笑
う
人
が

い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
今
ま
で
の
当
た

り
前
が
あ
っ
さ
り
覆
さ
れ
て
い
く
局
面
を

私
た
ち
は
目
の
当
た
り
に
し
て
い
る
。
内

野
さ
ん
が
言
う
よ
う
に
、
地
球
を
「
限
ら

れ
た
水
と
食
料
と
資
源
を
分
け
合
う
一
つ

の
島
」
と
捉
え
れ
ば
、
次
世
代
に
引
き
継

ぐ
た
め
に
今
す
べ
き
こ
と
は
き
っ
と
シ
ン

プ
ル
に
な
っ
て
い
く
。

　

私
た
ち
の
世
代
だ
け
で
は
大
し
た
こ
と

は
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
。し
か
し
、か

つ
て
船
を
繰
っ
て
大
陸
か
ら
島
へ
と
渡
っ

た
先
祖
た
ち
も
一
足
飛
び
に
成
功
し
た
わ

け
で
は
な
い
。
そ
れ
こ
そ
何
世
代
も
か
け

て
、
一
つ
ひ
と
つ
島
を
渡
っ
て
き
た
の
だ

か
ら
。

【文化をつくる】

272,800円

364,700円

334,500円

332,400円

338,000円

宿泊業・飲食サービス業

外航船員

内航船員

全産業（陸上労働者）

運輸業・郵便業

製造業

建設業

漁業船員数

内航船員数

外航船員数

その他

599,076円

470,305円

272,800円

2万

0

（人）

4万

6万

8万

10万

12万

14万

1974 1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015 2017
（年）

364,700円

334,500円

332,400円

338,000円

100 20 30 40 50万円
図1 船員と陸上労働者の給与比較（月額）

図2 日本の船員数の推移

図3 日本商船隊船員の国籍別状況

出典：国土交通省HP「船員の現状」

出典：全日本海員組合調べにより国土交通省海事局作成（2018年）

出典：国土交通省「数字で見る海事2020」

フィリピン 71.5％

総計
55,408人

日本 3.8％
その他 3.7％

インドネシア 1.4％
韓国 1.4％

ベトナム 3.1％
中国 4.0％

ミャンマー 4.0％
インド 7.0％
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家
康
、
江
戸
の
構
築

　

天
正
18
年
（
１
５
９
０
）、
徳
川
家
康
は
秀
吉
か
ら
関
八
州
（
相
模
、
武
蔵
、
上
野
、
下

野
、
上
総
、
下
総
、
安
房
、
常
陸
）
を
授
か
っ
た
。
家
康
は
家
臣
か
ら
江
戸
へ
の
国
替
え

は
猛
反
対
を
受
け
た
が
、
小
田
原
、
鎌
倉
の
地
で
な
く
太
田
道
灌
が
構
え
て
い
た
江

戸
城
を
本
拠
地
と
し
た
。
江
戸
城
の
東
と
南
は
海
、
西
は
茫
々
た
る
萱
原
の
関
東
平

野
湿
地
帯
で
あ
っ
た
が
、
家
康
は
こ
の
地
に
未
来
が
あ
る
と
、
心
の
な
か
で
描
い
て

い
た
。

　

門
井
慶
喜
の
小
説
『
家
康
、
江
戸
を
建
て
る
』（
祥
伝
社
・
２
０
１
８
）
は
、
流
れ
を
変

え
る
、
武
蔵
小
判
の
流
通
金
貨
の
制
度
化
、
小
石
川
・
神
田
上
水
の
飲
み
水
を
引
く
、

伊
豆
か
ら
巨
石
で
石
垣
を
積
む
、
天
守
を
起
こ
す
、
の
５
話
か
ら
な
る
。
流
れ
を
変

え
る
で
は
、
伊
奈
忠
次
に
命
じ
、
利
根
川
の
流
路
を
東
遷
さ
せ
治
水
・
水
運
を
図
り
、

江
戸
へ
の
関
東
北
部
か
ら
の
物
資
の
流
通
の
円
滑
化
を
図
り
、
農
地
の
開
発
が
進
む
。

　

鈴
木
理
生
著
『
江
戸
は
こ
う
し
て
造
ら
れ
た
―
幻
の
百
年
を
復
原
す
る
』（
筑
摩
書

房
・
２
０
０
０
）
で
は
、
江
戸
の
近
世
都
市
づ
く
り
の
特
徴
に
つ
い
て
、
次
の
こ
と
を

挙
げ
て
い
る
。

①
江
戸
は
日
本
人
社
会
が
初
め
て
臨
海
低
地
に
意
識
的
・
継
続
的
に
都
市
を
造
っ
た

場
所
で
あ
る
。
海
を
埋
め
立
て
海
上
へ
の
進
出
を
図
っ
た
。
当
時
、
唯
一
の
大
量
輸

送
手
段
と
し
て
の
水
運
を
確
保
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。

②
江
戸
前
島
を
開
削
し
、
そ
の
土
で
日
比
谷
入
江
を
埋
め
立
て
る
。
運
河
・
船
入
堀

を
造
る
。
臨
海
の
埋
め
立
て
地
の
国
づ
く
り
は
飲
料
水
の
自
給
で
き
な
い
都
市
と
な

っ
た
。
そ
の
結
果
、
神
田
上
水
・
玉
川
上
水
に
お
け
る
引
水
を
せ
ざ
る
を
得
な
く
な

っ
た
。
さ
ら
に
低
平
地
部
の
下
水
処
理
を
優
先
し
た
。

③
大
江
戸
形
成
ま
で
は
家
康
―
秀
忠
―
家
光
―
家
綱
の
四
代
70
年
に
及
ぶ
大
建
設
だ

っ
た
。

　

そ
の
都
市
開
発
を
見
て
み
る
。

（
１
）
天
正
18
年
（
１
５
９
０
）
―
行
徳
の
塩
輸
送
の
沿
岸
運
河
小
名
木
川
・
新
川
の
位

置
を
確
定
。
行
徳
―
江
戸
間
開
通
。
道
三
堀
工
事
着
手
。
天
正
19
年
（
１
５
９
１
）
大

久
保
主
水
、
小
石
川
上
水
を
引
く
。
文
禄
２
年
（
１
５
９
３
）
下
総
小
見
川
―
江
戸
間

米
の
舟
送
・
内
川
回
し
の
最
初
。

（
２
）
慶
長
11
年
（
１
６
０
６
）
石
船
建
造
―
菱
垣
廻
船
の
成
立
、
翌
年
江
戸
城
本
丸
工

事
、
元
和
２
年
（
１
６
１
６
）
家
康
没
、
翌
年
日
光
東
照
社
に
祀
ら
れ
る
。
元
和
７
年

（
１
６
２
１
）
赤
堀
川
・
新
川
通
り
の
開
削
。

（
３
）
寛
永
６
年
（
１
６
２
９
）
荒
川
を
入
間
川
へ
瀬
替
え
。
寛
永
10
年
（
１
６
３
３
）

江
戸
川
開
削
。
寛
永
年
間
（
１
６
２
４

−

１
６
４
４
）
神
田
上
水
通
水
。
承
応
２
年
（
１

６
５
３
）
玉
川
上
水
開
削
。
寛
文
11
年
（
１
６
７
１
）
か
ら
翌
年
に
か
け
て
河
村
瑞
賢
が

「
東
廻
り
」「
西
廻
り
」
航
路
を
開
く
。
天
和
２
年
（
１
６
８
２
）
江
戸
川
に
関
所
新
設
。

な
お
、
伊
東
潤
の
小
説
『
江
戸
を
造
っ
た
男
』（
朝
日
新
聞
出
版
・
２
０
１
６
）
は
、
瑞
賢

の
江
戸
の
都
市
計
画
・
日
本
大
改
造
を
描
く
。

江
戸
・
東
京
の
川

　

尾
河
直
太
郎
著
『
江
戸
・
水
の
生
活
誌
―
利
根
川
・
荒
川
・
多
摩
川
』（
新
草
出
版
・

１
９
８
６
）
は
、
利
根
川
・
荒
川
・
多
摩
川
に
お
け
る
、
次
太
夫
堀
、
利
根
川
の
改
修
、

鬼
怒
川
・
小
貝
川
分
離
、
新
田
造
り
、
江
戸
を
支
え
た
利
根
川
の
河
岸
、
新
河
岸
川

の
河
岸
を
論
じ
な
が
ら
、
江
戸
あ
る
い
は
江
戸
時
代
の
人
と
水
の
か
か
わ
り
を
追
求

す
る
。
す
な
わ
ち
、
自
然
の
サ
イ
ク
ル
に
合
わ
せ
た
生
活
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
大
切
に

し
た
。
水
流
と
い
う
無
公
害
・
ロ
ー
コ
ス
ト
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
、
舟
運
や
水
車

な
ど
に
巧
み
に
利
用
し
た
。
江
戸
と
そ
の
周
辺
の
農
村
は
、
生
産
さ
れ
た
も
の
を
た

ん
に
消
費
す
る
だ
け
で
な
く
、
都
市
の
カ
マ
ド
灰
や
古
金
物
が
肥
料
や
農
具
の
原
材

料
と
な
る
と
い
う
よ
う
に
、
生
産
―
消
費
―
生
産
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
環
で
結
ば
れ
て

い
た
。

　

東
京
の
川
研
究
会
編
著
『「
川
」
が
語
る
東
京
―
人
と
川
の
環
境
史
』（
山
川
出
版
社
・

２
０
０
１
）
は
、
利
根
川
水
系
江
戸
川
・
中
川
の
境
界
に
刻
ま
れ
た
川
、
荒
川
水
系
荒

川
・
隅
田
川
の
暮
ら
し
と
憩
い
へ
、
多
摩
川
水
系
玉
川
上
水
・
多
摩
川
の
武
蔵
野
を

古賀 邦雄
  こが  くにお

古賀河川図書館長
水・河川・湖沼関係文献研究会

1967年西南学院大学卒業。水資源開
発公団（現・独立行政法人水資源機構）
に入社。30年間にわたり水・河川・湖
沼関係文献を収集。2001年退職し現
在、日本河川協会、ふくおかの川と水の
会に所属。2008年5月に収集した書籍
を所蔵する「古賀河川図書館」を開設。
平成 26年公益社団法人日本河川協会
の河川功労者表彰を受賞。
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見
つ
め
た
川
、
独
立
河
川
石
神
井
川
・
神
田
川
・
目
黒
川
の
都
市
東
京
を
捉
え
る
。

　

飯
野
頼
治
著
『
東
京
の
川
を
歩
く
―
地
図
で
た
ど
る
里
川
・
用
水
・
緑
道
』（
さ
き
た

ま
出
版
会
・
２
０
１
５
）
は
、
川
歩
き
の
魅
力
に
取
り
つ
か
れ
た
20
年
間
の
河
川
探
索
の

労
作
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
東
京
都
内
の
平
地
を
流
れ
る
ほ
ぼ
す
べ
て
の
里
川
・

用
水
・
運
河
で
あ
る
。
暗
渠
の
里
川
は
、
緑
道
と
し
て
復
活
し
た
も
の
を
捉
え
て
い

る
。
大
河
の
荒
川
・
利
根
川
水
系
は
都
内
を
流
れ
る
部
分
を
挙
げ
る
。
多
摩
の
里
川

と
用
水
と
し
て
、
秋
川
・
平
井
川
、
浅
川
、
谷
地
川
、
乞
田
川
、
仙
川
、
丸
子
川
を

捉
え
る
。
新
河
岸
川
へ
そ
そ
ぐ
里
川
と
し
て
、
前
川
、
空
堀
川
、
黒
目
川
、
白
子
川
、

落
合
川
を
挙
げ
る
。
23
区
内
の
里
川
・
緑
道
・
運
河
と
し
て
、
善
福
寺
川
、
日
本
橋

川
、
渋
谷
川
、
呑
川
、
目
黒
川
、
北
十
間
川
、
小
名
木
川
、
仙
台
堀
川
、
大
横
川
、

大
場
川
、
小
松
川
境
川
を
歩
く
。
１
０
２
河
川
、
１
２
３
コ
ー
ス
、
総
歩
行
距
離
約
１

１
０
０
㎞
で
あ
る
。

　

メ
デ
ィ
ア
ユ
ニ
オ
ン
編
『
東
京
の
川
と
水
路
を
歩
く
』（
実
業
之
日
本
社
・
２
０
１
２
）

は
、
下
町
か
ら
山
の
手
、
武
蔵
野
、
奥
多
摩
に
か
か
わ
る
楽
し
さ
あ
ふ
れ
る
川
巡
り

ガ
イ
ド
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
リ
バ
ー
フ
ロ
ン
ト
整
備
セ
ン
タ
ー
編
『
東
京
の

川
め
ぐ
り
』（
山
海
堂
・
２
０
０
０
）
は
、
東
京
の
川
・
全
34
コ
ー
ス
に
つ
い
て
カ
ラ
ー
地

図
に
て
表
示
し
、
散
策
で
き
る
。

　

菅
原
健
二
編
著
『
川
跡
か
ら
た
ど
る
江
戸
・
東
京
案
内
』（
洋
泉
社
・
２
０
１
１
）
に
は
、

初
め
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。「
そ
も
そ
も
臨
海
都
市
と
し
て
成
立
し
た
江
戸

に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
水
面
が
あ
っ
た
。
自
然
の
川
と
し
て
は
浅
草
川
（
隅
田
川
）、
日

本
橋
小
網
町
付
近
を
河
口
と
し
た
旧
石
神
井
川
、
井
の
頭
池
・
善
福
寺
池
・
妙
正
寺

池
を
水
源
と
し
て
日
比
谷
入
江
に
そ
そ
い
だ
平
川
（
神
田
川
・
日
本
橋
川
の
原
形
）、
江

戸
城
内
か
ら
日
比
谷
入
江
に
そ
そ
い
だ
局
沢
川
、
四
谷
・
赤
坂
付
近
を
水
源
と
し
た

汐
留
川
、
金
杉
と
い
う
州
を
形
成
し
た
古
川
（
上
流
は
渋
谷
川
）
な
ど
だ
」。
市
民
生
活

を
支
え
た
神
田
上
水
、
玉
川
上
水
、
運
河
網
の
水
辺
空
間
は
、
昭
和
初
期
ま
で
数
多

く
存
在
し
て
い
た
。
し
か
し
、
大
震
災
、
戦
災
や
都
市
の
発
展
で
、
川
と
人
々
の
生

活
の
か
か
わ
り
方
が
変
わ
っ
て
き
た
。
本
書
は
江
戸
時
代
か
ら
現
在
ま
で
の
東
京
の

変
貌
を
、
川
と
水
辺
の
変
容
か
ら
見
直
し
て
い
る
。

　

同
著
『
川
の
地
図
辞
典
　
江
戸
・
東
京
／
23
区
編
』（
之
潮
・
２
０
０
７
）、
同
著
『
川

の
地
図
辞
典
　
多
摩
東
部
編
』（
之
潮
・
２
０
１
０
）
は
、
す
べ
て
の
河
川
を
網
羅
し
て

い
る
。

水
の
都 

江
戸
・
東
京

　

東
京
は
水
の
都
で
あ
る
。
陣
内
秀
信
編
『
水
の
東
京
』（
岩
波
書
店
・
１
９
９
３
）
に
、

東
京
は
水
と
と
も
に
生
き
る
都
市
と
し
て
発
展
し
て
き
た
と
あ
る
。
戦
後
、
水
の
都

の
破
壊
と
喪
失
を
経
験
し
た
が
、
そ
の
再
生
の
兆
し
が
見
え
は
じ
め
、
佃
島
、
隅
田

川
、
臨
海
部
、
都
心
、
下
町
、
山
の
手
に
お
け
る
東
京
の
水
風
景
を
描
く
。

　

同
著
『
東
京
の
空
間
人
類
学
』（
筑
摩
書
房
・
１
９
９
２
）
は
、
早
く
か
ら
東
京
が
水
の

都
で
あ
る
こ
と
を
確
信
し
な
が
ら
、
徹
底
的
に
東
京
を
歩
き
そ
の
都
市
構
造
を
解
明

し
て
い
る
。
山
の
手
で
は
坂
や
崖
、
曲
が
り
く
ね
っ
た
道
、
鎮
守
の
森
や
屋
敷
の
み

ど
り
、
下
町
で
は
掘
割
や
橋
、
路
地
や
店
先
を
歩
き
、
そ
れ
ら
は
立
派
な
歴
史
的
な

要
素
な
の
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
世
界
に
も
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な
都
市
空
間
を
つ

く
り
出
し
て
い
る
と
分
析
す
る
。

　

陣
内
秀
信
＋
法
政
大
学
陣
内
研
究
室
編
『
水
の
都
市 

江
戸
・
東
京
』（
講
談
社
・
２
０

１
３
）
で
は
、
①
地
形
を
読
み
、
そ
れ
に
手
を
加
え
な
が
ら
水
の
循
環
を
考
え
て
つ
く

り
だ
さ
れ
た
江
戸
城
・
内
濠
・
外
濠
。
東
京
の
母
な
る
川
隅
田
川
、
江
戸
の
幹
線
水

路
日
本
橋
川
、
人
工
的
に
開
削
さ
れ
た
神
田
川
。
②
計
画
的
に
江
東
・
墨
田
の
仙
台

堀
川
・
小
名
木
川
。
③
近
代
の
埋
立
て
で
物
流
・
産
業
基
盤
と
し
て
形
成
さ
れ
た
港

南
臨
海
部
・
佃
島
・
月
島
。
④
江
戸
市
中
の
飲
料
水
、
新
田
開
発
に
寄
与
し
た
玉
川

上
水
、
さ
ら
に
目
黒
川
、
善
福
寺
川
、
多
摩
川
、
府
中
、
日
野
ま
で
の
水
空
間
を
追

う
。
野
川
で
は
水
辺
の
空
間
を
市
民
の
手
に
と
、
そ
の
再
生
活
動
に
迫
る
。

　

法
政
大
学
エ
コ
地
域
デ
ザ
イ
ン
研
究
所
編
『
外
濠
―
江
戸
東
京
の
水
回
廊
』（
鹿
島
出

版
会
・
２
０
１
２
）
の
初
め
に
お
い
て
、
陣
内
は
、「
東
京
都
心
の
眠
る
外
濠
の
価
値
の

再
発
見
で
、
武
蔵
野
台
地
が
東
に
張
り
出
す
突
端
に
江
戸
城
＝
皇
居
を
配
し
、
そ
の

周
り
に
は
、
高
低
差
に
し
た
が
っ
て
、
水
が
循
環
す
る
内
濠
・
外
濠
が
つ
く
ら
れ
た
。

さ
ら
に
そ
の
西
側
に
大
き
く
広
が
る
山
の
手
の
高
台
に
も
起
伏
が
多
く
地
形
と
密
接

に
結
び
つ
く
形
で
中
小
の
河
川
や
用
水
路
が
流
れ
、
ま
さ
に
江
戸
東
京
の
全
体
に
変

化
に
富
む
水
の
都
市
が
形
づ
く
ら
れ
て
き
た
」
と
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ほ
ど

の
水
と
緑
の
自
然
に
恵
ま
れ
た
広
大
な
空
間
を
も
つ
都
市
は
東
京
以
外
に
は
存
在
し

な
い
と
い
う
。

　

高
道
昌
志
著
『
外
濠
の
近
代
―
水
都
東
京
の
再
評
価
』（
法
政
大
学
出
版
局
・
２
０
１
８
）

の
対
象
と
す
る
外
濠
は
、
江
戸
城
の
総
構
え
を
成
す
巨
大
な
水
辺
空
間
の
掘
割
に
関

す
る
役
割
の
変
遷
を
追
求
す
る
。

水
路
運
河
を
巡
る

　

東
京
の
水
路
運
河
を
巡
る
書
を
次
の
よ
う
に
挙
げ
て
み
る
。
石
坂
善
久
著
『
東
京

水
路
を
ゆ
く
』（
東
洋
経
済
新
報
社
・
２
０
１
０
）、
石
坂
善
久
ほ
か
著
『
水
路
を
ゆ
く
』（
イ

カ
ロ
ス
出
版
・
２
０
１
０
）、
中
江
克
己
著
『
江
戸
の
「
水
路
」
で
た
ど
る
！
　
水
の
都 

東
京
歴
史
散
歩
』（
青
春
出
版
社
・
２
０
１
８
）、
小
林
紀
晴
著
『
写
真
で
愉
し
む
東
京

「
水
流
」
地
形
散
歩
』（
集
英
社
・
２
０
１
８
）、
岡
本
哲
志
著
『
川
と
掘
割
“
20
の
跡
”
を

辿
る
　
江
戸
東
京
歴
史
散
歩
』（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
・
２
０
１
７
）、
内
田
宗
治
著
『「
水
」
が

教
え
て
く
れ
る
　
東
京
の
微
地
形
の
秘
密
』（
実
業
之
日
本
社
・
２
０
１
９
）。
田
原
光
泰

著
『「
春
の
小
川
」
は
な
ぜ
消
え
た
か
』（
之
潮
・
２
０
１
１
）
で
は
、
渋
谷
川
に
見
る
都

市
河
川
の
変
遷
を
追
求
す
る
。
そ
し
て
、
岩
井
是
道
著
『
滅
び
ゆ
く
水
の
都
江
戸
・

東
京
』（
之
潮
・
２
０
１
３
）
は
よ
み
が
え
る
水
路
と
橋
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　

江
戸
の
人
口
の
推
移
を
た
ど
る
と
、
１
６
０
３
年
ご
ろ
徳
川
家
臣
団
を
中
心
に
６
万

人
、
そ
の
30
年
後
に
は
武
士
、
町
人
合
わ
せ
て
約
30
万
人
、
１
７
０
０
年
ご
ろ
に
は
１

０
０
万
人
に
達
す
る
。
人
口
の
増
加
は
、
江
戸
に
お
け
る
都
市
イ
ン
フ
ラ
が
充
実
し
、

瑞
賢
に
よ
る
「
東
廻
り
」「
西
廻
り
」
の
航
路
が
確
立
し
、
日
本
に
お
け
る
流
通
形
態

が
成
立
し
た
結
果
で
あ
る
と
い
え
る
。
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水の文化 65号　Go!Go!109水系 38

知花武佳さんによる「日本河川風景二十区分」と
一級河川（109水系）
日本列島を主要な構造線で 5つ（北海道・東北地方、関東・甲信越地方、中部
地方内帯、西南地方内帯、中部・西南地方外帯）に区分し、さらに細分化した。
河川名は一級河川（109水系）で、水色の河川名はこれまでに坂本さんと巡った
19河川。水色のエリアは「流域界」を示す　知花武佳さん提供の資料をもとに編集部作図

坂本クンと行く川巡り 【特別対談】

Go ! Go ! 109水系

「
30
年
先
」を
見
据
え
た

川
談
義
―
―
残
り
90
河
川
を
ど
う
巡
る
か
？
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准
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授

さかもと・たかあき
2011年3月筑波大学第一学群自然学類卒業、同大
学院修士・博士課程修了。博士（工学）。2017年4月よ
り現職。研究課題は合意形成プロセス評価に関する
研究、地方小河川の維持管理水準の把握、川を活かし
たまちづくりなど。2012～2014年の間に2年半かけて
少しずつ109水系を巡り、『川と人』巡り（河川市民団
体調査）を敢行。

ちばな・たけよし
1998年3月東京大学工学部土木工学科卒業、同
大学院修士・博士課程修了。博士（工学）。同大学
院工学系研究科にて研究員、助手、講師を経て現
職。研究課題は河川生物の生育場評価、河川地形
の形成過程解明、河川流域の地域特性解明など。
2014年に半年かけて総走行距離2万3700kmに及
ぶ全国一級河川巡りを敢行。

北海道・東北地方
1 北海道主部
2 北部北上 / 渡島
3 東北主部

関東・甲信越地方
4 上越 / 足尾
5 フォッサマグナ

中部地方内帯
6 飛騨山脈
7 飛騨高原 / 両白山地
8 美濃高原 / 濃尾平野
9 木曽山脈 / 三河高原

西南地方内帯
10近畿三角帯南部
11近畿三角帯北部
12丹波高原
13中国山地
14讃岐山脈 / 高縄山地
15北部九州
16中部九州

中部・西南地方外帯
17赤石山脈
18紀伊四国中部
19紀伊四国南部
20南部九州
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「30年先」を見据えた川談義39

水
の
旅
に
乗
り

謎
を
解
く
達
成
感

―
―
ま
ず
は
、
お
二
人
が
考
え
る
川
巡

り
の
楽
し
さ
と
は
？

坂
本　

上
流
か
ら
河
口
ま
で
じ
っ
く
り

回
る
と
、
水
の
旅
に
自
分
も
乗
っ
て
い

る
感
じ
が
し
ま
す
。
私
の
萌
え
ポ
イ
ン

ト
の
一
つ
が
「
流り
ゅ
う
い
き
か
い

域
界
」。
峠
道
の
ト

ン
ネ
ル
の
出
口
な
ど
に
立
ち
「
こ
こ
か

ら
先
は
○
○
川
流
域
に
流
れ
て
い
く
の

か
ぁ
…
…
」
と
想
像
す
る
と
感
動
す
ら

覚
え
ま
す
。
ま
た
、
ダ
ム
や
堰せ
き

を
見
た

り
、
人
々
の
暮
ら
し
に
思
い
を
馳
せ
た

り
、
川
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
満
喫
し
、
流

域
の
実
力
を
感
じ
る
広
大
な
河
口
に
行

き
着
い
た
と
き
の
達
成
感
も
そ
う
で
す
。

知
花　

サ
バ
テ
ィ
カ
ル
（
長
期
休
暇
）
を
利

用
し
半
年
で
１
０
９
水
系
の
内
の
70
水

系
を
回
っ
た
と
き
は
、
効
率
よ
く
日
本

一
周
す
る
た
め
一
筆
書
き
の
よ
う
に
た

ど
っ
た
の
で
、
河
口
か
ら
上
流
へ
遡
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
逆
順
だ
と
「
謎

解
き
」
な
ん
で
す
ね
。
海
の
近
く
ま
で

大
き
な
石
が
あ
る
の
は
な
ぜ
か
、
こ
の

雰
囲
気
は
上
流
に
ダ
ム
が
あ
る
な
、
影

響
の
あ
る
支
流
が
合
流
し
て
い
る
な

…
…
な
ど
と
想
像
を
膨
ら
ま
せ
、
時
に

あ
て
が
外
れ
た
り
も
し
て
、
最
後
に
源

流
点
を
見
極
め
る
感
動
と
達
成
感
も
、

川
巡
り
の
楽
し
さ
で
す
。

―
―
「
流
域
界
」
と
い
う
言
葉
は
、
普

段
あ
ま
り
耳
に
し
ま
せ
ん
ね
。

坂
本　

降
っ
た
雨
が
川
に
集
ま
る
範
囲

で
あ
る
流
域
の
境
界
の
こ
と
で
す
。
昔

は
流
域
が
経
済
・
行
動
圏
の
単
位
で
文

化
の
結
び
付
き
も
強
く
、
そ
の
境
界
が

「
く
に
ざ
か
い
」
の
よ
う
で
し
た
。

知
花　

そ
も
そ
も
流
域
と
い
う
言
葉
自

体
、
多
く
の
人
が
「
川
の
周
り
」
く
ら

い
の
イ
メ
ー
ジ
で
す
よ
ね
。
し
か
し
、

雨
の
集
ま
る
範
囲
な
の
で
、
暮
ら
し
の

あ
ら
ゆ
る
影
響
が
川
に
出
て
し
ま
う
。

流
域
単
位
で
見
る
と
、
川
を
大
事
に
し

て
い
る
流
域
と
、
そ
う
で
な
い
流
域
で

は
明
ら
か
に
川
の
姿
が
違
う
の
で
す
。

遊
び
場
と
し
て
の
川
、

治
水
の
歴
史
を
刻
む
川

―
―
坂
本
さ
ん
が
連
載
取
材
を
終
え
た

19
水
系
に
つ
い
て
、
知
花
先
生
は
ど
ん

な
印
象
を
も
た
れ
ま
し
た
か
。

知
花　

お
も
し
ろ
い
川
を
回
ら
れ
て
い

て
う
ら
や
ま
し
い
で
す
。
私
は
日
本
列

島
を
主
要
な
構
造
線
で
五
区
分
し
、
さ

ら
に
細
分
化
し
て
「
日
本
河
川
風
景
二

十
区
分
」
を
行
な
い
ま
し
た
（
右
ペ
ー
ジ

図
）。
坂
本
さ
ん
が
巡
っ
た
川
と
照
ら

し
合
わ
せ
る
と
、
あ
と
は
東
北
地
方
太

平
洋
側
の
北
上
川
や
阿
武
隈
川
、
近
畿

の
淀
川
水
系
、
矢や

作は
ぎ

川が
わ

や
鈴す

ず

鹿か

川が
わ

と
い

っ
た
砂す
な

河
川
、
そ
し
て
九
州
中
部
を
回

れ
ば
、
日
本
の
川
風
景
の
特
徴
を
一
通

り
見
た
こ
と
に
な
る
の
で
は
？

坂
本　

改
め
て
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

先
生
の
区
分
し
た
と
こ
ろ
を
回
っ
て
き

た
気
が
し
ま
す
。
違
う
川
を
見
た
い
、

と
感
覚
的
に
求
め
て
い
た
の
で
す
ね
。

生まれ育った遠賀川から遠く離れた場所で坂本さんが初めて好きにな
った「矢作川（やはぎがわ）」。今でも「初恋の川」と呼んでいる　
提供：坂本貴啓さん

岩手県の中央をほぼ北から南に流れる「北上川」。東北最大の河川と
して知られる。幹川流路延長249km、流域面積1万150km2　
提供：知花武佳さん

坂本さんが下流から上流へと遡り、知花さんが上流から下流まで初め
てじっくり見たという「安倍川（あべかわ）」。幹川流路延長51㎞、流域
面積567km2　提供：坂本貴啓さん

安
倍
川

北
上
川

矢
作
川

今
号
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
防
止
に
よ
り
現
地
取
材

を
と
り
や
め
ま
し
た
。
代
わ
り
に

本
連
載
で
巡
っ
た
19
河
川
を
振
り

返
り
、
さ
ら
に
残
り
の
90
河
川
を

ど
の
よ
う
な
視
点
で
巡
れ
ば
よ
い

の
か
を
考
え
る
た
め
に
、
東
京
大

学
准
教
授
の
知
花
武
佳
さ
ん
を
お

招
き
し
ま
し
た
。
と
も
に
全
国
の

一
級
河
川
１
０
９
水
系
を
す
べ
て

巡
っ
て
い
る
知
花
さ
ん
と
川
系
男

子
・
坂
本
貴
啓
さ
ん
が
イ
メ
ー
ジ

す
る
河
川
・
流
域
の
将
来
像
は
ど

の
よ
う
な
も
の
な
の
で
し
ょ
う

か
？ 

30
年
後
の
日
本
の
河
川
・
流

域
の
姿
、
そ
し
て
人
々
の
自
然
に

対
す
る
意
識
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
た
。

1 0 9水系
1​9​6​4 年（昭和 39）に制定された新河川法では、分水界や大河川の本流と支流で行政管轄
を分けるのではなく、中小河川までまとめて治水と利水を統合した水系として一貫管理する方
針が打ち出された。その内、「国土保全上又は国民経済上特に重要な水系で政令で指定し
たもの」（河川法第 4 条第 1 項）を一級水系と定め、全国で1​0​9 の水系が指定されている。
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特
徴
と
し
て
川
の
差
異
と
類
似
を
捉
え

や
す
く
な
る
の
で
、
ご
指
摘
の
と
お
り

今
後
も
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

知
花　

さ
す
が
だ
と
思
い
ま
す
、
坂
本

さ
ん
の
川
の
選
定
は
。

―
―
お
二
人
が
気
に
な
っ
て
い
る
河
川

と
そ
の
理
由
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

坂
本　

阿
蘇
の
源
流
域
か
ら
別
府
湾
に

注
ぐ
大お
お

野の

川が
わ

で
す
。
お
も
し
ろ
か
っ
た

の
は
、
河
川
プ
ー
ル
や
堤
防
斜
面
草
ス

キ
ー
場
な
ど
、
川
そ
の
も
の
を
丸
ご
と

子
ど
も
の
遊
び
場
に
し
て
い
る
点
で
す
。

堤
防
斜
面
で
は
草
ス
キ
ー
を
し
て
い
ま

し
た
し
、
滑
り
台
も
あ
る
。
こ
ん
な
堤

防
の
使
い
方
は
初
め
て
見
ま
し
た
。
子

ど
も
が
遊
べ
る
空
間
に
な
っ
て
い
る
か

ど
う
か
は
、
川
の
評
価
指
標
の
大
切
な

一
つ
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

知
花　

子
ど
も
の
水
辺
で
の
活
動
が
比

較
的
盛
ん
な
の
は
中
国
地
方
で
す
ね
。

花か

崗こ
う

岩が
ん

が
風
化
し
て
で
き
た
砂
の
多
い

穏
や
か
な
川
で
、
山
あ
い
の
細
す
ぎ
ず

広
す
ぎ
な
い
谷
が
ゆ
る
や
か
に
山
の
上

ま
で
続
き
、
町
と
里
が
近
い
か
ら
で
す
。

私
が
気
に
な
る
の
は
大
河
ド
ラ
マ
『
麒

麟
が
く
る
』
の
明
智
光
秀
ゆ
か
り
の
福

知
山
市
を
流
れ
る
由ゆ

良ら

川が
わ

。
洪
水
の
常

襲
地
で
、
光
秀
が
堤
防
代
わ
り
に
築
い

た
「
明
智
藪
」
が
残
さ
れ
、
堤
防
が
御

神
体
の
「
堤
防
神
社
」
も
あ
り
、
治
水

記
念
館
で
洪
水
と
の
闘
い
の
歴
史
が
わ

か
り
ま
す
。
バ
ス
の
屋
根
の
上
で
一
夜

を
明
か
し
救
出
さ
れ
た
人
が
い
た
水
害

も
記
憶
に
新
し
い
。
屈
強
な
堤
防
が
完

成
し
、
新
た
な
治
水
の
形
が
ど
う
な
る

の
か
に
関
心
を
も
っ
て
い
ま
す
。

上
下
流
を
知
る
こ
と
で

価
値
観
が
多
様
に

―
―
冒
頭
で
お
話
に
出
た
、
行
政
区
分

を
越
え
た
流
域
と
し
て
川
を
捉
え
る
と
、

ど
ん
な
可
能
性
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

坂
本　

こ
れ
ま
で
出
張
な
ど
で
移
動
が

多
く
、
現
地
に
行
っ
て
も
今
ど
こ
に
い

る
の
か
わ
か
ら
な
く
な
る
瞬
間
が
多
々

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で

自
宅
に
い
る
時
間
が
長
い
と
、
自
分
が

そ
の
地
域
に
身
を
置
い
て
い

る
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。
そ

れ
が
流
域
を
意
識
す
る
瞬
間

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
仕

事
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
済
ま
せ
、

夕
方
に
は
近
く
の
川
へ
散
歩

に
出
る
と
か
。
こ
れ
を
機
に
、

居
を
構
え
る
流
域
に
重
心
を

置
い
た
暮
ら
し
方
に
目
が
向

く
と
い
い
で
す
ね
。

知
花　

流
域
は
山
の
尾
根
で
区
切
ら
れ

た
地
形
な
の
で
、
土
地
の
特
徴
が
よ
く

出
て
い
ま
す
。
そ
の
魅
力
を
見
直
す
と

同
時
に
、
自
分
の
地
域
で
消
費
さ
れ
る

水
は
流
域
に
降
っ
た
雨
で
賄
え
て
い
る

の
か
を
考
え
る
の
も
大
切
で
す
。
例
え

ば
町
の
子
ど
も
た
ち
と
里
の
子
ど
も
た

筑紫平野を流れる小河川。坂本さんが
好きな「砂（すな）河川」に分類されるも
の。川底が黄土色なのはさらさらした砂
が積もっているため　提供：坂本貴啓さん

1 広島県西部を流れる太田川の支流「三篠川（みささがわ）」。中国地方の河川は砂が多い。また、子どもの水
辺での活動が盛ん　2 京都府、滋賀県、福井県の境の三国岳を源として日本海に注ぐ「由良川（ゆらがわ）」。
幹川流路延長146km、流域面積1880km2　提供：知花武佳さん

知花さんの「気になる川」

坂本さんの「気になる川」
3 大分県中央部を流れる「大野川（おおのがわ）」。幹川流路延長107km、流域面積1465km2。
川がプールになっている「入田中島公園名水河川プール」（右）と堤防裏の斜面で草スキーが
楽しめる「鶴崎スポーツパーク」（左）　提供：坂本貴啓さん
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109

ち
と
の
上
下
流
交
流
を
東
京
都
世
田
谷

区
と
群
馬
県
川
場
村
が
実
施
し
て
い
ま

す
。
流
域
こ
そ
多た

摩ま

川が
わ

と
利と

根ね

川が
わ

で
違

い
ま
す
が
、
成
功
例
の
一
つ
で
し
ょ
う
。

飲
み
水
が
ど
こ
か
ら
来
て
い
る
か
、
そ

の
水
で
ど
ん
な
農
産
物
が
育
つ
の
か
を

知
る
と
流
域
の
特
徴
が
体
感
で
き
ま
す
。

坂
本　

上
下
流
交
流
で
は
、
52
号
の
取

材
で
訪
ね
た
天て
ん
り
ゅ
う
が
わ

竜
川
で
諏
訪
湖
周
辺
の

子
ど
も
た
ち
が
中
田
島
砂
丘
の
ウ
ミ
ガ

メ
の
孵ふ

か化
に
立
ち
会
う
話
を
聞
き
ま
し

た
。
ま
た
、
63
号
の
岩い
わ

木き

川が
わ

で
は
、
流

域
の
農
水
産
物
に
よ
る
人
口
扶
養
力
が

流
域
人
口
の
２
・
３
倍
で
、
こ
う
し
た

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
も
流
域
の
魅
力
を
示
す

指
標
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。

知
花　

な
る
ほ
ど
岩
木
川
は
豊
か
な
ん

で
す
ね
。
近
く
だ
と
、
八
郎
潟
の
大
潟

村
な
ど
も
大
き
な
家
が
コ
ン
パ
ク
ト
に

ま
と
ま
り
広
大
な
農
地
が
見
渡
せ
、
先

人
の
お
か
げ
で
豊
か
な
土
地
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

私
は
下
流
の
都
市
部
で
育
ち
ま
し
た

が
、
普
段
は
河
川
に
つ
な

が
る
側
溝
で
オ
タ
マ
ジ
ャ

ク
シ
や
ス
ジ
エ
ビ
を
捕
ま

え
て
、
休
み
の
日
に
は
上

流
で
魚
を
追
い
か
け
て
い

ま
し
た
。
つ
ま
り
、
日
常

は
用
水
路
で
遊
ん
で
、
週

末
に
ふ
っ
と
山
の
な
か
へ

行
く
と
い
う
２
つ
の
行
為

が
セ
ッ
ト
だ
っ
た
。
こ
の
バ
ラ
ン
ス
が

よ
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
上
流

と
下
流
で
は
自
然
も
生
活
も
異
な
る
と

い
う
こ
と
を
子
ど
も
の
こ
ろ
に
感
じ
る

と
、
価
値
観
が
凝
り
固
ま
ら
な
い
気
が

し
ま
す
。

居
心
地
が
よ
く
て

人
が
集
ま
る
空
間
へ

―
―
こ
の
連
載
は
、
基
本
的
に
年
に
３

回
取
材
す
る
の
で
、
残
り
90
河
川
を
回

り
終
え
る
の
は
30
年
後
。
そ
の
と
き
、

日
本
の
河
川
・
流
域
の
姿
と
人
々
の
暮

ら
し
や
自
然
に
対
す
る
意
識
は
ど
う
変

わ
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

坂
本　

近
年
、
気
候
変
動
の
影
響
で
広

域
的
な
水
害
が
同
時
多
発
的
に
起
き
て

い
ま
す
。
特
に
中
小
河
川
が
こ
れ
ま
で

に
な
い
降
水
量
に
よ
っ
て
大
き
な
外
力

を
受
け
て
被
害
が
大
き
い
。
中
小
河
川

の
水
害
対
策
が
重
要
な
課
題
に
な
る
で

し
ょ
う
。
ま
た
、
地
方
の
小
河
川
で
は

集
落
の
人
が
草
刈
り
や
取
水
口
の
掃
除

な
ど
に
携
わ
り
自
治
意
識
が
強
い
で
す

が
、
人
口
減
少
で
管
理
の
担
い
手
が
い

な
く
な
り
川
が
荒
れ
る
心
配
が
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
北
海
道
大
学
の
苫
小
牧
研

究
林
の
な
か
の
川
の
よ
う
に
、
大
学
が

実
験
河
川
と
し
て
利
用
す
る
代
わ
り
に

実
質
的
な
管
理
を
す
る
と
か
、
今
の
占

用
許
可
制
度
や
河
川
協
力
団
体
制
度
を

発
展
さ
せ
な
が
ら
、
誰
か
が
使
う
こ
と

に
よ
り
水
辺
が
居
心
地
よ
く
人
が
集
ま

る
快
適
な
空
間
に
な
る
し
く
み
が
確
立

さ
れ
て
い
く
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

知
花　

日
本
は
山
と
海
の
国
で
す
が
、

川
は
そ
れ
ら
を
つ
な
ぐ
血
液
と
い
え
ま

す
。
そ
の
大
切
さ
が
意
識
さ
れ
な
い
の

は
、
川
が
暮
ら
し
に
身
近
で
は
な
い
か

ら
で
す
。
水
を
汲
ま
な
い
、
魚
も
獲
ら

な
い
、
泳
が
な
い
。
家
や
畑
と
同
じ
で

川
も
使
わ
な
け
れ
ば
荒
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
最
近
の
学
生
に
理
想
の
川
の
姿
に

つ
い
て
聞
く
と
、
新
し
く
で
き
た
複
合

タ
ワ
ー
施
設
「
渋
谷
ス
ト
リ
ー
ム
」
の

渋し
ぶ

谷や

川が
わ

の
よ
う
に
「
近
づ
か
な
く
て
も

き
れ
い
に
見
え
る
川
」

と
答
え
る
学
生
が
か
な

り
い
ま
す
。
つ
ま
り
川

が
遠
く
か
ら
眺
め
る
存

在
に
な
っ
て
い
る
。
と

は
い
え
、
今
の
学
生
も

地
形
や
地
名
の
話
に
は

食
い
つ
き
が
よ
く
、
そ

れ
を
入
口
に
川
に
興
味

を
も
つ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
川
は
地
学
、

地
理
、
日
本
史
、
文
学
、
生
物
、
化
学
、

物
理
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
最
良
の
教

材
。
そ
ん
な
使
い
み
ち
が
増
え
る
と
い

い
で
す
ね
。

　

も
う
一
点
、
私
が
２
０
１
４
年
（
平
成

26
）
に
日
本
一
周
し
た
と
き
幸
い
だ
っ

た
の
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
そ
の
場

の
地
質
も
河
川
整
備
計
画
も
確
認
で
き

た
こ
と
。
少
し
前
な
ら
地
質
図
を
買
い

そ
ろ
え
て
持
ち
歩
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
な
ら
ば
、
30
年
後
に
は
、

流
域
の
明
治
時
代
の
暮
ら
し
が
見
え
る

と
か
、
洪
水
の
イ
メ
ー
ジ
が
再
現
で
き

る
と
か
、
そ
れ
以
上
に
思
い
も
つ
か
な

い
こ
と
が
仮
想
体
験
で
き
る
よ
う
に
な

る
は
ず
で
す
。
昔
な
が
ら
の
川
の
使
い

み
ち
に
こ
だ
わ
り
す
ぎ
ず
、
デ
ジ
タ
ル

技
術
の
進
歩
を
川
と
の
親
和
性
を
高
め

る
た
め
に
利
用
す
る
、
と
い
っ
た
発
想

の
転
換
に
よ
っ
て
、
い
つ
か
ま
た
水
辺

で
遊
ぶ
お
も
し
ろ
さ
に
気
づ
く
人
た
ち

が
増
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

坂
本　

仮
想
空
間
で
予
習
し
て
お
け
ば
、

実
際
に
行
っ
た
際
に
、
水
の
冷
た
さ
や

草
の
匂
い
や
大
地
の
起
伏
に
触
れ
る
と

い
う
二
段
構
え
の
「
肥
え
た
目
」
で
川

の
細
部
を
知
る
こ
と
も
で
き
ま
す
ね
。

―
―
30
年
後
の
川
の
姿
と
人
々
の
暮
ら

し
を
見
据
え
な
が
ら
連
載
を
続
け
た
い

で
す
ね
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
（
２
０
２
０
年
６
月
15
日
／
リ
モ
ー
ト
対
談
）

4 天竜川河口の右岸にあるアカウミガメ
の産卵保護区。上流域の人も訪れる　
5 岩木川の下流域に広がる水田地帯。
江戸時代中期から開拓が続けられた

4

5
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新型コロナウイルスの感染が世界
各国で広がるなかで際立つ「水」
の大切さ、そして気候変動に伴い
頻発する「水害」への備え、さらに
経済活動を担う企業が今後注意
すべき「水リスク」などについて、
水ジャーナリストの橋本淳司さん
にお聞きしました。
http://www.mizu.gr.jp/fudoki/
people/065_hashimoto.html

機関誌『水の文化』制作にあたって

　ミツカン水の文化センターで発行しております機
関誌『水の文化』65号につきましては、コロナ禍の
影響により取材活動を休止しておりましたが、5月
14日の緊急事態宣言の解除を受けまして、リモー
トでの取材や取材にあたるスタッフ数を減らすなど
の感染防止対策を徹底し、取材活動を再開いたし
ました。また、取材先の皆さまには、顔写真撮影に
際しましてはマスクを外していただくなどのご協力
をお願いしました。
　通常よりも発行の間隔が空いたうえ、連載「食の
風土記」と「魅力づくりの教え」はやむを得ず休載
としましたが、このたび発行することができました。

　このような状況で取材にご協力いただきました
方々に、心より感謝申し上げます。

【訪問取材時に行なった感染防止対策】
①取材スタッフは最少人数とする
②訪問前には手指の消毒と検温を実施する
③マスクやフェイスシールドを着用する
④真正面の会話は避け、対面する場合は
	 適切な距離を保つ

　66号以降も上記の感染防止対策を徹底したう
えで、機関誌『水の文化』を制作してまいります。

機関誌『水の文化』64号に関する
訂正とお詫び

『水の文化』64号の記事について誤記がありました
ので、お知らせいたします。

　ｐ3 「ひとしずく」本文
誤	 赤や黄色などの波長の長い光線を跳ね返す

ようになり、
正	 紫外線に近い青色光線は氷河という物体を

通過できないため、

　すでにお手元に届いている読者の皆さまに訂正し
てお詫びいたします。

センター活動報告

WEB限定記事「水の風土記」最新記事のご紹介

「水文メールマガジン」
をリニューアルしました

魅力あふれる独自の「水の文化」を培っている「人」や「事・場」をお訪ねして、そこ
で行なわれている研究や活動をホームページで紹介しています。ぜひご覧ください。

機関誌読者、メルマガ登録者向けに
配信している水文メールマガジンを
リニューアルいたしました。
リニューアルしたメールマガジンでは、
機関誌『水の文化』の見どころやイベ
ント情報、HP更新のお知らせなど、セ
ンターの活動に関する情報を写真とと
もにお届けいたします！ ご登録がまだ
の方は、ぜひこの機会に登録ください。
ご登録は下記リンクのお問い合わせ
フォームよりお申し込みください。
https://www2.mizkangroup.co.jp/customer/group/mizu.html

コロナ後の世界をどう生きるか？「水」の視点から
水の文化  人ネットワーク

橋本淳司 さん
はしもと じゅんじ

Webで公開中！

7月より

ウガンダ・カンパラ市のカスビ食品市場に設置された共同の手洗い場。これは新
型コロナウイルスの蔓延を抑制するための緊急対応の一環で、石鹸と安全な水（塩
素系）を備えている　©WaterAid/ James Kiyimba

（左）祖母と水を汲んで、歩いて持ち帰る8歳の少女。安全な水をいつでも手に入れ
られるしくみはまだまだ足りない　（右）保護されていない水源から水を集める少年
たち。地球上のすべての人が清潔な水を利用できるようにしたい 
©WaterAid/ Eliza Powell



編
集
後
記

取
材
で
お
会
い
し
た
方
々
を
思
い
返
し
、
船
乗
り
と
は
ど
ん
な
人
た

ち
か
と
問
わ
れ
た
ら
、
海
と
い
う
大
自
然
の
中
で
、
人
の
持
つ
能
力

や
そ
の
営
み
が
ち
っ
ぽ
け
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
受
け
入
れ
た
上
で
、

そ
の
懐
に
抱
か
れ
て
い
る
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
て
い
る
人
と
答
え
る

と
思
う
。（
五
）

物
腰
は
柔
ら
か
く
穏
や
か
で
、
け
れ
ど
ど
こ
か
強
さ
が
あ
る
、
と
い

う
の
が
取
材
先
の
み
な
さ
ま
に
共
通
す
る
印
象
で
し
た
。
人
間
の
思

い
通
り
に
は
な
ら
ず
、
時
に
は
命
を
脅
か
す
海
と
向
き
合
い
続
け
る

中
で
培
わ
れ
た
達
観
、
あ
る
い
は
覚
悟
と
言
い
換
え
ら
れ
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。（
瑞
）

船
に
乗
る
こ
と
は
、
陸
か
ら
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
特
別
な
景
色
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
し
た
。
今
回
の
記
事
を

読
ん
で
、
そ
の
特
別
な
景
色
は
、
安
易
な
も
の
で
な
い
の
だ
と
思
い

ま
し
た
。
ま
た
、
船
乗
り
の
水
意
識
を
知
り
、
自
分
の
水
意
識
を
改

め
た
い
と
思
い
ま
し
た
。（
青
）

特
集
記
事
内
に
、
ひ
と
り
洗
面
器
二
杯
分
の
水
で
生
活
と
い
う
一
文

を
見
つ
け
た
時
に
は
、
水
を
子
ど
も
プ
ー
ル
に
注
ぎ
込
む
勢
い
を
弱

め
て
し
ま
い
ま
し
た
。
水
位
の
低
い
ビ
ニ
ー
ル
プ
ー
ル
に
我
が
子
は

不
満
そ
う
で
し
た
が
、
も
っ
と
節
水
せ
ね
ば
と
強
く
思
う
の
で
し
た
。

（
飯
）

ホ
ク
レ
ア
号
を
追
っ
て
い
た
時
期
が
あ
る
。
出
航
日
、
航
海
を
伝
え

る
サ
イ
ト
を
何
度
も
訪
問
し
た
が
更
新
さ
れ
な
い
。
風
待
ち
だ
っ
た
。

結
局
、
旅
立
ち
は
数
日
後
。
大
自
然
の
懐
に
す
っ
と
入
り
、
そ
の
力

を
借
り
目
的
を
果
た
す
。
憧
れ
の
旅
を
経
験
し
た
方
の
生
の
言
葉
が

聞
け
た
。（
秋
）

昔
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
家
具
を
輸
送
し
て
い
た
が
、
船
便
だ
と
数
ヶ
月
か

か
る
。
積
み
残
す
と
航
空
便
に
な
っ
て
桁
が
一
つ
違
う
金
額
に
焦
っ

た
。
当
時
は
時
間
と
コ
ス
ト
し
か
考
え
て
い
な
か
っ
た
が
、
特
集
を

読
ん
で
、
そ
れ
ぐ
ら
い
の
時
間
ど
っ
し
り
構
え
て
余
裕
持
て
、
と
つ

く
づ
く
感
じ
た
。（
力
）

取
材
中
に
出
会
っ
た
船
乗
り
は
こ
う
言
っ
た
。「
陸
上
の
会
議
は
決
ま

っ
た
の
か
決
ま
ら
な
い
の
か
、は
っ
き
り
し
な
い
ま
ま
終
わ
る
よ
ね
」

と
。
海
の
上
で
は
常
に
決
断
を
迫
ら
れ
る
。
見
誤
る
と
命
が
危
な
い

か
ら
だ
。
陸
の
上
で
も
そ
う
し
た
緊
張
感
を
も
っ
て
日
々
決
断
し
た

い
と
思
う
。（
前
）

水の文化  Information
■ 『水の文化』に関する情報をお寄せください
 本誌『水の文化』では、今後も引き続き「人と水のかかわ
り」に焦点をあてた活動や調査・研究などを紹介していき
ます。

 ユニークな水の文化楽習活動や、「水の文化」にかかわる
地域に根ざした調査や研究がありましたら、自薦・他薦を問
いませんので、事務局まで情報をお寄せください。

■ ホームページのお問い合わせ欄をご利用ください。
 http://www.mizu.gr.jp/

■ 水の文化 バックナンバーをホームページで
 本誌はホームページからPDFファイルとしてダウンロード
できるほか、冊子をご希望の方はホームページの「最新号
のお申し込みボタン」からお申し込みいただけます。どうぞ
ご利用ください。

■ 「水にかかわる生活意識調査」 ホームページで公開中
 20年以上にわたり、ほぼ同じ内容で日常生活と水とのかかわ
りや意識、水と文化に関する生活意識調査を実施していま
す。結果はすべて公開していますので、ぜひご活用ください。
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『水の文化』65号について、アンケートにご協力ください。
今後の機関誌をよりよくしていくための参考にさせていただきます。

◆アンケートへの回答はこちらから。
http://www.mizu.gr.jp/form65.html

皆さまの感想を
お待ちしています ！

※アンケート用紙をお持ちの方は、FAXまたはメールにて
下記へご返信いただく形でも結構です。

ＦＡＸ：03-3568-4025
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裏表紙上：海技教育機構の練習船「海
王丸」。航海訓練の学生たちを乗せて
苫小牧港へ向かった（撮影：川本聖哉）
裏表紙下：東京湾を行き来する貨物船。
私たちの生活はこうした船に支えられて
いる（撮影：川本聖哉）

表紙：出航に備えて給水作
業をする海技教育機構の航
海士。船乗りたちにとって真
水は命をつなぐ大事な存在
（撮影：川本聖哉）
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